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ご利用の端末によっては、文字サイズを大きくすると本文の表示が途中で止まることがあります。

その際は、文字サイズを小さくしてお読みください。
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　私がまだ、ただの被害者だった時代──

　カルトの目を逃れて家を出て、廃墟になったラブホテルの一室に身を潜めていたあのころ、自分が完全に正気だったかと問われれば自信はない。だから、ほこり臭いリネンをかき集めて作った寝床で身体を丸めていた私を背中から抱きしめてくれた、あのすごく柔らかくて赤くて大きい人を、なぜお母さんだと思ったのか私にもよくわからない。

　それなのに、なぜかあの体験が、私の中では温かい思い出になっている。

　だから私は夜が明けたあとすぐにホテルを出て、家に帰ったのだ。それからずっと、灯油のポリタンクをかたわらに、一人座敷で待っていた。日が暮れて家の中が暗くなっても、誰も戻ってこなかったのを、やけに寂しく感じたことを憶えている。

　あのとき私は思っていたのだ──火が必要だ、と。




　──コトリバコで内臓にダメージを受けた後の打ち上げって、何食べればいいと思う？

　そういう議題で話し合った結果、お粥がいいんじゃないかという結論に達したので、私と鳥子とりこと小桜こざくらは、池袋西武デパートの中にある中華粥のお店に来ていた。

　お腹の調子が微妙なときはお粥、という安直な発想だったのだけれど、隣の漢方薬局が監修した薬膳メニューとかもあって、なんだかほんとに効きそうだ。

「うめ粥セットか、二色粥セットか。レディースセットだと角煮が付くみたいだけど、量が少ないかなあ……鳥子は決めた？」

　私が訊くと、メニューを見ながら考え込んでいた鳥子が言った。

「担々麵おいしそうだなあ」

　おい。

「お粥にするんじゃなかったの？」

「肉っけのあるものが少ないんだもん。なんかお店も、お疲れさま、カンパーイってやる雰囲気じゃないし」

　鳥子が口を尖らせる。

　平日の午後、お店は四割くらいの入りで、私たち以外は年配のご婦人ばかりだ。メニューに載っている飲み物も、身体によさそうなお茶がほとんど。お茶とお粥が売りのお店なんだから当たり前だ。

「薬膳の店に入っといて、何に文句付けてるんだおまえは」

　小桜が鳥子を睨み付けた。

「とりあえずお茶頼みましょうよ。なんかおかわり自由っぽいですし」

「え、そうなんだ？　お得だね」

「中国茶はそういうもんだ。お湯を頼んで何回も飲むの」

　小桜の言葉に、鳥子が何か思い当たったように目を見開いた。

「あー、なんか小さいときにチャイナタウンで飲んだことあるかも！」

「横浜の？」

「バンクーバーの。お母さんが連れてってくれたの」

　お母さん、か。

　家族の話をするとき、鳥子の視線は一瞬だけ、少しよそへ向けられる。声も少し低く、落ち着いたトーンになる。人間は過去のことを思い出しながら話すとき、ひとりでに眼球が動いて特定の方向を向くらしい。鳥子の場合は、左下。脳内のマップの中で、その辺に亡くした家族の記憶がしまわれているのかもしれない。

　せっかくなので飲んだことのないお茶を頼んでみようと思って、私は冠藤茶かんとうちやにした。鳥子は山査茶さんざちや、小桜は玫瑰茶まいかいちや。

「まいかいちゃって何？　想像つかない」

「あたしも知らんけど、イライラを抑えるって効能書きがあったからさ」

「確かに小桜さんにはいいかもしれませんね」

「あー今まさにイライラしてきた。早く来ないかな」

　ほどなく運ばれてきた玫瑰茶は、ローズティだということが判明した。鳥子に一口飲ませて貰った山査茶は甘酸っぱかった。私の選んだ冠藤茶は淡い味わいで、意外と飲みやすい。

　お茶請けとしてついて来たカボチャの種を囓りながら、温かい漢方茶を啜っていると、鳥子が切り出した。

「ねえ、小桜。冴月さつきのノート、あれからどうしたの？」

　小桜は少し躊躇ためらってから答えた。

「ＤＳ研の保管庫に収まってる。誰にも読めないようにな」

　ＤＳ研──ダークサイエンス研究奨励協会。九〇年代に設立されたこの怪しい名前の民間団体は、裏世界をＵＢＬ、ウルトラブルー・ランドスケープと呼んで独自に調査していたのだそうだ。といっても、仰々しい名前からは拍子抜けなことに、現在その仕事は、過去のＵＢＬ犠牲者の保護と（絶望的な）治療の試みだけ。こう言ったら悪いけど、ほとんど敗戦処理みたいなものだ。

　その萎縮した仕事の中に、裏世界由来の物品──ＵＢアーティファクトの収集が含まれていた。私たちが取ってきた〈鏡石〉や〈無限貝殻〉といった不思議な品を買い取っていたのは、彼らＤＳ研だったのだ。

　ＤＳ研に籍を置いている間に失踪した閏間うるま冴月の残した研究ノートは、読めない文字で書かれていたため、ずっと放置されていた。それがどうやら裏世界の言語であり、読み上げると恐ろしい現象が起きるということを、私たちは身をもって学ぶことになった。

「もう読めないの？　冴月を追いかける手がかりなのに」

「アホか。危なすぎるだろ。空魚そらをちゃんがいなかったら死ぬとこだったぞおまえ」

「まあ、それはそうだけど……。コトリバコ、だっけ？　いきなり出てきちゃったもんね。びっくりした」

「あれをびっくりで済ますおまえにびっくりだよ」

　鳥子と小桜が話すのを聞きながら、私は口をつぐんでいた。

　二人とも、あのとき出てきたのはコトリバコ単体だと思い込んでいるけれど、私だけは知っている。ノートを読み上げたときに、閏間冴月が出現していたことを。

　鳥子が探し求める閏間冴月が、今や裏世界深部、ウルトラブルーの向こう側にいる存在と繫がっている──。コトリバコ解体の果てに悟ったその事実を、私は二人にも、ＤＳ研の汀みぎわにも、伝えていなかった。伝えるべきかどうかもわからない。小桜は閏間冴月がいなくなったことを受け容れているようだけど、私の見るところ、鳥子はまだ諦めていない。下手をすると、思い詰めた鳥子はまた一人で裏世界の深部に行ってしまう。

　裏世界に棲む〈かれら〉の狙いは、そうやって鳥子を誘い込み、閏間冴月と同様に、どこか遠くへ連れ去ってしまうことなのだろうか。

　考え事をしながらひたすらお茶を飲んでいるうちに、料理が運ばれてきた。

「お、来た来た」

「おいしそう！　いただきまーす」

　だいぶお腹が空すいていたので、テーブルにお盆が置かれると同時に飛びついてしまった。

　私はカニ粥と鶏粥の二色粥セット。んん、やさしい味。塩が控えめなので、別皿でエビチリとザーサイがついてるのが嬉しい。

　鳥子は肉っけが欲しかったのか角煮粥セットだった。豚角煮とチンゲンサイ、クコの実が載っている大きなお粥の丼に、ワンタンスープがついている。小桜はせいろに入った飲茶セットで、蒸し餃子や焼売がほかほかと湯気を立てていた。

　もりもり食べている私と鳥子を、小桜が疑わしげに眺めている。

「なあ、おまえら本当に大丈夫なのか？」

「うん、問題なさそう。ねえ空魚」

「おいしいし、普通に食欲あるんですよね……」

　戸惑いながらも、私は答える。

　あれからまだ二日しか経っていないのに、ご飯がおいしい。

　そのこと自体、何かおかしかった。

　女子供の内臓を蝕むしばむという最悪の呪詛の塊、コトリバコ。閏間冴月によって裏世界から手榴弾のように投げ込まれたあの箱を解体し、裏世界の深部からなんとか生還した私と鳥子は、内臓に酷くダメージを受けていた……はずだった。

　ところが、その後の検査で、私たちは困惑することになった。

　何も異常が見つからなかったのだ。

　ＣＴで撮影した私たちの内臓には影ひとつなかった。炎症も出血もなし。血液の異常値もなし。口内の粘膜のサンプルも、検尿も問題なかった。血圧、視力聴力、すべて正常。つまり完全に健康。強いて言うなら二十歳にしては肝臓の数値がちょっとだけ高く、体重が以前より一キロ増えていたけど（鳥子は変化なし）、それにしたって本当に誤差程度だった。

　ＤＳ研の金のかかった医療設備で検査してもらったので間違いない。まる二日かけて、人間ドックなみに徹底的に診てもらったのだ。

　なにしろあの悪名高いコトリバコにやられたのだから、後遺症に関しては覚悟していた。それだけに拍子抜けしたし、安心するより逆に不安になった。

　じゃあ、あの内臓を生きたままついばまれるような苦痛はなんだったんだ。呪詛の具現化したような赤い鳥が、私たちの身体に飛び込んで、嘴くちばしにくわえていったものは、一体……？

　実際、鳥子なんか私の目の前で一度死にかけていたのだ。呼吸も脈もないと気付いたあの瞬間を思い出すと、今でもぞっとする。

　やっぱり二人とも、何かをついばまれて、持っていかれたのではないだろうか……検査結果には表れない、大事な何かを。そんな不安が心を離れなかった。

　どうにも喜びきれない居心地の悪さを感じながらも、現代医学が無傷だというならどうしようもない。退院してもいいとお墨付きをもらったので、溜池山王のＤＳ研のビルを出て、池袋に戻ってきた。打ち上げと退院祝いを兼ねて。でもさすがにお酒はなし。鳥子の言うとおり、確かにちょっと物足りないかも。

「ねえ、さっきから携帯鳴ってるけど大丈夫？」

　鳥子に言われて見下ろすと、机の上で私のスマホがブーブー震動していた。

「いいのいいの。どうせカラテカだから」

　スマホを取り上げて一応確認すると、案の定メッセージを投げてきているのはカラテカ──一年生の瀬戸茜理せとあかりだった。空手をやってる瀬戸茜理。猫の忍者のときに縁ができた、私のたった一人交流のある後輩だ。

　二日間の検査入院中、大半の時間は暇だったから、二人でだらだらネットフリックスを見たりしてたのだけれど、合間に飛んできたカラテカからのメッセージにうっかり返事をしてしまったのが運の尽きだった。以後、調子に乗ったのか、やたらと話しかけてくる。

　内容はといえば、《いま何してるんですか》とか（おまえは彼女かなんかか）、《こんな都市伝説知ってますか》とか（知ってる上で興味ないし知識がぬるい）、《近所でこんな事故物件見つけたんですけどどうですか》とか（何がどうですかだ）……どうでもいい話ばかりで、相当そっけない対応をしているつもりなのに、さっぱりくじける気配がない。

《友達に肝試しで怖い体験した子がいるんですけど、先輩関心ありません？》

《ない》

《その子にこの前の自分の体験ちょっと話したら興味持ったみたいで、今度一緒に話聞いてほしいんですけど》

《なにやってんの？　人に話さないで》

《大丈夫です。アレのこととか誰にも言ってませんから》

　そのメッセージに続いて銃の絵文字のスタンプが送られてきた。思わず眉間に皺が寄る。

　私たちに猫の忍者から助けられてからというもの、カラテカは私と鳥子を「怪異の専門家」と思い込んでしまったらしく、何かと理由を付けては絡もうとしてくる。

　どうも元々怖い話に興味があったらしいのだけど、それだけにしてはやけにグイグイ来るな、というのが正直な印象だった。私の右目でカラテカを見たとき、明らかに言動がおかしくなっていたから、もしかすると私が性格に影響を与えてしまったのだろうか……？　いずれにしても、行動力のある怪談マニアは本当によくない。怖い体験をしようと自分から心霊スポットに肝試しに行き、墓石を倒したり遺品を持ち帰ったり……。私がこれまで読んできた大量の実話怪談の中でも、そういう一線を越えた人間がよく出てきたけど、ほぼ間違いなく悲惨な最期を遂げる。カラテカには特に思い入れがないけど、自分のせいで不幸になってほしいわけじゃない。

《いまご飯中だから》

　そうメッセージを送って会話を打ち切ると、私はスマホを機内モードにして伏せた。

「カラテカちゃん、いいの？」

「うん。いっそもうブロックしちゃおうかなと思うくらいなんだけど、そうしたらまた大学で絡まれそうだしなあ」

「空魚を慕ってくれてるんでしょ？　少しは相手してあげなよ」

「だって巻き込むわけにいかないでしょ。今の時点でもう知りすぎてるくらいだし」

「それはそうだけど……」

　鳥子が不満げに口を尖らせる。

　カラテカに対しては、鳥子の態度は揺れている。あいつが自分と同じ閏間冴月の生徒だったという事実は、鳥子にとってだいぶショックだったはずだ。ずっと自分が、閏間冴月の唯一の「お友達」だと思っていたのだから。

　にもかかわらず、私がカラテカにそっけない対応をしていると、鳥子はあまりいい顔をしない。同じ境遇の人間に対して、どこか自分を重ねるところもあるのかもしれないけど、そんなの私の知ったことじゃない。鳥子や小桜からときどきダダ漏れになる、閏間冴月への憧憬の念に付き合っていたら、こっちの精神が持たない。

「……で、おまえら、やっぱりまた行くのか」

　小桜がそう訊いて、ごま団子に齧り付いた。

　鳥子と顔を見合わせてから、私は頷いた。

「はい。といっても、今回はそんな遠出するつもりはないです」

「うん。空魚と相談したんだけど、まずは軽く、ゲートからゲートまで移動してみようって」

「軽くっつっても、結構離れてるだろ。歩けるっちゃ歩けるだろうが……」

　時空のおっさんのとき私と一緒に歩いた経験もあって、小桜は裏世界の距離感をある程度理解している。鳥子が頷いて言った。

「今回はＡＰ‐１を使うの。だから小桜の家のゲートをエントリーポイントとして使わせてほしいんだけど、いい？」

　鳥子の言葉に、小桜が顔をしかめる。

「駄目だって言ったら諦めるのか？　好きにしろよ」

「ありがと」

　鳥子のあとを引き取って、私は続ける。

「こうやって少しずつ行動範囲を広げていこうと思ってます。今までだと、それぞれのゲートからあまり離れられなかったので、せっかく複数のエントリーポイントがあっても意味がなかった。だから既知のゲート間を結ぶ安全なルートを確保したいんですよね。今後のために」

「あの世界に〝安全なルート〟なんてもんがあるのか？」

「まあ、グリッチがない場所、くらいの意味ですけど」

「進みながら、パンくず撒まいていくみたいに印つけておけば、後々楽だよね」

「……ま、そうだね」

　鳥子に返事をする前に、一瞬変な間が空あいてしまった。

　確かにルートに沿って標識でも立てておけば、以後裏世界での行動は楽になるだろう。私の右目を使わなくても、グリッチに怯えず行動できるのだから。

　つまり、鳥子がまた、私なしで行動できるようになってしまう……。

　いやまあ、多少の安全なルートを確保しても、そこ以外は依然として危険なままだ。あまり気にする必要はないはずだけど。

「おまえらさ、あれだけ怖い目に遭って、なんでやめないんだ？　第四種接触者がどんな悲惨なことになったか、見たよな？　あれを見てまだ行こうと思えるのが信じられない。なんでだよ」

「うーん……。やっぱり、向こうとこっちでは意識の状態が違うと思うんですよ」

「あん？」

「怖い夢を見たときって、夢の中ではものすごく怖いけど、目を覚ましてしばらくすると、内容をはっきり憶えていたとしても、〈恐怖している状態〉は去ってしまうじゃないですか。あんなに怖い思いをしたからもう二度と寝ない、ということにはなかなかならないですよね」

　怪訝けげんな面持ちの小桜に、私は説明しようとする。

「実話怪談で語られる恐怖体験にも、そういう面があると思うんです。あり得ないものを見て、ショックを受けて、めちゃめちゃ怖かったはずなのに、日常生活に戻っていける。怖い夢と似てますよね。精神の恒常性ホメオスタシスによるものだとシンプルに考えてましたけど、裏世界は明らかに私たちの脳に影響を及ぼしていますから、あそこでの意識状態はこっちのそれとは違うはずなんです。だから表世界に戻ってきてからは、自然にまた行こうって思えるんじゃないでしょうか」

　小桜は頭を抱えてしまった。

「あたしは認知のメカニズムを推測しろというつもりで訊いたんじゃないんだがな。鳥子はどうなんだ？」

「私は……やっぱり、冴月を迎えに行かなきゃならないから」

　セットの杏仁豆腐を食べ終えて、スプーンを置いた鳥子が言った。

「いまどうしてるか、どうなってるか、わからないけど──もしかすると冴月も、小桜が見せてくれたＤＳ研の患者さんたちみたいに変わり果てた姿になってるかもしれない。でもそれならますます、私が迎えに行かなきゃ。だって他の誰も、裏世界は捜してないんだもん」

「気持ちはわかる。わかるが、あたしだって……」

　何か言いかけたことを呑み込むように、小桜の声が途切れた。長々とため息をついてから、ふと気付いたように言う。

「どうした、空魚ちゃん。具合悪いか？」

　声を掛けられて、自分が空からになった皿をぼうっと見下ろしていることに気付いた。

「いえ──大丈夫です」

　私はかぶりを振って顔を上げた。

　閏間冴月の話をしている鳥子の目を見るのが、私は怖かったのだ。

　そういうときの鳥子の視線は、左下でも右上でもなく、まっすぐ先に向けられている。どこか遠くへ行ってしまった閏間冴月の背中を追い求める、遙かな視線。目の前に何があっても、鳥子の眼中には入っていないのだ。

　ときどき考えることがある。裏世界から認識のヴェールを剝ぎ取る私の右目の力を、もし鳥子が手に入れていたらどうなっていたか。

　きっと鳥子は目の能力を使いまくって、一人でどんどん裏世界の奥へと踏み込んでいただろう。閏間冴月を追いかけて、私なんか歯牙にも掛けずに。

　そんなことを思っていたら、鳥子と目が合った。

「空魚、今回なに作っていくか考えた？」

「へ？」

　なんか作っておくものあったっけ？

　戸惑う私に、鳥子がにっこり笑いかける。

「お弁当。今度探検に行くとき、作って持っていこうって言ったでしょ！」

「あ……ああ。そうだったね」

　きさらぎ駅の米軍を救出に行ったとき、確かにそんな話をしたのを思い出した。あの後は偶発的な裏世界へのエントリーが続いたから忘れていたけど、本気だったのか。

「ピクニック気分かよ。あたしが不安になるの、そういうとこだぞ」

　呆れ果てた顔で小桜が言った。

「早い時間に出かけて、お弁当食べて、ちゃんと昼間のうちに帰ってきますよ」

　私がそう言っても、小桜の疑わしげな視線はいっこうに緩まなかった。
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　一週間後の土曜日、午前十時。

　私たちは小桜の家の庭に集まって、出発の準備を整えていた。

　銃はもう組み立てて、装弾も済んでいる。といっても相変わらずライフルの組み立ては鳥子任せだけど。マカロフ二挺と、鳥子のＡＫ‐１０１、私のＭ４　ＣＱＢＲ。隣家からは高い塀と植木で遮られているから見えないとは思うけど、日本の住宅街で銃を装備しているとさすがに緊張してしまう。

「いま宅配便とか来たらどうすりゃいいんだこれ」

「サバゲーとかコスプレって言い張れば？」

「食いつかれたらかえって面倒だろ」

「配達の人そんなに暇じゃないですよ。大丈夫ですって」

　そういえば今回は二人とも新装備がある。スリングだ！　……なんのことはない、ライフルに付けて、肩から吊すための紐のことなんだけど。サバゲーのブログとかを参考に、マグプルのマルチミッションスリングというやつをＡｍａｚｏｎで買ってみたのだった。

　紐の長さを調節して、Ｍ４を肩から下げてみる。

「空魚、どんな感じ？」

「めちゃめちゃ楽……」

「だよね。もっと早く買えばよかった」

「知ってたなら言ってよ。こんな重いライフル、今まで手だけで持ち歩いてたの信じられない」

「Ａｍａｚｏｎで銃のアクセサリー買えるって発想なかったんだもん」

　鳥子との雑談の中、ライフル重くて疲れるよねという話から始まって、スリングというものの存在を教えてもらったのがきっかけだった。驚いたことに、実銃に使えるアクセサリーパーツは意外と安くて、正規品や高精度なレプリカが日本でも普通に買えるのだ。

「弾も少なくなってきたよね。どこかで補充できないかな」

　紙箱の中の残弾を数えながら私が言うと、鳥子が考え込む。

「裏世界に冴月が物資を置いてた場所が何カ所かあったんだけど、場所が曖昧で、たどり着けるか自信ないんだよね。距離的には私たちの行動範囲からそんなに離れてないはずだから、行けたら行ってみようか」

「オーケー。じゃそれ今後のＴＯＤＯリストに入れよう」

　リュックサックのジッパーを閉めて、私は立ち上がった。

「それじゃ、ちょっと行ってきますね」

　声をかけたけど、小桜の返事がない。

　見ると腕を組んで玄関ポーチの柱に寄りかかった小桜は、なんだか苦しそうに、眉をひそめて、目をつむっている。

「小桜さん、どうかしました？」

　近寄って呼びかけると、小桜ははーっと深いため息をついて目を開けて、おもむろに私のすねを蹴飛ばした。

「痛った！　何するんですか!?」

「言っとくけどさ、毎回、おまえらの顔もう二度と見られないんじゃないかと覚悟してるんだからな。これでもあたしは人の情が薄い方だと思ってたんだが……さすがに精神に来るわ」

「小桜──」

　鳥子が歩み寄って、小桜の肩に手を置いた。身長差がすごい。こうして見ると、年の離れた姉妹みたいだ。

「お母さんもよく泣いてた。パートナーが軍人だと、任務でどこ行くかはわかんないし、死ぬ可能性が常にあるから、見送るたびにこれが最後かもって思うって」

　小桜が肩に置かれた手をうさんくさげに見やって、鳥子の顔へと視線を移した。

「その泣ける思い出を踏まえて、何かあたしにアドバイスがあるのか？」

「お母さんはね、軍人の家族が悩みをシェアできるサポートグループに通って少しは楽になったって。あとマンガ描くの好きだったからそういうときは、いっぱい描いてネットに……痛ぁ！」

　すねを蹴られて鳥子が飛び退いた。

「もういいよ、あたしが悪かったよ！　変なこと言ってごめんな!!」

「急にキレないでよ……」

「うるせー。さっさと行っちまえ」

　私と鳥子は顔を見合わせた。

「そんなに心配しなくて大丈夫ですって、小桜さん」

「そうそう。私と空魚の二人なんだから、どんなことがあっても平気だよ。今までもそうだったでしょ」

「その異常な自信がほんとに理解できねー」

　小桜が諦めたように頭を振った。

「まあいいやもう。できたら帰ってこい。正気でな」

〝元気でな〟みたいに、小桜が言った。

　鳥子が透明な左手でゲートの空間を摑む。最初は指先だけだった変異が、左手全体にまで広がったのはいつからだったか。日差しに美しくきらめくその手が動くと、カーテンが引き開けられたみたいに、この世のものではない草原が姿を現した。私たちは頷きあって、二人そろって足を踏み出した。園芸用ポールで区切られた空間の断面を通過すると、一瞬前とは質感の違う湿った空気と、何物にも代え難い静けさが身体を包む。

　丘のふもとに立つ二本の古びたトーテムポールの間から、私たちはふたたび裏世界へと足を踏み入れた。

　鳥子が手を離すと、背後でゲートが閉じて、表世界から私たちを完全に隔絶する。

　この前より、風が少し肌寒い気がする。表と同様、裏世界にも秋が訪れつつあるのだろうか。この調子だと、冬には雪への備えが必要かもしれない。

　ゲートのそばには、ブルーシートに覆われた塊が鎮座している。ぐるぐる巻きの細いロープをほどいてシートを剝がすと、小さな履帯りたいがついた赤と白の農機が姿を現した。私たちのＡＰ‐１だ。思わず安堵の息をつく。

「よかった、無事だった」

「無事って？」

「変な風に変わってたらどうしようって、ちょっと心配だったんだ。ほら、米軍のロボットがグリッチ踏んで化け物みたいになってたじゃない」

　自分が表世界にいる間に裏世界がどうなっているのかなんて想像もつかない。鳥子がこっちに隠していた銃という前例がなければ、貴重なＡＰ‐１を置き去りにしていく気にはならなかっただろう。なにしろ高かったのだ。クレジットカードの限度額をほぼ使い切るくらいには……。

　というわけで、今の私にはお金がない。奨学金の返済も終わっていないし、裏世界から何か持ち帰らないと結構やばいのだった。

　鳥子がＡＰ‐１に歩み寄って、荷台にバッグを置いた。その座席に座ろうとするので声をかける。

「まずブルーシート畳むの手伝ってよ」

「あ、そっか。オーケイ」

　鳥子と二人、シートを持ってバタバタさせてから、端と端を合わせていく。それなりに大きなシートだから畳むだけで一苦労だ。

　鳥子が私と目を合わせて、ふっと笑った。

「なに？」

「こうやって腕を広げてシートを持って、二人で向かい合うじゃない？　ちょっと社交ダンスみたいだなって」

「鳥子踊れるの？」

「踊れるよ！　セカンダリスクールの体育でやったことあるから──あ、えーと、日本だと中学二年くらいのときかな？」

「へー」

「空魚は？」

「小学校で盆踊りかなんかやらされたような気がする」

　どうにも格好が付かないなと思いながら答えると、鳥子は目を輝かせた。

「教えてよ、盆踊り。ソシアルダンス教えるから」

「いや教えるほどちゃんと憶えてないし……」

「音楽かければ思い出すよきっと」

　畳んだブルーシートをロープでまとめて、荷台に収めた。その上から私のリュックサックを積み込む。

　シートに座る前に、まずエンジンをかける。草原に響き渡る駆動音に安心するのと同時に、裏世界に棲息する何かの注目を集めそうな気がして、思わずあたりを見回してしまう。

　色あせた草の海に散らばる、まばらな木立。意味ありげな形をした岩。電線のちぎれた木製の電信柱。遠くに見える崩れかけた建物。

　丘の上に目をやる。この前は、ＡＰ‐１であそこまで上って、東側の沼沢地を見下ろしたのだ──。

「……………………」

「空魚？　どうしたの？」

　鳥子が訝いぶかしげに私の視線を追って、丘の上に目を向けた。

「なんか見えてる？」

　鳥子の横顔を束の間見つめてから、私は首を振った。

「……ううん。どういうコースで行こうか考えてたの」

「神保町のゲートまででいいんだよね？　丘を突っ切るのが最短だと思うけど──」

「この丘の反対側、くねくねが出るじゃん？　対処はできると思うけど、わざわざ気持ち悪い思いしなくていいかなって」

「あー、まあね」

　あのときの吐きそうな感覚を思い出したのか、鳥子が顔をしかめて舌を出した。

「足元も水浸しで、ＡＰ‐１が水の中どれだけ進めるのか不安だし。丘をぐるっと南側に回って、肋戸と出会ったグリッチの草原から行ってみよう」

「あっちは八尺様が出たのに、いいの？」

「よくはないけど、選ばなきゃならないならそっち」

「フーン……」

　鳥子も辺りを見回して言った。

「じゃあさ、どうせなら通ったことないコースにしない？　丘を南じゃなくて北から迂回して行こうよ」

「北かあ」

「問題ある？」

「ＡＰ‐１で通れないような地形だったら嫌だなって思ったんだけど……まあでも、そのときはそのときか」

「よっし、決まり」

　二人でシートに座る。鳥子が左、私が右。間にスペースがあるけど、手を伸ばせば届く程度だ。

「じゃあ出発！」

「おー」

　とかけ声をかけてから、レバーを動かして方向転換する。小さな履帯がけなげに回って、ゆっくりと車体が向きを変える……。

「……今のかけ声、方向転換してから言えばよかったね」

「もう一回言う？」

「それもなんか……」

　ようやく方向転換が終わった。レバーを押し込むと、ＡＰ‐１が前進を始めた。
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　徒歩より遅い、時速三キロの旅。

　のんびり歩くのと同じ速度で、風景が流れていく。

　ゲートを後にしてからの道行きは順調で、地面もまあまあ平坦だ。右側には沼沢地が広がっていて、水面がきらきらと輝いている。局所的に波立っていたり、渦が生じていたりするところは、何かのグリッチがあるのだろう。くねくねを見てしまったら面倒くさいので、あまり遠くに目を凝らさないようにした。

「一応右目で見てるけど、念のため適当にボルト投げといてくれる？」

「オーケイ」

　ずっしり重い釘袋を手渡す。鳥子が袋に手を突っ込んで、中から取り出したボルトやナットを進行方向に放っていく。

　この辺はグリッチの密度が低くて、進むのが楽だな……と思っていたら、放り投げられたボルトが落ちて、その周囲の地面からにょろにょろっと虹色のワラビみたいなものが生えてきた。

「うわっ、なに!?」

「わっかんない……」

　わっかんないのは今に始まったことではない。余計なことを考えないようにして、慎重に迂回する。

「やっぱり油断できないなあ。もうちょっと近付けば右目で見えたとは思うけど、そもそもあんまり近付きたくないし」

「私ももうちょっと真面目に投げる……」

　裏世界の出来事が、私たちの認識と深く関わっているのは間違いない。けど、こういう意味不明な現象に遭遇するたび、それだけではないんだろうな、という印象が強くなる。実話怪談の持つ理不尽さともまたちょっと毛色が違う気がする。それとも、これも裏世界と人間の認識が相互作用して生まれているのだろうか。

　広い草原をよく見れば、決して一様な風景ではない。草に埋もれかけた、墓石のような角張った岩。下から黄色いケーブルのようなものが何本も飛び出している朽ちた段ボール。地面から逆さに生えたモビールのようなものは、人工物か、それともそういう種類の植物だろうか。

　銀色の燐光を見るまでもなく異常さがわかるグリッチもあれば、どう見ても怪しいのに右目にはなんの異常も映らないものもあった。

　遠くに目を転じれば、発電鉄塔が並んでいる。電線にはびっしりと蔦が絡みついて、その上を三角形の何かが行き来しているようだった。昼間でも活動できる裏世界の生き物だろうか。ただの自然現象かもしれないけど、

　ボルトを投げ投げ、真面目な顔で鳥子が言う。

「ね、お弁当どこで食べようか」

「もうそんなこと言ってるの？」

「だって楽しみなんだもん。空魚とお弁当食べるの」

　なんだか最近、鳥子の言動は、知り合ったころよりも子供っぽくなった気がする。気のせいかな。

　ときどき振り返って、後方を確認する。

「どうしたの？　後ろに何かある？」

「ううん。どのくらい来たかなって」

　履帯が草を踏みしだいてできた二本の轍が、ＡＰ‐１の後ろにずっと続いている。空白だらけの地図の上に、私たちの足跡が着々と記されていく……。

「空魚、顔が笑ってるよ」

「え、そう？」

「いつもより緊張してるみたいだけど、嬉しそう」

「あんまり観察しないでよ……」

　そう答えつつも、納得するものがあった。

　ずっとこういうことがしたかったのだ。裏世界を見つけてから、ずっと。

　私以外誰もいない、私だけの未知の草原を、思うままに探検する──。

　怖い目に遭っても裏世界に行き続けることを小桜は不思議がっていたけれど、私の動機は最初から、それこそ鳥子と逢うより前から変わらないのだ。

　鳥子と出逢ったときのもやもやした気持ちを、今でも鮮明に覚えている。あのときは何よりも、〈裏側〉が自分だけの秘密の場所ではなかったことがショックだった。しかも、これからどんな風に探検しようかと胸を高鳴らせていたのに、目の前でその入口がなくなってしまったのだから。

　あの後で鳥子が私を見つけられなかったり、神保町のゲートを教えてもらえなかったとしたら、〈裏側〉を失った私はどうしていただろう。

　八尺様のときに会った肋戸は、失踪した奥さんを探すためにものすごい努力をして、独力で裏世界へのゲートを見つけていたけど、私にあそこまでの根性があるとは思えない。いま私がこうしているのも、鳥子がいてくれたからなのだ。
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　隣でボルトを投げている鳥子を、私はじっと見つめた。

「ん？　なに？」

「いや……なんか、鳥子と逢えてよかったなって思って」

「えー？　どうしたの急に」

　鳥子がへらへら笑う。

　私にもだんだんわかってきたけど、これは照れているのだ。金色の睫毛に縁取られた藍色の瞳の美しさに負けないように、がんばって目をそらさないでいると、ほら、みるみる様子がおかしくなってくる。

「空魚こそ、あんま見ないでよ、恥ずかしいな」

　顔を背ける、その耳が赤い。

　飄々として見えて、こいつは正面から褒められると意外と照れる。それに気付いたのは、あの沖縄で迷い込んだビーチで水着に着替えたときだった。

　一度後ろを振り向いてから、ごくりと唾を飲み込んで、私は口を開いた。

「こ──こうして二人きりでさ、知らない世界を探検できて、私すごく嬉しいの。鳥子が私を選んでくれて、ほんとに感謝してる」

　喋っているうちに調子が出てきて、口からつるつる言葉がこぼれてきた。

「あのとき、この世でいちばん親密な関係って言ってくれたよね。正直最初は、こいつ何言ってんだろって感じだったけど──」

「ちょ、ちょちょちょ、待って、なに？」

　耐えかねたのか、鳥子が目を丸くして私を振り返った。

「どうしたの空魚、今日テンションおかしくない？」

「そ、そうかな。いつもこんな感じじゃない？」

「噓、ぜったい噓。ていうか大丈夫？　なんか、変なもの見ておかしくなっちゃった？」

　心配そうな顔になって、今度は鳥子が私を覗き込んだ。怯ひるんでいる隙をついて右手が伸びてきて、私のほっぺたをつまんだ。そのままむにむにしながら鳥子が言う。

「空魚がおかしくなったらどうすればいいの？　叩いたり引っ張ったりすれば治る？　ねえ──」

「顔を揉むなあっ！」

　振り払った拍子に、座席から落ちそうになった。

「おっと」

　とっさに鳥子が腕を摑んで引っ張り戻してくれる。

「ほらー暴れるから」

「鳥子のせいだよ！」

　私の反応に、鳥子はけらけら笑う。

「よかった、いつもの空魚だ」

「なんでいつも私の顔揉むの。人の変顔そんなに楽しい？」

「んー、空魚が険しい顔してると、元に戻さなきゃって思ってつい」

「そんなに険しい顔してましたか？」

「今はなんか、キリッとしてた」

　は？　おまえの方が何倍もキリッとしてるだろうが……嫌味か？

　微妙な腹立ちを抱えつつ、ちらっと後ろを振り返る。グリッチを回避する以外おおむねまっすぐ延びている履帯の跡が、さっきのやりとりの間だけ、酔っぱらったみたいに左右によれていた。

　そうこうしているうちに、右手側の沼沢地が徐々に浅くなって、ついに途切れた。地面がゆるやかな上り坂になって、前方はまばらな雑木林になっているのが見える。

「もうちょっと行ったら曲がろうか。あとはまっすぐ東に進めば、神保町からのゲートに着けるはず」

　鳥子が挙手して訊いた。

「はーい隊長。お弁当タイムは？」

「ゲートに着いてからでいいんじゃない」

「えー。目的地に着いちゃったら雰囲気でないじゃん。どっか途中で休憩しようよ」

　ＡＰ‐１はゆっくりと、着実に、坂を上っていく。なんだかんだいっても乗り物があると、やっぱり疲れなくていい。行く手の林は見た感じ地面の凹凸も少なくて、このまま木々の間を通って行けそうだ。

「雰囲気ねえ。じゃあこの辺で適当に──ん？」

　木立の先に何か大きなものがあるのに気付いて、私は目をすがめた。

「鳥子、建物じゃない？　あれ」

「あ……ほんとだ」

「それに、この音──」

　耳を澄ますと、重量物が擦れるような低い音が絶え間なく響いているのがわかる。

　顔を見合わせて頷く。鳥子がＡＫを手に取り、薬室を確認してから、ＡＰ‐１の荷台のフレームに銃身を置いて前方への警戒態勢を取った。私もＭ４の弾を確認する。

　改めて前方へＡＰ‐１を進ませると、ほどなく梢に隠れた全貌が見えてきた。

　コンクリートでできた背の高い建物。外壁はぼろぼろで、あちこち苔や草に覆われている。建物のいちばん上は、一階分はゆうにある分厚い円盤状で、その円周上は全面ガラス張りになっていた。

　その円盤がゆっくりと回転している。さっきから聞こえていたズズズ……という低い音は、そこが発生源のようだ。

　ＡＰ‐１を停車して、二人で建物を見上げる。

「空魚、なんだと思う？」

「展望台じゃない？」

　さらっと答えたら、鳥子が目を剝いた。

「なんでわかるの？」

「秋田に寒風山ってとこがあって、小学校の遠足かなんかで行ったんだよね。そこにこんな感じの、回転展望台があったの思い出した」

「回転……確かに、回ってるね。危険そう？」

「ここからはグリッチっぽいのは見えないな」

　様子を見ながら、ＡＰ‐１を建物の方へ近づけていく。

　ぐるりと周囲を見回ると、開け放たれた入口が見つかった。降車して覗き込んでみる。中はがらんどうで、手すりつきの階段が中央の支柱に絡みつくように上へと延びていた。

　エンジンを切って、しばらく様子を窺う。頭上から響いてくる展望台の回転する音以外に、動くものの気配はなかった。

「大丈夫そうだね」

　鳥子がＡＫを下ろして言った。

「上ってみない？　展望台なら周りがよく見えるし、それに──」

「お弁当タイムにもぴったり？」

「ご明察！」

　私が台詞の後半を引き取ると、鳥子は嬉しそうに笑った。どうあってもお弁当を食べたいらしい。
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　裏世界のこういう建築物に足を踏み入れるのは、八尺様のいたビル以来だろうか。ガワはそれっぽいけど中身はスカスカで、実際に使われたことがあるとは思えない。きさらぎ駅や、時空のおっさんのゴーストタウン、沖縄の海の家なんかは、表世界からそのまま裏世界に持ってきたみたいだったけど、この展望台はなんだかディテールが粗雑に思える。〝建物もどき〟とでもいうか。

　それでも階段はコンクリート製でしっかりしていて、踏んでも崩れたりはしなかった。金属の手すりは塗料が色あせて、パリパリに劣化している。手袋で触れると簡単に剝がれて、赤錆びた下地があらわになった。

　何かあったときのことを考えると、銃の扱いに慣れた鳥子に先行してもらった方がいいのかもしれないけど、私の右目がないとその〈何か〉にそもそも気付けない可能性がある。なので、狭い階段で肩を触れあわせて、二人一緒に上っていくことになった。

　ライフルをスリングで背中に回して、マカロフを構えて、そろそろと上のフロアに頭を出す。

「うん、グリッチはなさそう」

「オーケイ。行ってみよう」

　階段から展望室に足を踏み入れる。

　壁全面が窓になっているから、展望室はかなり明るかった。コンクリートが剝き出しの床には小石やガラス片が散乱していて、窓際には金属のベンチが間隔を開けて並んでいる──。

　そこまで見て取ったとき、隣で鳥子の驚いたような声が上がった。

「誰!?」

　はっとして振り返ると、展望室の中央を貫く支柱にぐったりと寄りかかった人影が目に入った。

　飛び上がって銃を向ける。人影は動かない。ぶかぶかした服で全身が覆われている。頭もバイザーつきのヘルメットで隠されて、顔が見えない。どう見てもそれは──。

「……宇宙飛行士？」

　鳥子が訝しげに呟いた。

「い、生きてる？」

「そうは見えないけど」

　鳥子がＡＫに持ち替えて、銃口を近づける。反応はなかった。銃口をバイザーの下に引っかけて持ち上げる。

　中身は空だった。

「抜け殻だ」

　死体とこんにちはすることをなかば予期していたので、安堵に思わず息をついた。

　鳥子が銃口を引くと、元通りバイザーが下りる。

「これも表世界から迷い込んだのかなあ」

「宇宙からってこと？」

「どうだろ」

　上を見ても、天井に穴が開いていたりはしなかった。あるのは蛍光灯のソケットだけだ。

　鳥子がしゃがみ込んで、宇宙服を検分しはじめる。

「なんか字が書いてあるけど……こっちでは読めないんだよなあ」

　言われてみると、確かにあちこちに化けた文字が見える。

「うーん。元が何語かもわかんないや」

「あんまり詳しくないんだけど、少なくとも日本とかアメリカの宇宙服ってこんなんじゃなかった気がする」

　私が言うと、鳥子が首をひねった。

「そもそも宇宙服かなこれ？　なんかの防護服かも」

「防護服って、なんの？」

「ほら、化学兵器とかの」

「あー」

　だらんと脚を投げ出した格好の宇宙服（？）を見ていると、なんだか不安になってきた。

「……中の人どうなったんだろ」

「変なにおいもしないし、着たまま死んだって感じじゃないけどね」

「脱ぎ捨ててどっか行った？」

「羽化して飛び立ったとか」

「何に……？」

　考えてもしょうがない。少なくとも襲ってきたりはしないようなので、放っておいて、他の場所を見ることにした。

　展望室の片隅に回転式のラックが倒れていて、周辺の床には色あせた絵はがきが散乱していた。水彩の風景画やヨーロッパらしい街角の写真、犬や馬など、なんの変哲もない絵はがきの中、たまに見知らぬ家族の集合写真や、証明写真のようなバストアップが交ざっている。銀色の燐光は見えなかったけど、適当に何枚か拾ってジップロックに入れた。少しは財布の足しになるといいけど。

　展望台に相応しく、大きな双眼鏡も設置されていた。コインを入れるタイプだけど、試してみる気にはならない。うっかりアップでくねくねを見てしまったりしたら最悪だ。

　一通り室内をチェックしてから、改めて窓際に寄って外を眺めた。

「見晴らしいいねえ」

「いや、言うほどよくないでしょ」

　鳥子が適当なことを言うので思わず突っ込んでしまった。

　実際この展望台が建っている場所は、たいして平地と変わらない。おかげで景観のほとんどが、周りを取り囲む木の梢で占められている。

　南側に目をやると、沼沢地の近くに、私たちが後にしてきた丘がある。東には今回の目的地の、神保町のゲートに繫がる骨組みビル。北はもう少し行くと山になっていて、密生した樹木が山肌を覆っている。西側にはずっと先に橋のようなものが見えた。

　それにしても、この回転展望台、ずっと回っているけれど……動力源はなんなんだろう。きさらぎ駅でも、電気が通ってないのになぜか点灯している電球があった。銀色の燐光に覆われていないから、グリッチやＵＢアーティファクトではないみたいだけど。

「じゃ、安全そうだし、お弁当にしよっか」

　弾んだ声で言う鳥子を、私は半信半疑で見返した。

「ほんとにここで食べるの？」

「だめなの？」

「だめっていうか……落ち着かなくない？　視線が──」

「視線？　誰の？」

「あ、いや、えっと……」

　振り返ると、展望室の中央に座り込んだ宇宙服（ということにしておく）の抜け殻に目が留まった。バイザーの鏡面が私たち二人を反射している。

「ああ、なるほど……オーケイ、じゃあ、こうしよ」

　鳥子が踵きびすを返して、宇宙服に歩み寄った。屈み込んで両脇を摑むと、こっちにずるずる引きずってくる。

「えっなに？　ど、どうするのそれ」

「見られてると思うから落ち着かないんだよ。こうやって座らせてあげれば──」

　私が呆気にとられていると、鳥子は窓に面したベンチのひとつに宇宙服を座らせてしまった。隣にドカッと腰を下ろすと、空っぽの宇宙服の肩に腕を回してサムズアップ。

「ほら、どう？　これで展望台から外を眺めてくつろいでいる人にしか見えないでしょ」

　満足げに言う鳥子をしばらく見つめて、私はかぶりを振った。

「鳥子って、ときどきほんとにイカれてると思うよ」
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　宇宙服の隣のベンチに二人で座って、リュックから出したお弁当を広げた。

　鳥子は小さいバスケットに入れたサンドイッチ。カラフルな紙ナプキンが敷かれていて、見た目もきれいだ。鳥子が一つ一つ指さしながら、サンドイッチの中身を解説していく。

「これがハムとチーズとキュウリ、これがクリームチーズ。これはピーナッツバターとイチゴジャム。これはヌテラ。あとこれ」

　二つのタッパーを開けると、それぞれチキンサラダとカットフルーツが入っていた。

「また小じゃれたもの持ってきて」

「なーにが？　別に普通だよ。空魚は何持ってきたの？　早く見せて」

「ああもう、わかったから」

　私が自分のタッパーの蓋を開けるのを、鳥子は鼻息荒く見つめている。尻尾があったらぶんぶん振ってそうだ。

「そんな期待するようなものじゃないと思うけど……」

　たらこのおにぎり、鶏の唐揚げ、枝豆とひじきのサラダ、ほうれん草の白和え、あんかけ肉団子。タッパーの中を目にした鳥子が歓声を上げた。

「すごい、ちゃんとお弁当だ！　自分で作ったの？」

「……冷凍。とレトルトと、スーパーのお総菜」

「このおにぎりは？」

「それだけ自作」

「だと思った！　なんか空魚っぽいもん」

　は？　どこが？

　戸惑う私に構わず、鳥子はニコニコしながら荷物から水筒を引っ張り出してきた。

「コーヒー持ってきたの。飲むでしょ」

「あ、うん。嬉しい」

　紙コップにコーヒーが注がれると、なじみ深い香りが湯気と一緒に立ち昇った。

　そういえば私は飲み物まで気が回らなかった。飲料水だけでも結構重いから、余計な荷物を増やしたくないと思っていたのだけれど、ＡＰ‐１があるんだから今後はもう少し考えてもいいかもしれない。

「いただきまーす」

　私が持ってきたプラスチックの皿と割り箸で、お互いのお弁当を分け合って食べ始める。

「おにぎりおいしいよ、空魚」

「誰が作ってもたいして変わらないと思うけど、ありがと」

「そんなことないって。ちゃんと空魚の味がする」

「ラップで握ったからね？」

「え、そういうもの？　私サンドイッチ作るのにラップなんか使わなかった」

「いやまあ……サンドイッチはいいんじゃない？」

　透けている手でパンを切ったり具を挟んだりしているのを想像するとちょっと面白い。小桜が見たら、素手でやるなとか文句を言いそうだけど。

　冷凍食品の唐揚げや、レトルトの肉団子も、鳥子はおいしいおいしいと言って食べてくれた。私の腕ではなく、食品会社の商品開発努力の賜物だと思う。

「あ、そうだ」

　鳥子が箸を置くと、新しい紙コップにコーヒーを少しだけ注いで腰を上げた。隣のベンチに行って、外を眺めている宇宙服のそばにコップを置く。

「お裾分け？」

「うん。なんかこっちだけ食べてるの悪い気がしてきて」

「じゃあ私も」

　紙コップをもう一つ取って、白和えをちょっと入れて立ち上がった。コーヒーの隣に置いて、余った割り箸も一膳。

「なんかお供えみたいになっちゃったかな」

「御利益あるかもよ」

　元のベンチに戻りながら、窓の外を眺める。回転しているから、ゆっくりと外の情景が移り変わっていく。眼下に密生した木々の梢は濃い緑。穏やかな午後の日差しが、窓際の床に格子状の影を投げかけている。

　──あれ？

　何かが引っかかった気がしたのだけれど、うまく言語化できなかった。

「ねえ、一個残ってる唐揚げもらっちゃうよ？」

　先に座り直した鳥子が言った。

「あ、うん。じゃあそのサンドイッチちょうだい。ピーナッツバターとジャムのサンドって、甘ったるいのかと思ったら意外とそうでもないんだね」

「ピーナッツバターには甘いのと甘くないのと二種類あるんだよ。私これ子供のころから好きなんだよね」

「ふーん。初めて食べたけど、おいしい」

「よかった。また作るね」

　もともとそんなに量があったわけでもないから、二人でかかると食べ終わるのはすぐだった。

「満足した、鳥子？」

「うん。まだ入るけど」

「スープの素でも持ってくればよかったかな」

「いいね！　コンロ持ってくればお湯も沸かせるし」

「そしたらカップラーメンも作れるんじゃない？」

「次は料理に挑戦だね」

　キャンプの相談でもしているような気分になってくるけど、私たちがいるのはそこらの公園ではなく、裏世界だ。小桜の言うとおり、こうしてのんびりピクニックみたいなことをしてるのは、いまさらながらだいぶ頭がおかしい。

「空魚、コーヒーもう一杯いる？」

「あ、うん。そういえば、この前の中華粥のお店で買った月餅があるの思い出した。ちょうどいいから二人で分けよ」

「空魚ちゃん最高！」

「でしょ」

　食べ終わったタッパーやバスケットを片付けてから、月餅を二つに割って、コーヒーと一緒にちまちま囓りながら、ベンチに座ってほへーと外を眺める。

　少し弛緩した気分で、私は訊いた。

「ねえ鳥子、なんでそんなにお弁当食べたかったの？」

「んー？　楽しそうだったから」

「まあ確かに楽しかったよ。でも鳥子、沖縄でビーチに行ったときもそうだったけどさ、なんかときどきムキになるよね。裏世界でやるようなことじゃないことをやりたがるのは、私じゃなくて鳥子の方」

「そうかな」

「そうだよ」

　鳥子はしばらく黙ってから、ぽつりと言った。

「なんか、悔しくてさ」

「何が？」

「冴月に連れられて裏世界に来たときは、正直まだよくわかってなかったんだ。この場所がどれだけ怖いところか。どんなに異常な場所か。私たち以外に何がいるのか。だから、知らない世界を見せられて、これからどうしようか単純にわくわくしてたんだけど──何にもしないうちに、冴月がいなくなっちゃった」

　鳥子が目を伏せて続けた。

「それがずっと悔しくて。空魚と遊ぶようになってからは、我慢しないことにしたの。二人でやりたいこと全部やってやろうって思ったんだ。だからちょっと強引かも。ごめんね」

「ううん」

　私は首を横に振る。

「悔しいのわかるよ。私はちょっと違うけど……なんかのプレッシャーがあるときって、絶対、受けに回ったら駄目なんだよ」

「どういうこと？」

「ほら前に言ったじゃん？　私の実家さ、家族が変なカルトにはまっちゃって終わってたからさ。あ、お母さんは死んじゃってたから、家族っていってもお母さん以外だけどね。なんか儀式のために拉致られかけたり、学校とかにも迷惑かかったりして──」

　話すうちに、鳥子の顔がみるみる曇っていく。

「あれ？　この話してなかったっけ？」

　ふるふると鳥子が首を横に振った。

「そっか、まあ別にわざわざ言うほどのことでもないんだけど、とにかくだんだん腹が立ってきてさ。なんでこいつらに人生振り回されなきゃならないんだろうって。だから私、被害者をやめることにしたの」

「……どういうこと」

「カルトから逃げるにしても、戦うにしても、自分のことをかわいそうな被害者だと思っている限り、私はあいつらに人生を支配され続ける。だから、考えを改めたの。あいつらは私の人生になんの関係もない。私の主導権は私だけのものだって。それを邪魔してくるなら、単純に、全部壊してやるだけだって」

「それで……どうなったの？」

「結局拍子抜けなんだけど、私が何かする前にみんな死んじゃって、カルト全滅しちゃった。結果オーライって感じかな」

「…………」

　自分で言いながら、ひとつ腑に落ちた気がした。

　被害者をやめるのは、その気になれば可能だった。

　でも被害者じゃないなら、自分はなんなんだろう、という疑問に答えは出なかった。

　加害者になるつもりはない。誰かを傷つけたいわけじゃない。

　別に被害者と加害者は対立概念ではないけれど、なんだかその二つの間で、自分自身が宙ぶらりんになった気がしていたのだ。

　そこに鳥子が現れて、あの言葉を投げかけてくれた。

　──共犯者。

　最初はピンと来なかったその概念が、大事なものになったのはいつからだろう。

　あの一言で、鳥子は私に、新しい居場所を与えてくれたのだ。

　その鳥子がずっと黙っているのに気付いて、私は慌てる。

「あっ、ごめんね、つまんない話で。つまり何が言いたいかというと──」

　言葉の途中で、鳥子にいきなり抱きしめられた。

「ぐえ」

「…………」

「と、鳥子さん？　苦しいんだけど。どうしたの？」

「ごめんね。全然知らなかった」

「いや……そりゃ知らないでしょ、話してないなら」

　そういえば前に話したのは小桜が相手だったっけ。小桜は鳥子に言わなかったんだな。

　鳥子は私をハグしたまま離れようとしない。なんだかショックを与えてしまったみたいだ。髪から漂うシャンプーの香りと、鳥子自身の甘い匂いを吸い込むと、なんだか落ち着いてくる。

　それにしても、何がそんなにショックだったんだろう。

　背中をポンポンしながら、窓の外に視線を移す。赤い夕焼けが、回転展望台の窓をゆっくりと横切っていく。

「……ん？」

　一瞬遅れて気付いた。

「とっ、鳥子！　やばいかも」

「え？」

「日が落ちてる！」

　鳥子がハグを解いて振り返り、目を丸くした。

「うそ！　まだそんな時間じゃないはず」

「すぐ出よう。暗くなる前にゲートに着かなきゃ！」

　慌てて荷物をまとめて、私たちは階段を駆け下りた。

　開け放たれた入口から、外に走り出る。

「えっ……!?」

　思わず声が出てしまった。

　建物のすぐ前に駐めていたはずのＡＰ‐１が消えている。

　私たちが呆然と立ち尽くす間にも、頭上に重なり合う木々の枝越しに見える空は急速に暗くなっていく。

　夜が来る。恐るべき裏世界の夜が。
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「空魚、ごめん、時間が経ってるのぜんぜん気付かなかった」

「いや……こんなに早く夜になるはずないよ。展望台の中調べて、ご飯食べて、全部合わせてもせいぜい一時間程度でしょ」

　今まで表と裏の時間経過には差がないと思っていたけど、間違いだったのだろうか。

　林の中は、もうほとんど先が見えないくらい暗くなっている。風が出てきて、頭上で梢がざわざわと揺れている。

　リュックからライトを取り出して点灯する。円錐状の光芒が、木々と下草を舐めていく。

「ねえ鳥子、この辺こんなに木が生えてたっけ？」

「私も変だなって思った。来たときはもっとすっきりした林だったよ。これだけ木があったらＡＰ‐１通れないもん」

　言いながらはっとしたように、鳥子がＡＫを構えた。

「待って、じゃあ、この木が化け物ってこと？　こっそり近付いてきたとか？」

　私は右目に意識を集中して周囲をぐるりと見回した。

「……違うみたい。どれも普通の木だ。ブナだかカシだか知らないけど」

「それなら、なんで来たときと様子が変わってるんだろう」

　ライトを下に向けて、地面に光を当てる。草の上に残されていたはずの履帯の痕跡が見あたらない。代わりに、木立の一部が途切れて、真っ暗な山道が現れていた。

「これ、そもそも出た場所が違う……？」

「建物の出入り口は一つだけだったよね？」

「うん、でも……」

　私は背後の建物を振り返った。真っ暗な入口を睨みつけてから視線を上げると、円形の展望室が重々しい音を立てて回転している。

「この展望台、回っていくうちに、出る場所が変わるのかも。場所というか、状態？　相？　みたいなものが」

「よくわからないんだけど」

「前に──鳥子が私を置いて一人で出かけたとき、グリッチの上で、裏世界の相が変わっていくところを見たんだ。ゴーストタウンの中にいる何かが、おっさんに見えたり、植物に見えたり。私たちがあの展望室の中にいる間に、それと同じことが起こって、周りの森が深くなったり、時間が進んで夜になったりしたのかもしれない」

「その、相？　を、この展望台が……エレベーターみたいに移動してるってこと？」

「さっき上で外見てて、一瞬あれって思ったんだよね。最初よりも森が深くなってる気がして。あのときに気付いてればまだ──」

「しっ」

　鳥子が声を潜めて私を遮った。

「何か聞こえた」

「…………！」

　鳥子にならって、私もライフルを握った。口をつぐんで耳を澄ます。

　本当だ。とぎれとぎれの声が聞こえてくる。大きな袋から空気が漏れる音のようにも思えるそれは、こう言っているようだった。




「テン・・・ソウ・・・メツ」




　ぺたっ、ぺたっ、と柔らかいものを叩きつけるような音を立てながら、何かの気配が山道を下りてくる。

「テン・・・ソウ・・・メツ・・・テン・・・ソウ・・・メツ・・・」

　何度も何度も、そう繰り返しながら。

　特徴的なフレーズを聞いた瞬間から、私にはもう、そいつが何者かわかってしまった。

「……ヤマノケだ」

　山道の方にＭ４の銃口を向けて、安全装置を外す。ライトを持ったまま左手でフォアグリップを握るのに、少し手間取った。同じ動作をしながら、鳥子が訊ねる。

「ヤマノケ？　どういう奴？」

「簡単に言うと、女に取り憑く化け物」

「また……？　コトリバコといい、女を狙ってくる奴多くない？」

　ヤマノケは、娘を助手席に乗せて車でドライブしていた男が、山道で遭遇した怪異だ。「テンソウメツ」と謎の言葉を繰り返しながら近付いてきたそいつは、娘に取り憑いて消える。正気を失った娘を救おうと、父親は車で山を下り、近くの寺に駆け込む。

　だけど──。

「テン・・・ソウ・・・メツ」

　声が近付いてきて、声の主が山道の入口に姿を現した。

　ライトの光の中に、白いのっぺりした体が浮かび上がった。人の体に似てるけど、頭がない。代わりに大きな人の顔が、胸のあたりについている。一本だけの脚で、山道をぺたぺた跳ねてきたようだ。

「うーわ」

　鳥子が辟易したように呟いた。胸の顔に浮かんだニタニタした笑みは、一目で嫌悪感を呼び起こす類のものだった。

　人間は、人間のパーツを持ちながらも、配置がおかしかったり、欠損・重複しているものに恐怖をおぼえる。たとえば中国の『山海経せんがいきよう』に出てくる刑天。プリニウスの『博物誌』に描かれた、首なし族ブレムミュアエ、一本脚族スキアポデスといった化外けがいの民。ヤマノケもそうした異形の系列に連なるものと言えるかもしれない。

　ヤマノケが立ち止まった。その目がぎょろりと私に向けられる。

「テングリ・・・ソウギ・・・メツツキ」

　そう言って、次は鳥子に視線を向けた。

「テンロウ・・・ソウリョウ・・・メツギモノ」

　なんだ？　何を言って……？

　戸惑った一瞬の隙を突くように、ヤマノケが急に動いた。

　一本脚ででたらめに飛び跳ねて、かんしゃくを起こしたみたいに両腕を振り回し、身体全体をねじり震わせながら、恐ろしい勢いで私たちの方へ向かってくる。

　私も鳥子も、思わず竦すくみ上がった。ものすごく気持ち悪い動きだった。これまでも裏世界でいろいろなものに出くわしてきたけど、動き方そのものが怖いというのは初めてだった。脚のめちゃめちゃ多い虫が殺虫剤を喰らってのたうち回っているみたいな。仮にも人体のパーツを持つものがしちゃいけない動き方だ。

　あまりの気持ち悪さに圧倒されている間に、ヤマノケがすぐ目の前に迫っていた。異様な動きがぴたりと止まる。元々見るに堪えなかった顔がさらにニイッと笑うのを目にして、私はこらえきれなくなった。

「うわああっ！」

　叫びながら引き金を引いた。Ｍ４の銃口炎が暗闇に閃いて、周囲の木々を束の間赤く染める。その瞬間、白い身体がかき消すように消え去った。同時に、何か弾力のある柔らかいものにぶつかったみたいな、異様な衝撃が全身を走り抜けた。

　薬莢が地面に落ちる。硝煙のにおいが鼻をくすぐる。

　ヤマノケの姿はどこにもなかった。

　鳥子、大丈夫だった？　そう言おうとした私の口から出た言葉は、こうだった。

「──はいれた」

「え？」

　鳥子がこっちを見て、怪訝そうな顔になる。

「なんて言った？」

「はいれた。はいれた。はいれた」

　──ああ、くそ。やられた。

　ヤマノケに、取り憑かれた。

　鳥子にそれを伝えようと思ったのに、口が勝手に「はいれた」を繰り返す。

　ひどく酔っぱらったときのように、思考に霞がかかっている。視界が狭まるみたいに、自分の存在が、端の方からフェイドアウトしていく。

　同時に、新しい感覚が割り込んできた。目の前の鳥子の身体が、歪んでいく。手足のバランスがおかしくなって、胴体がねじれて、顔のパーツが認識できなくなっていく。視線を落とすと、自分の手も脚もめちゃめちゃにねじれて、どこからどこまでが私なのかみるみるわからなくなっていく。

　手らしき部分の先端が分かれて、ぼとりと地面に落ちた。身体がちぎれてしまったことにショックを受けて、私は悲鳴を上げた。

「はいれたはいれたはいれたはいれたはいれた」

「空魚！　どうしたの!?」

　柔らかくて大きくて、うねうねした金色のものが私を抱きしめた。

「しっかりして、空魚」

　その声と香りに引っ張られるように、今にも狂気に溺れそうだった意識が浮かび上がってくる。鳥子にすがりついて、私は必死で口を動かした。

「てが。てがとれちゃった」

「手？　違うよ、銃を落としただけだよ」

　よく見ると、地面に転がっているのは私の手ではなく、Ｍ４とライトだった。

「大丈夫？　入れたって何？」

「と、とりつかれた──やまのけに！」

　小桜と一緒に沼沢地を横断したとき、私は一瞬、くねくねの視点から自分自身を見たことがある。あのときのように、今度はヤマノケの視点が私の認識に入り込んでいる。状況はあれよりもっと悪い。ヤマノケは、もう私の中にいるのだ。

　右目で捉えて、銃で撃つ。それが私たちの、裏世界の化け物を倒す方法だ。中に入られてしまっては、それができない。

「オーケイ、どうすればいい？」

　鳥子の問いに考える。自分の中のヤマノケを見る……自分を見るには……、

「う、うえ」

「え？」

「もどる、うえ、もどる」

　私は展望台の方へと引き返そうとする。自分の足の置き場所に確信が持てず、倒れそうになった。

「上に連れていけばいいのね？　銃渡すよ、持てる？」

　頷いたつもりだけど、うまくできたか自信がない。

　ぐいっと引っ張られて、身体の感覚が断片的に戻る。鳥子が私に肩を貸して、なかば引きずるように、建物の中に連れて行く。

　戸口をくぐったところで立ち止まった。

　さっきと内装が違う。殺風景なコンクリートの空間だったはずが、床一面に畳が敷かれて、周囲の壁はすべて障子。装飾された鴨居の向こうには、別の部屋があるみたいだ。和風建築の中央に、真っ赤な柱を背にして、異様なものが立っていた。卒塔婆や位牌、蠟燭立てとかおりんとか、仏具がうずたかく積み上げられた高さ三メートル以上あるオブジェだ。てっぺんには古ぼけた木魚もくぎよが載っている。そのオブジェがいきなり怒鳴った。

「何をやった！」

　鳥子が呆然とした口調で呟く。

「お、和尚さん……？」

　──鳥子にはそう見えているのか。

　おぼろげに理解が追いついてくる。

　ヤマノケの体験談では、取り憑かれた娘をなんとか助けようと寺に駆け込んだ父親に、そこの住職が開口一番叫ぶのだ。「何をやった！」と。

　恐怖に遭遇した語り手を、祖父、住職、神主といった、「事情がわかっている年長者」が理不尽に叱りつける。おまえは取り返しの付かないことをした、と言ってさらに怯えさせるのだ。これも怪異のテンプレートだ。鳥子には坊さんに見えているみたいだけど、今の私にはがらくたの山にしか見えない。右目に意識を集中しているわけでもないのに、なんでだろう？

　──そうか。わかった。

　さっきから私は、人間の形を人間として認識できなくなってきている。私の中に入ったヤマノケは、脳の人体に対する認識を狂わせているんだ。きさらぎ駅で出くわした、シミュラクラ現象で身体の模様を人の顔として誤認させる怪物たちの逆。

　きっと人間のＯＳには、顔認識機能と同じように、人の形を人として認識するための、体型認識機能が組み込まれていて、ヤマノケはそれを攻撃している。だから自分の身体だけでなく、鳥子の身体も歪んで見えるんだ。

　だからこの「住職」も、今の私にはまったく人間には見えず、ただのオブジェとしか認識できないのだろう。

　手のひらの感触に意識を向ける。どうやら私はまだＭ４のグリップを握ったままだ。片手で持ち上げようとすると、身体のバランスを崩しそうなほど重く感じられた。なんとか銃口をオブジェに向けると、私は引き金を引いた。

　弾丸を吐き出しながら、銃身が跳ね上がった。弾を受けたオブジェがばらばらになって、派手な音を立てて畳の上に散乱する。

「……人じゃ、ないんだよね？」

　硬い声で訊く鳥子。答える余裕がなかったので、私はただ、ぶんぶんと首を振った。こんな場所にまともな人間がいるわけないじゃないか。

　鳥子に支えられて、螺旋階段を上る。自分も、鳥子も、人体を粘土細工みたいに弄もてあそんだようにぐにゃぐにゃに見える。気を抜くと周囲の壁や階段の手すり、自分の服や装備との区別が付かなくなる。

　展望室へどうにか這い上がって、床にへたり込んだ。

　顔を上げて、窓に目をやる。ガラスに映った自分の姿を見ようとする。ライトの乏しい光量に照らされて、うねうねした気持ち悪い塊が床の上でのたうっている……これが私か。

　人間の形を取り戻そうと、右目で窓に映った鏡像を捉えて、愕然とした。

　だめだ。いくら右目で自分を見つめても、まったく変わらない。

　ＯＳの方を──脳の人体認識機能を乗っ取られていてはどうしようもないということか。

　湧き上がる恐怖に押しつぶされそうになって、ぎゅっと瞼を閉じる。

　ヤマノケは人に取り憑く。取り憑かれたらどうなるか、私の読んだ体験談には何も書かれていなかったけれど、今となっては想像が付いてしまう。

　なくなってしまうのだ。私という存在が。どこからどこまでが自分の身体か、完全にわからなくなってしまったら、もう私は、私であることを保てなくなる──。

　溶ける。なくなる。肌が消えて、体がぐずぐずに崩壊していく。ただ恐怖だけを残して、すべてが濁流のような狂気の中に呑み込まれる。

　と──不意に意識が浮き上がった。温かく、柔かい何かが私の表面に触れている。周囲の床や空間との間に境界線を引くみたいに、私の形をなぞっていく。

　その感覚にしがみついた。だんだん、手足の感覚が、斑状に戻ってくる。ジグソーパズルのように少しずつ、私の形が戻ってくるのがわかる。

　身体を撫でている、これは……鳥子の手だ。

「空魚、わかる？　そう、ゆっくり息をして。私の声が聞こえる？」

　落ち着いた声で、鳥子が囁きかけてくる。

「と、とり、こ」

「うん。大丈夫だからね。焦らなくていいから」

　私を触っているのは、鳥子の左手だった。手袋を外した透き通った手が、私の頭を撫でて、顔に触れて、首筋から腕へと、マッサージするように下りていく。左手が触れた場所が、徐々に人の形を取り戻していく。

「鳥子、何を──どうやって？」

「空魚が右目でいつもやっているようなことを、私もできるんじゃないかと思って」

　そう言いながら、左手だけでなく、両手を使って私の背中をなで下ろす。そこで動きが止まった。手のひらで探るように、私の背中をあちこち触っている。

「何かある……」

　集中しているのか、鳥子が低い声で呟いた。

「ちょっと失礼」

　言うが速いか、いきなり服をべろんとめくって背中を剝き出しにされた。

「うおっほうぅ!?」

「ごめんね、少し触る」

　おっさんみたいな声を上げてしまった私の動揺にも構わず、鳥子の左手が、私の背中の皮膚を撫でていく。冷たい──。そういえば、この左手に直接触れられたことはほとんどなかった。手袋を着けていることが多いのもあるだろうけど、鳥子は鳥子でなにかと気を遣ってくれていたのかもしれない。

　背中を探る左手が、ぴたりと止まった。

「こいつだ」

「え」

　反応する前に、背中に衝撃が走って私はのけぞった。

「ちょおっ!?」

　びたん！　また衝撃。鳥子が私の背中を平手で叩いている。

「いった！　痛いって！」

「我慢して」

　ひりひりする背中に容赦なく平手打ちが降り注ぐ。

「こいつ……しぶとい……」

「何するっ、ぎゃっ、やっ、やめっ」

　悲鳴を上げる私に構わず、鳥子はべちべち叩き続ける。

　叩き方が本気だった。思い切り振りかぶって打ち下ろされる手に、声を抑えられない。なのにいくら叫んでも鳥子はやめてくれなかった。こいつ楽しくなってきてないか？　完全に涙目の私がそう疑い始めたとき、鳥子がハァハァ息を切らしながら叫んだ。

「これで……どうだあっ」

　ばちーん！　今まででいちばん痛い平手打ちが背中の真ん中に炸裂した。衝撃に息が詰まって、咳き込んだ拍子に、口から何かが飛び出した。

　コンクリートにべちゃっと落ちたのは、白っぽいナメクジのような生き物だった。先が熊手のように分かれた二本の腕のような突起を持ち、尻尾と思われる方は巻き貝の中身みたいにねじれている。

「それ！　空魚の中にいたの、それだよ！」

　鳥子が叫ぶ。

　こいつか……!!

　私は涙で滲む右目で白ナメクジを捉えて、銃を手探りして……。

　と思ったら、鳥子の靴が私の目の前でナメクジを踏みつぶした。

「え……」

「あっ。つい……」

　鳥子がそっと靴を持ち上げると、ナメクジは床の上で潰れてぴくぴく痙攣していた。

　手足の感覚が戻っている。めくり上げられた服を整えて、私はどうにか立ち上がる。スンと鼻をすすって、涙をぬぐって、ようやく口が利けるようになった。

「はー……ありがとう、鳥子」

「うまくいってよかったよ」

　左手をぷらぷら振りながら鳥子が答えた。

　背中が一面ひりひり痛い。これ鏡見たら、きっと真っ赤な手形だらけだぞ。

　荷物の中からマッチを取り出しながら、私は鳥子に訊ねた。

「なんか燃料っぽいものある？」
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　手頃な燃料がなかったので、その辺に落ちていた絵はがきを焚き付けに使った。乾燥した紙を細く裂いて火を付ける。小さな焚き火で炙られたナメクジが、キューッと縮まっていく。黒焦げになるまで見届けてから火を消して、焚き火ごともう一度念入りに踏みつぶした。

　その間も、回転展望台はゆっくりと回り続ける。次第に窓の外が白んできて、ふたたび昼間が訪れた。

「あっ、空魚！　出てきた出てきた」

　展望室の反対側で見張っていた私は、鳥子の声に急いで駆け寄った。

　眼下にあるのは、まぎれもなく私たちのＡＰ‐１だ。

「なんかすごい変な感じで現れたよ。うにょ～んって」

　餅でも伸ばすみたいな手つきで鳥子が言った。私はため息をついて脱力する。

「よかった……！　私と鳥子がいれば、どっかからゲートを見つけて帰れたかもしれないけど──」

「ＡＰ‐１は替えがないからねえ」

　リュックを持ち上げて、鳥子が歩き出した。

「行こ。早くしないと、またはぐれちゃう」

　私も自分の荷物を担いだ。

　急ぎ足で階段を下りる。展望室下の空間には、仏具の影も形もない。がらんとした建物から日の光の下に出て、ＡＰ‐１に駆け寄った。

　エンジンをかけて、シートに飛び乗る。

「さっさと逃げよう、こんなとこ」

「わかってる」

　全速力でＡＰ‐１が走り出す。

　……時速三キロで。

　来たときと同じように木の間隔がまばらになった林を、東に向かって進んでいく。

「……ねえ、空魚」

「はい」

「この車、足場が悪いとこも走れていいんだけど、んー……もうちょっとこう……パワーアップとか、できないかな？」

「……できるといいね」

　のんびり歩くのと同じくらいの速度で、回転展望台が遠くなる。最後に振り返ると、窓際に腰掛けた宇宙服のバイザーが、裏世界の陽光を反射して輝いているのが見えた。




　その後は平穏だった。ゆっくりながらも、無事目的地の骨組みビルにたどり着いて、一階のスペースにＡＰ‐１を駐めた。

　十階分の梯子を登って（毎度ながらこれだけでけっこうな運動量だと思う）、屋上に立つ。フェンスに寄りかかって周りを眺める。ここに来るのも久しぶりだ。

　アナログ時計の針は十六時少し前を指している。裏世界では文字盤が読めないけど、針の位置を見ればいいから時計も使えるのだ。

「鳥子、私の時計、あの展望台に入ってから四時間くらいしか経ってないんだけど」

「私もそう。一晩あそこで過ごした気分だった」

「やっぱりあの建物自体、なんかおかしかったんだろうね」

　ということは、その気になれば、裏世界の異なる相に移動するための手段としてあそこを活用することも可能なのかもしれない。

「もしかして、冴月がいなくなったのって、ああいう風にちょっとずれた場所に行っちゃったからなのかなあ」

　鳥子がぽつりと呟いたのを、私は聞かなかったことにした。

「とりあえず、今日は帰ろう。第一目標は達成したし、病み上がりにしちゃ上等でしょ」

「……そうだね」

　私が促すと、鳥子は素直にフェンスを離れた。

　銃を荷物に隠して、身支度を調える。

　下へのボタンを押して、エレベーターが来るのを待つ。

「……火が必要だと思った」

　私が言うと、鳥子がきょとんと見返してきた。

「なんの話？」

「本格的に探検するなら、私たちサバイバル技術が足りなすぎる。さっきすぐに火を起こせなかったの、ちょっとショックだった」

「そうだね。私も鈍ってた。ちょっとは習ったはずなのに」

「とりあえずの目標は……裏世界で夜を越すことかな。そうしないと遠出もできない。不可能じゃないはずなんだ。肋戸のおっさんは、何十日も裏世界に留まってた」

「うん。できると思う」

　真剣な顔で頷く鳥子。

「鳥子はサバイバル技術習ったことあるの？」

「だいぶ昔ね。家族でキャンプに行ったついで程度だけど」

「ってことは、カナダ軍にいたっていうお母さんに？」

「ううん、それはママ」

　鳥子が首を横に振った。

「ん？」

「私ね、ママとお母さんがいたの」

「はい？」

　意味がわからず、私は目をぱちくりさせて聞き返す。

「えーと？　お父さんが再婚したってこと？」

「違う。ママとお母さんだけしかいなかったの」

　鳥子はじっと私の目を見つめている。反応を観察しているみたいだ。

　わからん。

「んー？　確か、軍人さんだったのがお母さんで？」

「それはママの方」

「お母さんは？」

「軍人じゃない方」

　なんだそれ。

　ママと、お母さんがいて？　お父さんがいなくて、鳥子がいて？

　困惑していると、エレベーターがチンといってドアが開いた。

「来た来た」

　引き続き目をぱちくりさせながら、鳥子に続いてエレベーターに乗る。言葉の真意を知ろうと澄ました横顔を見つめていると、鳥子が私を見返して、ふっと笑った。

「やっとまっすぐこっち見たね、空魚」

「え、どういうこと？」

「なんか今日、裏世界に入ってから、どっかよそを見てることが多かったから。なかなか目を合わせてくれなくて、ちょっと気になってた」

「……気のせいじゃない？」

　私は鳥子から目をそらして、閉まるドアに目を向ける。

「ほらまた、そうやって別の方見る」

「うるさいな。いつもこんなもんだって」

　──鋭いやつ、と思いながら、私は答える。

　そうしてドアが閉じて、私の視界から、屋上に立つ閏間冴月の姿は断ち切られた。




　今回の探検、私たちは最初から最後まで、閏間冴月につきまとわれていた。

　小桜屋敷のゲートから裏世界に入ったとき、丘の上に現れたのが最初だった。いきなりのことに凍り付いたけど、鳥子にはまったく見えていないことがわかって気を取り直すことができた。

　裏世界深部で遭遇した際のような、ものすごいプレッシャーが感じられない、希薄な気配だったというのもあった。私には一瞥もくれず、ずっと鳥子に視線を向けていて、静止画のように身じろぎもしないので、ホログラムみたいなものだと私は判断した。黙っていれば鳥子にはバレない。だからとりあえず無視して移動したのだけれど、何を仕掛けるでもなくついてきたのにはまいってしまった。

　次に裏世界に来るときも、また出てくるだろうか。

　もしかして、エレベーターが一階に着いたとき、そこに立っていたりはしないだろうか。

　そして、えーと……鳥子の家族構成が、なんだって？

　もう一度鳥子を見ると、なんだかへらへら笑っている。

　心が千々に乱れた私を乗せたまま、エレベーターは裏世界から表世界へと下っていった。
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「だいぶ伸びたよね、空魚そらを」

　池袋発飯能はんのう行きの西武線準急が走り出して間もなく、隣に座った鳥子とりこが言った。

「何が？　身長？」

「髪」

　鳥子が右手で頭を触ろうとするので、私は避けながら答えた。

「しばらく切ってないからね。最後に切ったの、鳥子と知り合う前だったと思う」

「半年くらい？」

「かなあ。そろそろ鬱陶うつとうしいかな。切った方がいい？」

「今のままでもいいと思うよ」

「ほんと？」

「空魚の髪黒くてサラサラだし、ロングヘアもきっとかわいい」

　自分の容姿に自信がある方ではないけど、鳥子にそう言われるとまんざらでもない。

「じゃ、じゃあちょっと伸ばしてみようかな」

「うん、絶対似合うと思う」

　鳥子が嬉しそうに頷く。

　とはいえ正直なところ、鳥子に外見を褒ほめられると、複雑な想いが頭をよぎることもある。並んでいるとこいつの方がきれいだということは、誰が見たって明らかだ。鳥子も自分が美人だということは充分わかっているみたいだし。

　でも臆面おくめんもなく、さらっと褒めてくるんだよな……。

　そう思いながら横目で見ていたら、視線に気付いて鳥子が目を合わせてきた。

「なあに？」

「別に」

　私は目をそらす。知り合って何ヶ月も経たつけど、全然慣れない。「美人は三日で慣れる」とか噓。本当の美人を知らない奴が言ってるだけだ。今日の鳥子はホワイトのＶネックに薄い色のデニム、グレーのアウター、足元はスニーカー。シンプルなのに鳥子が着ると華があってずるいと思う。私はストライプのトレーナーにグリーンのカーディガン、ネイビーパンツにスニーカーだ。

　ヤマノケと遭遇してからひと月が経った。その間に、私たちは三度裏世界に潜っていた。

　小桜こざくら屋敷のゲートから神保町のゲートまで、私たちはＡＰ‐１で移動しながら、大量に買い込んだ園芸用のポールを立てていった。ポールの先端には目印として蛍光テープを巻いた。とりあえずはこれで、グリッチがない安全なルートが確保できたことになる。私たちが作り上げた街道だ。

「でもこれ、グリッチが移動したり、新しく発生したりする可能性はあるよね？」

　……という鳥子の疑問はもっともだったけど、私はどうしても、この道が作りたかった。可能ならレンガでも敷きたいくらいだ。裏世界を見つけてからずっとやりたかった探検と遠征──この街道はその第一歩だ。

　未知の世界に私だけの場所を作るのが夢だった。その夢は今では少し変化して、「私だけの」ではなく、私と鳥子、ふたりだけの場所になった。

「何か道に名前つけないの？」

　三回目の探索行、作業を終えて帰る前のこと。骨組みビルの屋上から、草原の中で陽光を反射する蛍光テープの列を眺めているとき、鳥子が訊きいた。

「名前？」

「街道って何か呼び名があるものじゃない。東海道、シルクロード、ローマ街道、ルート66……」

「考えてなかったな」

「じゃあさ、ふたりの名前から一文字ずつ取って、空鳥ロード……」

「やだ」

「なんで!?」

　本気でショックを受けていそうな鳥子の顔を見て見ぬふりで、私は言った。

「もっとシンプルに……一号線とかでいいよ。ＡＰ‐１から取って一号線。私たちのためにいっぱい頑張ってくれたんだから」

「うーん……地味すぎる気もするけど、それを引き合いに出されたらなあ」

　鳥子が悔しそうに唸うなった。

「じゃ、一号線で決定」

　私はなるべくそっけなく聞こえるように言った。内心はめちゃめちゃ動揺していたからだ。お互いの名前から一文字ずつとか、なんだそれ？　考えただけでも恥ずかしい……。

　ともかくそういう経緯があって、私たちの裏世界地図には最初の道路が〈一号線〉の名前で書き込まれることになったのだった。

　この三度の探索行では、既知のルートの安全確保を優先して、新しい場所へ足を延ばすことは控えた。代わりに、道々発見した変なものの回収は捗はかどった。これは純粋にお金のためだ。小桜を経由してＤＳ研に買い取ってもらうために拾ったブツの大部分は、ゴミにしか見えず、実際にゴミだったけど、そのうちいくつかは「当たり」だった。

　まず、回転展望台で拾った写真。見知らぬ四人家族がフレームに収まった白黒の画面は、日替わりで顔が変わって、たまに全員犬になる。

　次に、真っ白なシャツ。一見どこからか飛ばされてきた洗濯物のようだけど、よく見ると極細のカイワレダイコンみたいな植物が生きたままで編まれている。これを見つけたときは、地面から持ち上げようとしてもびくともしないので異常に気付き、下の地面ごと掘って持ってきた。

　最後に、黒いマッチ箱。マッチは一本も入っていない。開けると中に黒い液体が満たされていて、逆さにしてもこぼれてこない。

　この三つは、ＤＳ研の言うところのＵＢアーティファクトとして首尾よくお買い上げいただいた。鳥子と二人で割っても、当座の生活資金としては充分なお金が手に入った。

　……というのはぬか喜びで、よく考えたら私たちにはＡＰ‐１のローンがあったのだった。それをドカッと持っていかれて、経済状況はあっという間に不透明化。またすぐ何か探しに行かなければならないだろう。

　今日こうして西武池袋線に乗っているのも、石神井公園しやくじいこうえんの小桜屋敷で、次の探検の方針を相談するためだった。

　何度目になるだろうか、つい横目で鳥子の様子を窺うかがってしまう。澄ました顔で隣に座っている鳥子は、憎たらしいほど平常心に見える。

　ヤマノケと遭遇した帰りに鳥子の新情報を聞いてから、私は少なからず心を乱されていた。

　どうも鳥子は私よりも家庭事情が複雑だったらしく、母親二人に育てられたのだそうだ。〝ママ〟と〝お母さん〟の二人。軍人の方がママだったかな。小桜によれば二人とも亡くなったということだけど、詳しくは聞いていない。あれから鳥子が私の過去を詮索せんさくしてこない以上、私も訊かない方がよさそうだとは思っている。

　思っているのだけれど。

　なんでそれを私に言ったんだ。

　やっぱり突っ込んで訊いてほしいのかな。でも人の家の話なんかよくわからないよ。私にはその辺の機微きびが全然ないから。

　それに、他にも考えなければならないことはいっぱいあった。

　ヤマノケのときにつきまとわれた閏間冴月うるまさつきの影は、その後の探索行では現れなかった。あれだけ執拗しつように張り付かれたのに拍子抜けだったけど、姿を消した後の方がかえって気苦労が大きかったかもしれない。探索中に見られている気がして何度も振り返って、鳥子にも不審がられた。気持ち悪い虫から目を離したら隠れられた、みたいな感じだ。

　電車が石神井公園に着いた。私たちは駅前のロータリーから商店街を通り、公園近くの高級住宅街へと続く、すっかり通い慣れた道を歩いていった。空気は秋の色が濃くなって、つい最近までの残暑が噓のようだ。

　坂を下りながらの会話の中で、ふと思い出したように鳥子が言った。

「最近、カラテカちゃんはどう？」

「あー、そういえば最近おとなしい。ここ一週間見てない気がする」

　カラテカ──私と同じ大学の一年生、瀬戸茜理せとあかり。以前、〈猫の忍者〉の件で助けてやって以来、この押しの強い後輩は、やたらと私に興味を持って寄ってきていた。こっちとしてはつきまとわれたくないから、徹底的に塩対応していたんだけど。

「やっと諦めてくれたのかな。よかったよかった」

「ていうか、空魚が冷たいから見放されたんじゃない？　せっかく慕したってくれる後輩なんだよ、大事にしなきゃ」

「無責任なこと言わないでよ。私たちあの子に銃持ってるところ見られてるんだからね。これ以上首を突っ込まれたくないでしょ」

「じゃあなおさらアフターケアが重要なんじゃない？　彼女がその気になったら、私たち一瞬で逮捕だよ」

「アフターケアって、具体的には？」

「冷たくしないで、ちゃんと話を聞いてあげれば？　そのくらいなら簡単でしょ」

　気楽にそんなことを言う鳥子を睨む。私にはまったく簡単ではないし、こうしてえらそうに文句をつける鳥子自身、たいしてコミュニケーション能力が高いわけではないことに、私はもう気付いていた。初対面の人間に対しては相当ぶっきらぼうだったり、かと思えば気を許した相手にはやたらべたべたしたり……基本的に他人との距離感がよくわかっていないっぽいのだ。

「あのさあ、そもそも鳥子はそれで……」

　と言いかけて私は口をつぐんだ。

「なに？」

「……なんでも」

「気になる」

「いいよ、なんでもないから」

　そもそも──それでいいの？　鳥子は茜理のことをどう思っているのだろう？

　二人はどちらも、閏間冴月のかつての教え子だった。閏間冴月は、裏世界探検のパートナーを探して、家庭教師をしながら役に立ちそうな人間に粉をかけていたのだ。高校生相手に、一体何をやらかしているんだと思う。〝お友達〟が自分と並行して茜理に接触していたことを知って、鳥子はかなりのショックを受けていた。

　それでもカラテカと仲良くしろという鳥子の気持ちが、私にはよく呑み込めない。私の人付き合いの悪さを心配して言っているのかもしれないけど、嫉妬しつととかそういうのはないのだろうか。

　言いかけたんだから最後まで言ってよ、気になるじゃない──としつこい鳥子をあしらううちに、小桜の家に着いた。

　草ぼうぼうの庭を通り、玄関前で陽炎かげろうのように揺らめく裏世界へのゲートを避けて、ポーチに上がる。鳥子の左手を使って開けないとゲートとして機能しないとはいえ、わざわざそこを通る気にはなれない。

　鳥子がチャイムを鳴らし、すっかり慣れた様子で玄関ドアを引き開けた。

「来たよー……っと」

　足元を見下ろして、鳥子の声がフェイドアウトする。つられて見下ろすと、小桜のクロックスと並んで、見知らぬ靴が揃えて置かれていた。

　レースアップのショートブーツで、ヒールは高くない。

　玄関の先、廊下を進んで左手にある応接室の中から、談笑する声が聞こえてきた。一人は小桜の低い声で、もう一人も女性。話の内容は聞き取れないけど、雰囲気は和やかそうだ。

「誰？　わかる？」

　私が訊くと、鳥子は首を横に振った。

「私と冴月と……あと汀みぎわさん以外で、ここに来るような人知らない」

　ぼそぼそ喋っていると、扉の向こうから小桜の呼びかける声が聞こえてきた。

「何やってんだ？　入っていいぞ」

　私たちは顔を見合わせて、靴を脱いで家に上がった。暗い廊下を歩き、そっと扉を開ける。

「どうもー……え!?」

　顔を覗かせて中の様子を窺った私の口から、挨拶が蒸発した。

　応接室の中、テーブルを挟んで小桜と向かい合っているのは他でもない、私たちがつい今しがたまで話題にしていた人物だった。

「お邪魔してます、センパイ！」

　言葉を失って立ちすくむ私に、カラテカ──瀬戸茜理が明るく微笑みかけた。
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「なんで……あんたがここに……」

　かろうじて絞り出した私の声は、少し震えていたかもしれない。

　尾つけられた？　監視カメラ？　盗聴器？　頭の中に不穏な可能性がぶわっと広がる。

　なぜこいつが小桜屋敷にいて、私たちを待っていたのか。見られていた？　聞かれていた？　こいつはどこまで知っている？　私たちの、何を──。場合によっては、け、消すか？　いや落ち着け、でも……。

　よほど私の血の気が引いていたのか、小桜が眉をひそめて言った。

「おい、空魚ちゃん──どうした？　大丈夫か？」

「こ……小桜さん。これは、どうして──」

「この子、空魚ちゃんの後輩なんだってな。若いのに手土産てみやげまで持ってきて、おまえらよりよっぽど気が利いてるじゃないか」

　そう言う小桜の手元には、カラフルな箱に入った羊羹ようかん。食べやすいようにあらかじめ小分けになっている。

　私は視線をのろのろと動かして、茜理の顔に焦点を合わせた。

「な……何しに来たの……？」

　人間が、私の知らないところで、私の情報を握って行動しているという状況──私はそれがものすごく苦手だ。カルトに面倒をかけられた経験のせいだと思う。

「おまえに話があるんだと」

　小桜の言葉に、茜理が頷く。

「空魚センパイと鳥子さんに相談があってお邪魔しました。学校でもセンパイには、機会を見て何度か声をかけたんですが、最近はお忙しかったみたいで」

　そういえばなんかそんなことを言っていたな……。ほとんど気にしていなかった。

「小桜さんのことは、閏間先生から聞いたことがあるんです。石神井公園に一人で住んでるお友達がいるって」

「それがなんで私と関係があると？」

「センパイ言ってたじゃないですか。石神井公園で集まって相談してるって。それで、あ、同じ人のことだってピンときたんです！」

　え、言ったっけ……？　確かに茜理につきまとわれるのが鬱陶しくて、受け答えがだいぶ適当になっていたことは否定できない。だけど、そんな風に口を滑らせるか、私……？

　私の解げせない思いが顔に出たか、茜理の視線がつつっと左斜め上にずれた。

　……もしかして、ほんとに私を尾けたことがあるんじゃないか、こいつ？

「だそうだ。聡明な後輩じゃないか、なあ」

　小桜は小桜で、なんだか妙にニコニコしている。久しぶりの来客にテンションが上がっているのだろうか。

「いつまでそうしてるんだ？　突っ立ってないで座れ」

「あ、はい……」

　私と鳥子は、空いた椅子に腰を下ろす。

　羊羹に合わせたのか、机の上にはお茶が出ていた。私と鳥子にはついぞ出されたことのない熱いお茶が。

「なんだよ、ぼうっとして。茶は勝手に淹いれろ」

「はあ……いただきます」

　とりあえず落ち着こうと、急須に電気ポットからお湯を入れて、私と鳥子用にお茶を注いだ。口に運んで、思わず顔をしかめた。これ茶葉が古くないか？　いつから茶筒に入りっぱなしだったんだ……。

「あ！　そういえば、鳥子さんも私と同じく、閏間先生の教え子だったんですよね」

　茜理が前触まえぶれもなしにぶっ放したので、私は茶を噴きそうになった。

「まあね」

　鳥子がさらりと答える。

「行方がわからなくなったって聞いたんですけど、その後、連絡とかは──」

「ないんだよね」

「そうですか……。私も何かわかったらお伝えしますね」

「ありがとう」

　意外にも、茜理の口ぶりからはそれほど閏間冴月への執着は感じられなかった。一方で鳥子の反応からは、内心どう考えているのかわかりにくい。受け答えは素っ気ないものだったけれど、人見知りモードの鳥子はいつもこんな感じでもある。きさらぎ駅で米軍と話してるときなんか怖いくらいだったもんな。

「それより──相談って、今度はどうしたの？　空魚に話を持ちかけるからには、何か異常なことが起こったんでしょ？」

　鳥子が訊ねると、茜理は頷いた。

「実はそうなんです」

「また猫の忍者？」

「いえ、あの件はもうすっかり収まりました。あれ以来襲われてません」

「そりゃ……よかったね」

「はい、それで、今回相談したいことなんですけど、私じゃなくて友達の身に起きていることなんです。実は──」

「ちょ、ちょっと待った！　手を貸すなんて、私まだ一言も」

　慌てて私が止めようとすると、小桜が大きな声を出した。

「何言ってんの。意地悪しないで、助けてあげたら」

　そんなことを言う小桜を、私はまじまじと見返した。

「困ってる後輩、放っておいちゃ駄目だろ。空魚ちゃんを頼ってここまでわざわざ来てくれたんだからさ」

「小桜さん……？」

　私はどんどん怖くなってきていた。なんでそんなことを言い出すんだ。そこまで茜理が気に入ったのか。この後輩の如才じよさいなさはなんなんだ。私が想像もできない、未知のコミュニケーション能力で、あの小難しい性格の小桜を陥落させてしまったのか。

「あの、大丈夫ですか、小桜さん。いいんですかそれで」

「何が」

「だって、冴月さんの教え子ですよ、彼女。ぶっちゃけ、何か思うところがないんですか」

「あのな、空魚ちゃん」

　さらにニコニコを強めながら小桜が言った。

「あたしはな、これ以上気持ち悪い話に巻き込まれたくないんだ。絶対に、誰からも、な。わかるか？」

　──あっ。

「こうして後輩ちゃんがわざわざ訪ねてきてくれたんだからさ、空魚ちゃんもつべこべ言わずに、相談に乗るなりなんなりして、私の家以外の場所でカタをつけてきてくれ。な？　わかるか？　私が言いたいこと、伝わってるか？」

「た……多分、伝わってます」

　ようやくわかった。つまり、小桜はわりと怒っているのだ。招いてもいない奴が訪ねて来て、自分がまた巻き込まれることを恐れて──。茜理のコミュ力に翻弄ほんろうされているわけじゃないのなら、少しは安心だけど。

「……鳥子はどう思う？」

　私はおそるおそる、さっきから静かな鳥子の様子を窺った。

「最初から言ってるじゃない。手を貸してあげようって。頼られるうちが花だよ」

「まあ……鳥子はそう言うよね」

　私はぐったりとソファの背もたれに寄りかかった。

「はー、もう。わかったよ、聞くだけ聞くよ」

「ありがとうございます、センパイ！」

　茜理が顔を輝かせるのを、私はうんざりした思いで見つめる。

「で、何。友達の話だっけ？　今度は何に襲われてるの」

「襲われて……はいないんですけど」

　茜理は少し躊躇ためらってから、奇妙な名前を口にした。

「〈サンヌキカノ〉……って知ってますか？」
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「一ヶ月くらい前のことなんですけど、友達のなっつんから電話が来たんです」

「なっつん」

「あ、フルネームは市川夏妃いちかわなつみっていうんですけど。幼おさななじみで、すぐ近所に住んでて」

　すぐ近所、ということは私と茜理の通う大学の近くということだ。

「同学年？」

「あ、なっつんは学生じゃないです。同い年ですけど、家が工場で、高校のころからもう仕事手伝ってて、そのまま今も」

「ふーん」

「そのなっつんから、電話が来て──庭に変な猿がいるって言うんですよ」

「変な猿？」

「写真送ってきて──ほら、これです」

　見せられたスマホの画面には、庭石の上に腰を下ろした、毛むくじゃらの生き物がいた。向こうを向いたニホンザルのように見えたけど、茜理の指が画面をフリックして、次の写真が表示された途端とたん、その印象は消えた。

「うげ、何これ。猿じゃなくない？」

　私と一緒に覗き込んでいた鳥子が声を上げた。その言葉通り、二枚目の写真でこちらを向いている顔は、猿のものではなかった。人のような表情をして、何がおかしいのかうっすら笑っている。身体のフォルムはあくまでも猿なので、もし猿と人間の中間にある生き物がいたらちょうどこんな感じだろうという印象を受けた。

　茜理は小桜にも画面を見せようとしたけど、小桜はニコニコしたまま黙って身を遠ざけた。怖いものをわざわざ見るつもりはないという固い意志が、笑顔から滲み出ていた。

「なっつんが言うには、この猿、話しかけてきたそうなんですよ」

「ふーん。それで？」

　私が先を促すと、茜理が不思議そうな顔になった。

「あの、もしかして、こういうことってよくあるんですか？」

「なんで」

「猿が喋ったってことに、特にコメントがなかったので」

「猫が忍者になるくらいだし、猿だって言葉くらい喋るでしょ」

「な、なるほどー」

「それで、なんて言ったの？」

「あ、はい。確か──」

　茜理が説明するには、猿は「なっつん」に近付いてきて、こう言ったのだそうだ。




「〈サンヌキカノ〉というのが来るから、これを見せろ。自分で取ったと言えば向こうもくれるから、後は庭に埋めてしまえ」




　そして素早く去っていった。

　猿のいた場所に何か落ちていたので、よく見るとそれは──

「──歯だったんでしょ。人間の歯」

　私の言葉に、茜理は目を丸くした。

「どうしてわかったんですか!?」

「その話、知ってるもん」

　茜理、鳥子、小桜、三人の視線が集中して、私は落ち着かない思いで身体を揺らした。

　サンヌキカノ。特徴的なその名前から、ネットロアの記憶を思い出すのは簡単だった。ちょっとマイナーではあるけれど、筋もほぼそのままだ。確かあの話では、数日後、今度はサンヌキカノと名乗る老婆が訪れるのだ。猿に言われたとおり、歯を見せて、自分が取ったと言うと、老婆はまた何本かの歯をくれる。体験者が手元に残った歯を埋めて、この話は終わる。怪異の動機も行動原理も不明な、奇妙な話だ。

　私がかいつまんで説明すると、茜理の目が輝いた。

「す……すごい！　すごい！　やっぱりセンパイに相談してよかったです！　そんな話があるなんて全然知りませんでした！」

「うん、まあ、検索したら出てくると思うけどね……。それで、サンヌキカノ、来たの？」

「それが……なっつん、その歯捨てちゃったらしいんですよ」

「え」

「そしたら、それ以降、家族が怪我したり、不審者につきまとわれたり、嫌なことばっかり起こってるって。こないだ会ったときたまたま聞いて知ったんですけど、結構ひどいことになってるっぽいんです。だから専門家の手を借りた方がいいかなと」

　──専門家じゃないってのに。

　猫の忍者のときといい、茜理の口から聞く体験談は、私が読んだことのあるネットロアの再現度が高い気がする。直接の体験者である茜理や「なっつん」が、元になった話を知ってるわけじゃないのに。

　これまで私は、裏世界の存在が私に接触してくる際に、私の頭の中にある怖い話をある種のテンプレートとして使っていると思っていた。でも、こうしてネットロアや実話怪談の知識がない人間が、テンプレートに沿った体験をしているのを見ると、その仮説も怪しくなってくる。

　いや……もしかしたら……？

　考え込む私に、鳥子が言った。

「やっぱり裏世界案件だよね、これ？」

「そう……なのかもね」

　生返事をする私の脳裏には、妙な考えが浮かんでいた。

　裏世界の深部にいる何者かは、私たちを認識している。沖縄のビーチで、紙越かみこし空魚、仁科にしな鳥子という二人の名前を呼んで、接触してきたことがあるから、間違いないと思う。

　その〈かれら〉が、表世界で私たちにちょっかいを出そうとしているとしたら？

　もしかすると、茜理たちが怪異と遭遇して、助けを求めてくるこの一連の出来事自体が、私と鳥子に狙いを定めているのではないだろうか……？

　無意識のうちに、右の太股ふとももに手を置いていた。裏世界ではいつもそこに、ホルスターに収まったマカロフがあるのだけれど。

　猫の忍者のときには、茜理に銃を持っていることを知られてしまった。これ以上銃刀法違反でぶち込まれる危険を冒すわけにはいかない。

　でも、銃を持ち歩かないとしたら──もしこちら側で、裏世界の存在と遭遇したとき、どうやって身を守ればいいんだろう？
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　鳥子と茜理と一緒に、埼京線を南与野みなみよの駅で降りて、ロータリーからバスに乗った。このまま十分ほど乗っていれば大学に、そして私のアパートのすぐ近くに到着するのだけれど、今回は途中でバスを降りた。

　茜理が私たちを連れて行ったのは、幹線道路から少し入ったところにある「なっつん」の家……というか工場だった。

　建物の上には〈市川自動車整備工場〉の色あせた看板が掛かっていた。油と金属と溶剤のにおいが漂う小さな整備場には、軽とワゴンの二台が並んでいた。ジャッキで持ち上がったワゴンの車体の下から二本の脚が突き出ている。

「なっつん、ちょっといい？」

　茜理が声をかけると、脚がびくっと動いた。スケートボードみたいな板ごと、作業していた人が姿を現す。灰色のツナギを着た若い女。プリンになった赤い髪を頭頂部で括くくっている。私から見た第一印象は、ぶっちゃけヤンキー。

「アカリ、なんしたの。ＬＩＮＥくれてた？」

「うん送った」

「わっり見てなかった」

「もー、ちゃんと見てって言ってんじゃん」

〈なっつん〉を相手にしたときの茜理の口調は、私に対するものよりだいぶ砕けていた。あれでも一応態度を改めていたんだな、と思っていると、茜理が私たちの方を示して続けた。

「この前専門家に助けてもらえるかもって言ったじゃん？　来てくれたの」

「マジで。わりいじゃんそんなの……」

〈なっつん〉の視線が、茜理の肩越しにこちらへ向けられ……私を素通りして、鳥子の顔面で止まった。怯ひるんだように何度か瞬きをしてから言う。

「どもっす。市川す。紙越センパイ、でしたっけ、わざわざすいません」

「あ、なっつん！　違う違う、そっちは鳥子さん。紙越センパイはそっち」

　視線が私の方に向けられる。

「あっ……え、そうなんすか。紙越センパイって……へー」

　おう何だその態度は？　なんか舐なめてないか？

　ムッとする私をよそに、茜理は何やら盛り上がっている。

「二人ともこういうのの専門家だからさ、なっつんもぜったい助けてくれるから！　センパイに話してみて」

「んー、まあ……いっけど」

　納得できないような顔で言う〈なっつん〉。私へ向ける態度は不信を隠してもいない。

　まあそうだろう、私は見るからに陰キャのオタクだから、こういうヤンキーと相性がいいとは到底思えない。わざわざ来たのにこの調子なら、こっちから願い下げだ。

「あ、いいですよ、用がないなら帰るんで──」

　私が言いかけたのを、鳥子が遮さえぎって訊いた。

「何持ってるの、それ」

　鳥子は〈なっつん〉の手元を指していた。見ると、汚れた白い革のグローブで、髪の毛の塊を摑つかんでいる。ちぎれた皮膚らしきものまでところどころに混ざっていた。

〈なっつん〉は自分が持っているものを見下ろして顔をしかめた。

「この車のシャフトにやったら絡みついてて……」

　舌打ちしながら塗料の空き缶に放り捨てると、中からべちゃっと汚い音が響いた。

「事故車じゃないって聞いてんすけど。最近こういうの多くて」

　顔を見合わせる私と鳥子。〈なっつん〉は手袋を脱いで、考え直したように言った。

「そっすね、せっかくなんで……ちょい付き合ってもらってもいいすか」




〈なっつん〉──市川夏妃は、私たちを工場の裏にある家へと案内した。古い造りの平屋のさらに後ろに回ると、意外と大きな庭が広がっていた。昔は地主だったのかもしれない。緑の庭木の合間に、大きな庭石がいくつも置かれている。その一つを指して、夏妃が言った。

「あそこにいたんすよ、猿。珍しいからインスタしようとしてたら、こっち来て、話しかけてきたんす。ザンヌキが来るから気の毒だな、とかなんとか」

「ザンヌキ？　サンヌキカノじゃなくて？」

　茜理が口を挟む。

「カノ？　なんそれ」

「いや言ってたじゃん、はっきり」

「うそ。覚えてねえ」

　夏妃が眉間に皺を寄せる。

「サンだかザンだかわかんねえけど、なんか猿の言葉、耳で聞くっつうより、頭の中に直接響いてくる感じだったんすよ。で、びっくりしてたら猿がいきなりバーッと逃げて。気付いたら足元に歯が落ちてたんすけど」

「その歯、まだある？」

　私が訊くと、夏妃は首を横に振った。

「気持ち悪かったんですぐその辺に捨てたっす。まずかったすか」

「いや、そりゃそうするよなって感じ」

　まったく責められない、というか理性的だ。歯を捨てるという行動は、もともとのネットロアの文脈からは逸脱することになるけど、猿に言われるままに行動するほうが、本来よほど常軌を逸している。

「やーでも、なんかやっぱりまずったんだと思うんすよ。ダメなんすよあれ以来」

「ダメって？」

「まず猿の出た三日後だったかな、あの木にぶら下がって知らない婆さんが死んでて」

「えっ……」

　指差す先には、庭の隅に立つ松の木。下の方の太い枝が一本半端な位置から切り落とされて、真新しい切り口が見えていた。

「全然知らない婆さんで、めっちゃ困ったすね。なんでわざわざうちの庭で死んだんだか……警察来ていろいろ訊かれたけどなんもわかんねえし」

　なんだそれ。サンヌキカノの話でも老婆が訪ねてきていたけど、その場で死んだりはしていなかったぞ。

「そっからいろいろおかしくなって……。親父は整備中にジャッキゆるんで車に挟まれて肋骨バキバキになるし、ママは轢ひき逃げされるし……」

「え、大丈夫だったの!?」

　鳥子が訊くと、夏妃はふーっとため息をついた。

「二人とも入院中なんで、家のことうちが全部やるしかねーんすよ。他にもいろいろ変なこと起こってて……整備で来るのはなんか事故車みてーなやつばっかだし、不審者情報めっちゃ回ってきて、包丁持ったジジイがへらへら近付いてきたんでレンチでぶちのめしたし、夜中に鬼電おにでんあって出たらなんか女が笑ってるし」

「なっつん……」

　口調がどんどん荒くなる夏妃に、茜理が寄り添って頭を撫なでる。またため息をついて、夏妃が言った。

「紙越センパイ……でしたっけ。これやっぱうちのせいすかね。前にアカリが助けてもらったって聞いてますけど、うち助かるんすかねこれ」

　実話怪談の振る舞いは理不尽だ。ゴールもルールもわからないクソゲーのプレイを強制されるようなもの。しかもミスったときのペナルティがでかい。ワンミスで死んだり狂ったり一族郎党呪われたりする。

「センパイ、これってあれじゃないですか、私が猫の忍者のときにもあったやつ」

　茜理の言葉に、私はしぶしぶ頷いた。猫の忍者に襲われるときには「周りが変になる」──かつて茜理が口にしたその言葉は、裏世界と表世界の中間領域への移行を指した表現だった。

「今度はどうすればいいです？」

「うーん……」

　言葉に詰まっている私の肩をポンと叩いて、鳥子が言った。

「簡単じゃん。いつもと同じことすればいいんでしょ」

「いつもって？」

「空魚の右目で見て、私が──」

「忘れてるかもしれないけど、これは使えないよ」

　右手で鉄砲の形を作ってみせたら、鳥子は目を見開いた。

「あっ」

「あっ、じゃないよ、もう」

　とはいえ、ここまで来て見捨てて帰るのはもうできないだろう。私にだってそのくらいの情はあるのだ。

　茜理と寄り添ってこちらを見ている夏妃に、私は言った。

「とりあえず……捨てた歯、探してみようか」
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　三人にちょっと下がってもらってから、私は右目に意識を向けた。

　猿が渡した歯が裏世界由来の物品だとしたら、銀色の燐光ハローに包まれているから識別できるはずだ。

　とはいっても、今までの経験からすると、この法則が必ずしも当てはまるわけではない。たとえば裏世界から小石か何かを持ち帰ってきても、それは燐光を帯びていない単なる小石にすぎなかった。

　庭を見回しながら歩き回る。草が伸びて、庭木もぼさぼさ、池の水面には緑の藻が浮いていて、全体的に荒れ気味だ。夏妃は歯をその辺に捨てたと言っていたから、あるとしたらたいして離れていないはずだけど。

　ちらりと左目で振り返ると、三人が固唾かたずを呑んでこちらを見つめている。他の人が見えないものを探してふらふら歩き回る今の私は、まるで心霊ものに出てくる霊能者のようだ。そう思うとなんだか気持ちが萎なえた。

「センパイ、どうですかー？」

　茜理が大きな声で呼びかけるのに、私はかぶりを振った。

「ダメ。それっぽいもの見つからない。市川さん、こんな遠くまで放り捨てた？」

「いや、足でそのへんに蹴散らしただけすから、あるとしたらこの辺だと思うんすけど」

「もう取られちゃったんじゃない？」

　あっけらかんと鳥子が言う。

「誰に？」

「サンヌキさん」

「来て勝手に取っていったってこと？」

「それか、木にぶら下がってたのがサンヌキさんだったとか」

　鳥子は思いついたこと言ってるだけだな、これは。

「歯を渡してもらえなかったのがショックだったんですかね？」

「茜理、掘り下げなくていいから」

　我慢できずに突っ込んでしまった。

　実話怪談で語られる怪異を、擬人化するというか、人間の理解できる心情に落とし込んで茶化されるのが私は嫌だ。解釈違い……とでも言えばいいだろうか。怖いものは怖いまま、理解できないものは理解できないままに受け止めるのが、実話怪談と向かい合うときに相応ふさわしい態度だと思う。自分でもかなり面倒くさいことを考えているとは思うけど、一度も他人には言ったことがないから勘弁してほしい。

　まあその怪異を、これまでさんざん銃で撃ってるわけですけども。

「やっぱりどこにも……ん？」

　歯が見つからないので諦めて顔を上げたとき、庭の端、銀杏ぎんなんの木の根元に、不自然な地面の乱れがあるのが目に入った。一度掘り返して、また埋め直したように土が盛り上がっている。

「空魚、見つけた？」

　鳥子が訊ねる。私は振り返って言った。

「ここに何か埋まってる。掘れるものない？」




　夏妃が整備場から持ってきたシャベルでざくざくと土を掘り返していくと、やがて先端が固いものに当たった。

　土中から現れたのは、陶器の壺だった。両手で持ち上げられるくらいのサイズで、白い釉薬ゆうやくがかかっている。

「骨壺こつつぼみたいですね」

　しゃがんでしげしげと観察したあげく、茜理がそんな感想を述べた。

「市川さん、心当たりあります？」

「ないっすね」

「開けてみても？」

　夏妃が頷いた。私はシャベルを受け取って、壺の蓋に引っかけて持ち上げてみた。

「うわっ……」

　思わず声が出た。骨壺という連想はそう外れてはいなかったようで、中に入っているのは、大量の歯だった。

　いったい何人から抜き取ったのか、黄ばんだ歯が壺いっぱいに詰まっている。詰め物をした歯や、まったく汚れていない白い歯も混ざっていて、壺が埋められたのが比較的最近であることが推測できた。

「何だこれ、キモッ……」

　中を覗き込んだ夏妃が呻うめいた。

「猿の置いていった歯って、この中にあるかわかる？」

「見分けつくわけねーすよ。こんな多くもなかったし」

「ねえ、空魚、こっちにも……」

　声をかけられて見ると、鳥子は大きな庭石の前で地面を見つめていた。そこにも同じような、地面を掘り返して埋めた痕跡があった。

　私たちは顔を見合わせて、無言でシャベルを土に突き立てた。

　出てきたのは壺ではなく……骨だった。

　一瞬、人間の死体が出てきたのかと思ってめちゃめちゃ焦ったけど、骨格と体格が全然違う。たぶん、犬だ。たぶんというのは、首の途中からすっぱり切られたみたいに、頭の骨だけがなくなっていたからだ。

「センパイ……これもそうですかね」

　茜理が見つけた場所からは、白木でできた和風の家のミニチュアが出てきた。刃物でめちゃめちゃに傷つけられて、黒い塗料がぶちまけられている。

「神棚だ」

　私がそう口に出すと、夏妃がハッとした顔になった。

「マジか。これうちのだ」

「市川さんの？」

「整備場に神棚ついてたんすけど、しばらく前から見あたらなくなってたんすよ」

「誰かが神棚外はずして埋めたってことかな」

「なんかこれって、呪いをかけられてるみたいですね……」

　茜理が呟いた。

「壺とか犬とかには心当たりある？」

　私が訊ねると、夏妃は無言で首を横に振った。

　私たちは庭を見渡す。悪意の塊みたいな品物を、十分ちょっとで三つも発見してしまった。時間をかけて探せば他にもあるかもしれない。

　夏妃は途方に暮れたように立っている。ヤンキーっぽい険が抜けて、子供みたいに心細い表情をしていた。茜理がそばに寄り添って手を握ると、夏妃は何も言わずに、目を伏せて握り返した。

「普通なら嫌がらせとして警察に届けた方がいいのかもしれないけど、こういうのは本気で動いてくれないだろうなあ」

　私が言うと、鳥子が小声で応えた。

「あんまり警察に近付きたくないしね」

　正直なところそれもある。だいぶ感覚が麻痺してるし、背に腹は代えられないから開き直ってるけど、私たちは日常的に銃刀法に違反している反社会的大学生なのだ。

「他にも何か嫌なものがないか探してみよう。もしかすると、全部壊しちゃえば状況よくなるかもしれないし」

　我ながら雑な提案だったけど、三人は頷いた。




　四人で手分けしながら、庭を見て歩く。埋められている以外にも、不自然なものが置かれていないか、庭木からぶら下がってはいないか──。私も鳥子も、この場所の本来の状態を知らないから、気になるものを見つけては、ちょくちょく夏妃を呼んで確認することになった。

「夏妃もさあ、もしかして冴月に家庭教師頼んでたりした？」

　何気ない口調で鳥子が訊ねた。

「冴月って誰すか？」

「閏間冴月。背が高くて、黒髪のロングで、眼鏡で……」

「私の家庭教師だった人だよ、なっつん」

　茜理が補足すると、それでわかったようだった。

「ああ、見たことはある。でも面識はぜんぜんない」

「ふーん、そうなんだ。あ、私こっちの方探しておくね」

　鳥子が明らかにほっとした雰囲気で会話を打ち切り、庭の向こうの、荒れた藪やぶの方へ入っていく。

　自分が聞きたいことだけ聞いて行ってしまった。仁科鳥子、顔見知り以外とのトークが実はめっちゃ下手な女……。

「あ！　鳥子さん、そっち足元気をつけてください、裏が竹藪で、転ぶとやばいです！」

　茜理が慌てて鳥子を追っていく。気付くと、夏妃と私の二人きりになってしまっていた。

　やばい。なんといっても私は、鳥子のことを言えないくらいには知らない人とトークができない女なのだ。

「……面識はなかったんすけどね」

　夏妃が唐突に言ったので私はびっくりした。

「え」

「アカリの家庭教師としては知ってたんすよ、〈サツキさん〉。でも、うちあの人なんか嫌だったんすよね」

「嫌って？」

「なんつーか、怖いんすよあの女。アカリと歩いてるところ遠くから見つけたことあったんすけど、うち何もしてないのにフッと振り向いてこっち見てきたんすよね。うわって思って。ＯＢのセンパイとかとは全然違う怖さってか、気味悪かったんで。それに──」

　庭の向こうで、鳥子と二人喋っている茜理を見つめて夏妃は続けた。

「──アカリが連れて行かれそうで怖かったんすよ」

「茜理ちゃんが？　どうして？」

「あの家庭教師、茜理への距離がやけに近かったってのもあったし……アカリはアカリで懐なついてるし、悪い大人に騙だまされてんじゃねーかなってうち相当ピリピリしてたんすよ。あいつ、かわいいっしょ。だからめっちゃ声かけられるんすよ昔から。ガキんときはうちがやべーの追い払ってたんすけど。空手始めてからはあいつの方が強くなったんで」

　私が訊いてもいないのに、自嘲じちようするように夏妃は続ける。

「アカリは今でも、なっつんは強くて頼りになる、とか言ってくれるけど、ほんとはあいつの方がずっと強い。高校のとき県大会優勝して全国行ってるし。うちがあいつにしてやれることなんか、もうないんすよね」

「市川さん……」

　私は動揺していた。なんでこの人、見ず知らずの私にこんな身の上話を打ち明けるんだろう。怖い……。それとも何か、おまえも人との距離感わからないウーマンなのか？

　だとしたら、ヤンキーとはいえ少しはわかりあえる部分があるのかも、と思っていると、夏妃はくるりと私の顔に視線を据えた。

「正直に言うと、〈紙越センパイ〉にもけっこう警戒してたんすよね」

「え？」

「アカリ、センパイのことスゲー持ち上げてたんで。なんか猫の忍者？　とかから助けてくれたとか、めっちゃ頼りになるとか。しかもあの家庭教師と縁があるとか聞いたんで、またヤベー奴かと思って」

「縁があるのは私じゃなくて鳥子なんだけど……」

「あーそうそう、ビビったんすよ、最初に鳥子さんを見たとき。こんなに美人ならアカリが持ち上げるのも仕方ねーかなとか一瞬思っちゃったくらいで。でもセンパイが〈紙越センパイ〉だって言われて、は？　って」

「は？」

　は？

「でも……ほんとに専門家なんすね、失礼しましたっす」

　しましたっていうか、現在進行形でめちゃめちゃ失礼なことを言われているな、私？

「紙越センパイ、不思議な性格すね。陰キャのオタクっぽいのに、意外とビビらないし」

「いちいち余計なこと言わなくていいよ！」

　これまでいろいろ怖い目に遭ってきたけど、恐怖や悪意にはなかなか慣れない。茜理や夏妃と違うとすれば、場数だけだろう。ヤンキーにビビらないのは、こっちはいつでも銃を撃てるんだからな、という安心感が影響していることは否めない。

　夏妃が急に俯うつむいて、沈んだ声で言った。

「よくわかんねーけど、自分のミスでうちが呪われてんすよね、これって」

　失礼モードから一転しょげモードに入られて、感情がついて行けない。私は何秒か口をぱくぱくさせていたけど、どうにか立ち直って答えた。

「まあ……一概にそうとも言えないとは思う。こういうのって事故みたいなもんでさ、ぶつかっちゃうのがそもそも不運で、誰のせいとかたぶんないんだよ」

「ん？　どういうことすか。誰かがうちに呪いをかけてるんすよね。ちゃんと歯を渡さなかったから」

　そうか、そこから認識が違うのか。

「なんて言えばいいかな。こういうの、原因と結果じゃないんだよ。市川さんがテレパシーで喋る猿に出遭う必然性ってなんもないでしょ。最初からもう理屈に合ってないんだ。だからそっから先の展開も同じ。あの埋まってた壺とかも、いかにも呪ってますって感じの道具だけど、市川さんが巻き込まれたひと繫がりの出来事の一部であって、それぞれのパーツの意味を考えてもしょうがないと思う」

「だから〝事故〟なんすか」

「そうそう。病気とか、災害に近いかも。事故の原因、病気の原因、災害の原因、突き詰めればいろいろあるけど、〝なんで自分がこんな目に遭うんだ〟って部分には理屈なんかないでしょ。だから、ミスしたとか考えなくていい」

「なんとなくわかったっす……でも、その事故にアカリを巻き込みたくはないんすよね。もちろん助けてはもらいたいんすけど──」

「うーん……」

　私にできるのは見ることだけだし、助けられるとも限らないよ……と言いかけたけど、口に出すのは思いとどまった。

　ひとつの打算的な考えが頭に浮かんだのだ。

「じゃあさ……やってみるけど、謝礼は何かもらえる？」

「いくら出せばいいすか」

「お金じゃなくて……車を改造してもらうことって可能かな」

　意表を突かれたように、夏妃が目をしばたたいた。

「改造？　そりゃ可能っすけど」

「農業機械でもオッケー？」

　夏妃の顔に浮かぶ混乱は、ますます大きくなるばかりだった。

　ＡＰ‐１のことを説明しようとしたとき、鳥子と茜理が私たちの方を凝視していることに気が付いた。

「え、何？」

　混乱していると、鳥子が叫んだ。

「空魚、後ろ！」
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　私と夏妃は同時に振り返った。視線の先にはあの、片方の枝が切り落とされた松の木。その根元に、着物姿の人影があった。

　年老いた女性だ。上品な着物姿だけど、なぜか中腰くらいに屈かがんでいるのが異様だった。

　いつの間にそこに現れたのか、まったく気付かなかった。

「誰だよ」

　夏妃が呼びかけると、老婆が答えた。

「サンヌキカノと申します」

　鳥子と茜理が走ってきて、四人が庭の一箇所に固まった。サンヌキカノを名乗る老婆は、にこやかに笑っている。

「なんだオメー、何しに来たんだよ」

　夏妃が凄すごむ。

「いただけませんでしたから」

「あ？」

「歯を、いただけませんでしたから、お渡しするわけにはまいりません」

「何言ってんだ」

「こうなっては、いただいていくほかございませんね」

　老婆がそう言った途端、夏妃がウブッと詰まったような声を出して前屈みになった。

「市川さん？」

　夏妃が口を手で押さえる。その指の隙間から、赤い糸が滴したたった。ぱたぱたと地面に血が落ちて、そこに白いものが一つこぼれた。

　歯だ。

「なっ……なんだよこれ！」

　口の中の血を吐き出して、夏妃が叫んだ。

　笑顔を崩さず老婆が言う。

「まず一本」

「なっつん！」

　茜理が前に進み出て空手の構えを取る。

「なっつんに何したこのヤロー！」

　小さな身体から想像もつかないような怒声に、私は一瞬竦すくみ上がった。でも老婆はまったく動じていない。

「サンヌキカノと申します」

　さっきと同じ調子でリピートされる言葉には、いっさい感情が乗っていない。間違いない、こいつも裏世界の〝現象〟だ。

「アカリ、だめ」

　夏妃が口を押さえたまま制止するが、茜理は振り向かない。

「なっつんは下がってて」

　私の隣では、鳥子がトートに手を突っ込んでいた。目が合うと頷く。いつでも銃を抜けるということだろう。私は短く首を横に振った。だめ、鳥子。まだ状況がわかってない。

　現実のヴェールをめくって、サンヌキカノの実体に手を届かせるため、私は右目に意識を集中した。

　老婆の姿がぼやけて、まったく違うものがそこに現れる。

　互いにすがりつき、絡み合うようにして死んでいる猿のミイラ五体を芯として、無数の人間の歯が蚊柱かばしらのように渦を巻いている。人間の形態をまったく留とどめていないグロテスクな姿に、私は思わず怯む。ミイラの口が動いて、真っ黒な口腔から人の声が発せられた。

「カラテカさん、いただけますか？」

　老婆の姿を剝ぎ取られたサンヌキカノが、茜理に向かってそう言った。一拍遅れて気付く──こいつ、私が勝手につけた茜理のあだ名を使った！

　茜理はそれには気を逸そらされなかったようだ。

「うるさいよ。なんにもやらないから」

　怒気の籠こもった声で呟いて、じりじりと距離を詰めていく。

　ただ、なかなか仕掛けようとはしない。殴るのを躊躇ためらっているのがわかる。それも当然だろう──彼女の目には、敵が小柄な老婆としか映っていないのだ。

　サンヌキカノの渦巻く歯が、狙いを定めたかのように動きを変えた。渦が茜理の方へとふわっと近付いたかと思うと、茜理がひと声呻いた。

「……痛いった」

　茜理の吐き出した血の泡の中にも、白い歯が一本。

「──二本」

　サンヌキカノが数え上げた。

「空魚、いい？」

　鳥子が焦じれたように訊くので、思わず私は叫んでしまった。

「だめ！　鳥子は下がってて！」

「え、ちょっと」

「絶対だめ！　いいから！　ステイ！」

「ステイって」

「オーケー!?」

「お、オーケイ……」

　解せない顔ではあるものの、私の剣幕に驚いたのか、鳥子は引き下がった。

　確かに銃は効くかもしれないけど、やっぱりダメだ。こんな住宅地でパンパン撃つのはまずすぎる。それに──撃ったら敵の狙いが鳥子に向かう。あんなやつに鳥子の歯を触らせてたまるものか！

　茜理に向かって私は呼びかけた。

「茜理！　そいつは人間じゃない！　ぶん殴っていい奴！」

「そ──そうなんですかセンパイ！」

「大丈夫！　思いっきりやっちゃって！　猫の忍者も蹴ろうとしてたじゃない、あれと同じ！　あんた猫蹴れるんだから、怪しい老婆だって蹴れるでしょ！」

「人聞き悪すぎですセンパイ！　あれは刃物で襲ってきたから身を守るために、っていうかこいつ何持ってるんです!?　私さっき何されました!?　なっつんも──」

「凄い速さで歯を抜かれたの。早くやらないとまたやられるよ」

「マジですか、でも──」

　これだけ言っても、茜理にはまだ躊躇いが残っているようだった。

　仕方ない。非常事態だ。

　悪いけど、その空手、使わせてもらう。

「オーケー、茜理。聞いて。私があなたを見ててあげる」

「センパイ？」

「私が見ているから、茜理は強い。茜理の空手は、どんな化け物にも通じる」

　そして私は、右目の意識をサンヌキカノだけでなく、茜理にも向けた。

「やっちゃえ、カラテカ」

　一瞬、茜理が動きを止めた。

　それからフフッと笑い声を洩らした。それまで隙のない構えだったのが、急に気を抜いたみたいに、首を右、左と傾けてコキコキ鳴らす。

「んー。ふふー。やっぱそうですかー。私強いですもんね。ふふ」

「アカリ……？」

　夏妃が訝いぶかしげに声をかける。

「なっつん、ごめんねぇ。私ダラダラしてたからさあ。なっつんの歯、抜かれちゃった。フフッ。私も、フフフッ」

「アカリ、どうしたの」

「どうもこうもないよぉ。ただムカついてさあ。なっつんを傷つけやがって。舐めてんじゃねえぞこのクソババア。全身総入れ歯にしてやるからなテメー」

　ドスの利いた声でそう言って、茜理が地を蹴った。

　見たこともないような美しい跳び蹴りが、サンヌキカノを正面から捉えた。

　よろめいた相手に、茜理は着地から連続して突き蹴りを叩き込んでいく。

　拳が、肘が、指が、脚が、頭突きが、目にも留とまらない速さで連続して繰り出される。そのたびに鈍い音が響き、猿のミイラの破片と歯が、まるで白黒の血しぶきのように飛び散った。

　私は武道とか格闘技の知識がないから、何が起こっているのか把握できないのだけれど、夏妃と鳥子から断続的に発せられる「うわ」「ええ」「ひっ」「ああ～」というドン引きした声から、相当えげつないことが行われていることだけは推察できた。そういえば私以外には、サンヌキカノは人間に見えているのだった。

　猫の忍者のときに一瞬だけやったやつ。私が右目で人間を凝視ぎようしすると、相手は少しだけ狂うのだ。どうしようもないとき、発狂した空手モンスターが味方だったら、こんなに心強いことはない。

　味方である限りは。

　今の茜理は、単に理性のタガが外れているだけであって、裏世界の存在に触れる特殊能力が付与されたわけではない。私の右目で敵を捉とらえている限り、裏世界の存在にも物理攻撃が通用する──その攻撃の手段は、銃弾でも拳でもいいのだ。

「あのさ、空魚、もう充分なんじゃない……？」

　鳥子が遠慮がちに私の肩を叩いた。見ると、地面に倒れたサンヌキカノの上に立ちはだかった茜理が、ものすごい速度で拳の連打を叩き込み続けている。私の右目には、辺り一面にまき散らされた歯と、ばらばらにちぎれた猿のミイラが映っていた。

　私は右目の意識を逸らして、茜理に呼びかけた。

「茜理！　そこまで！」

　茜理がはっと動きを止めた。同時にざあっと風が吹いて、地面の上の残骸を吹き散らした。思わず顔を手で覆う。風がやんで目を開くと、そこにはもう何も残っていなかった。

「あれ……いなくなった？」

　夏妃が呆然と呟く。

　右目の意識を逸らして、私も周囲を見渡した。辺り一面、なんだか荒れた雰囲気が薄れて、空気感まで変わっている。

　もしかすると、私たちは気付かないうちに、あの剣呑けんのんな中間領域に取り込まれかけていたのかもしれない。

　そこに、目をキラッキラさせて茜理がすっ飛んできた。

「センパァイ！　やれました！　私やれましたよ！」

　息を切らして飛びついてくる様子が、まるで大型犬のようだった。口の端から血が垂れている。勢いを殺すことなく私に抱きついてきたので、危うく押し倒されそうになった。

「ぐえ」

「化け物倒せました！　センパイが見てくれてたから！」

「う、うん、ご、ご苦労さま」

　がっちりハグされてガクガク振り回されながら、私は答えた。

「はーーっ、なんですかね、めっちゃくちゃ気持ちよかったです！　ずっと心の中にあったタガが吹っ飛んだみたいで」

「そ、そっかー、よかったね」

「はいぃ。それに……センパイに見つめられると、すごくドキドキするんです。これって、なんなんでしょう……」

「それはね、か、勘違いだから」

「あ、アカリぃ……」

　泣きそうな声で夏妃が呼ぶ。こっちも口の端から血が垂れている。茜理がパッと私を放して、今度は勢いよく夏妃に抱きついていった。

「なっつん！　ごめんねごめんね！　見ててくれた？　ねえ私めっちゃ強くなかった？」

「う、うん、めっちゃかっこよかった。ちょっとビビッたけど」

「フフッ、でしょー！」

　自分より身長の高い夏妃を抱きしめてぶんぶん振り回す茜理。

「最強じゃん、アカリ。もううち要らねーくらいだよな」

「なーに言ってるの」

「だってうち、なんもアカリの役に立たねーし。紙越センパイの方がずっと……」

「なっつん、なっつん、そんなことないって、ね、泣かないで」

「泣いてねーし！　ただアカリがセンパイセンパイってばっかり言うからぁ」

「よしよし、大丈夫だから、ね」

　抱きしめたまま頭や背中を撫でて、茜理が夏妃を慰めている。

「夏妃ちゃん、茜理ちゃんとめちゃめちゃ仲いいんだね」

　鳥子が私に耳打ちする。

「みたいだね。さっきもかわいいって言ってたし」

　気のない返事をする私をじろっと睨んで、鳥子が言った。

「空魚、右目で何かしてたでしょ」

「まあ、うん」

「あんまり茜理ちゃんをいじったらダメだよ。かわいそう」

「わかってるよ」

「ほんとにわかってる？　こっち見て、空魚」

　鳥子はなんだか不機嫌で、放っておくと説教でも始まりそうな気配だ。私と鳥子を放って仲むつまじくしている二人を眺めながら、話題を逸そらそうと私は訊いた。

「鳥子も夏妃ちゃんみたいに、私のことかわいいってよく言うよね？」

　鳥子は黙ったまま私を見返した。瞬きが激しい。意外と動揺しているようだ。

「……言うかもね」

「どのへん見てそう思うの？」

「えっ……目とか……口とか……髪とか……？」

「ふーん」

　好みにあまり情報量がないな？

　そこへようやく落ち着いた夏妃と茜理がやって来た。

「センパイ、この〝事故〟、これで片付いたんすかね」

「うん、たぶん。今までの経験からして、ああいうのをやっつけたら、その怪異は無力化できてるから」

「あの壺とかは放っといていいんですか？」

「集めて燃やすとか、ゴミに出すとかでいいと思うよ」

　私が答えると、夏妃は大きなため息をついた。

「ありがとうございました……おつかれさまっす」

「おつかれさまでした！」

　茜理が大きな声で言う。いつも鳥子と二人でやっているのと同じようなことをしたはずなのに、体育会系の部活っぽくて変な感じだ。

「あ、そうだ！　二人とも、自分の歯、拾っておいた方がいいよ」

　鳥子が思い出したように言った。

「牛乳につけて、すぐ歯医者さんに行けば元通りにくっつくかも」

「マジすか！」

「わ、急がなきゃ」

　二人は慌てて踵きびすを返し、地面に残る血痕の上から白く光る歯を拾い上げた。

　勝手口から屋内に入って、牛乳を用意する二人に付き合いながら、私は訊いた。

「今回の、これ──何かきっかけとか、心当たりある？」

「きっかけ？」

「茜理ちゃんのときは、変なお守りを受け取ってたのが発端だった。市川さんは誰かから何かもらったりしてない？」

「別に……。あ、でも、あれ関係あっかなあ」

「なに？」

「ちょっと前に、怖い話の動画見てたんすよ。ＹｏｕＴｕｂｅｒの」

「ネットでってこと？」

「そっす。別にその話自体はたいして怖くなくて、忘れちったんすけど……そこで言ってたんすよ。この話は知ったら伝染うつる、自己責任系の話だって」

　伝染する怪異、よくある語り口ではあるけど……。

「別に信じてなかったんすけど、思い出してみるとあれ聞いた次の日っすね、猿が出たの」

「ふーん？　どんな人が話してたの？」

「女で、確か……ルナ様、とか言ってたっすかね」

「ふーん、ルナ様ね」

「そっす、あ、思い出した。ウルミルナだ」

　ルナ……月か。ウルミ……潤み……。

「……………………!?」

　一拍おいてから、私も鳥子も、絶句して夏妃を凝視した。

「え……なんすか」

「閏間冴月!?」

「背が高い？　髪の長い？　目つきが悪い？　眼鏡の？　大人の女性？」

　鳥子が早口でまくし立てる。

「や、そんなんじゃなかったすね。どっちかっていうとガキっつーか、あれ高校生じゃないすかね、セーラー服着てたし」

「セーラー服──」

　鳥子の方を見ると、鳥子はふるふると首を横に振った。閏間冴月は年甲斐もなくセーラー服を着るようなタイプではないらしい。

「どんな話だったか、全然覚えてないんすけどね」

　私たちの間に走った緊張感に気付かないまま、夏妃が言った。
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　三日後、私たちは報告を兼ねて、ふたたび小桜屋敷の応接室に集まっていた。私と鳥子、それに茜理。今回のお礼ということで、茜理はどら焼きと、ちょっといい日本茶の葉っぱを手土産に持ってきた。やっぱりこの間のお茶が不味まずかったのは、私の気のせいじゃなかったみたいだ。

「話聞いて、あたしも調べてみたんだが、確かにそういう動画配信者がいた痕跡がある」

　小桜がラップトップのキーを叩きながら言った。

「痕跡って？」

「ＹｏｕＴｕｂｅに二件、ニコ動に一件、〈ルナ様のバイノーラル怪談〉と称した動画がアップロードされてたみたいだが、よそからの転載で、どれも削除済みだった。〈ウルミルナ〉を名乗るアカウントは存在しない。ただ、ツイッターで数件だけ名前の言及があった。ルナ様の動画クッソ怖かった、とかそういうやつ。どこかのクローズドなサービス内でだけひっそり人気があるタイプの配信者だと思う」

「じゃあ、なっつんはその転載動画見たってことですかね」

「おそらくな。空魚ちゃん、自己責任系ってわかるか」

「はい。読んだ人にも怪異が訪れるという触れ込みの、内容的に微妙にリンクした一連のネットロアがその名前で呼ばれます。読んだ奴に何が起こったとしても自己責任だからな、という意味ですね」

「なるほどな。その削除されてた転載動画、どうも自己責任系のやつだったらしい」

「〈サンヌキカノ〉も、自己責任系に含まれるとされることがありますけど……あれ？　もしかして」

　顔を上げると、小桜の真剣な視線とぶつかった。

「空魚ちゃん──意図的にやってるんじゃないか、こいつ？」

「私もそう思いました」

「どういうこと？　二人で納得してないでよ」

　私と小桜のやりとりについてこられない鳥子が、ちょっと拗すねたように言う。

「要するに……裏世界に通じていて、伝染性の怪異を故意にばらまいてる奴がいるんじゃないかってこと」

「その、ルナ様って奴が？　なんのために？」

「なんだろうな。愉快犯か」

「そうでなければ……裏世界に人間を、接触させるため？」

「接触させてどうする？」

　私はかぶりを振った。推測に推測を重ねても仕方がない。

「ちょっと、私も調べてみますね。自己責任系のネットロアは、何年も前に一通り読みましたけど、別にそれで怪奇現象に巻き込まれたりしませんでしたし、ぜんぜん……」

　小桜と鳥子の、史上最大級の疑わしげな目つきに迎えられて、私の言葉は途切れた。

「なんですか」

「なんですかじゃないんだよ」

「空魚、自分の言ってること理解してる？」

「え、なに……？　理解してるけど……？」

　二人の厳しい視線が緩まないので、私の語尾はごにょごにょ言って消え失せた。

　なんだよ。

「それにしても、センパイさすがです……。都市伝説の知識凄いですよね」

　茜理の的外れな賞賛に、私は居心地が悪くなる。

「言っとくけど、私は都市伝説にはほとんど興味ないよ」

「え」

　私の言葉に、茜理だけでなく鳥子も意外そうに目を見開いた。

「そうなの？」

「うん。ぜんぜん」

「え、じゃあ……センパイは何に興味があるんです？」

「実話怪談」

「どう違うんですか？」

「え……この話する？　めんどくさいし、興味ないでしょ」

「してくださいよ。聞きたいです！」

　食い下がられて、私は重い口を開いた。

「じゃあ言うけど……都市伝説ってのは、〝噂〟なのね。これは友達の友達が体験した話なんだけど──とかいうやつ。あたかも本当にあったことのように語られるけど、出所がはっきりしない。ソースがない」

「実話怪談は？」

「実話怪談は、直接怪異に遭遇した人の〝体験談〟。体験者と報告者が明確に存在してる。人によって違いはあるかもしれないけど、私はそう定義してる」

「空魚はそっちにしか興味ないわけね。どうして？」

「都市伝説は、噓だから」

　私はそう言ったけど、鳥子はピンときていないようだった。

「実話怪談だって、実話といいつつ作り話かもしれないじゃない？」

「でも少なくとも、情報の出所がはっきりしてる。それだけでも全然違う」

　茜理は首をひねっている。鳥子は考えている。小桜はとうにその区別がついているからか、興味なさげにどら焼きをぱくついている。

　都市伝説と実話怪談の違いは、私にとっては本当に大きなものだけど、ほとんどの人には興味のないことだろう。

　みんな都市伝説が大好きだ。ロマンを求めている。でも、ここではないどこかへ切実に逃げ出したかった中学高校時代の私は、怪談に対してそれだけの本気さを求めた。

　私が探していたのは、誰が言ったか定かではない噂ではなく、誰かが体験し、誰かが書いた「実体験」だった。実話怪談で語られる怖い話、奇妙な話、意味のわからない話……それらはすべて私にとって、ここではないどこかへ続く手がかりとなる〝報告書〟だったのだ。

　鳥子が訊いた。

「ネットロアはどっちなの？　都市伝説？　実話怪談？」

「ネットロアは、インターネットのフォークロアって意味だから、単に媒体を言ってるだけ。都市伝説も、実話怪談も、ネット上で語られればネットロア」

「あ、そうか、わかった！」

　茜理がパンと手を打った。

「だからセンパイ、私が都市伝説の話を振っても全然反応してくれなかったんですね！」

「うん、まあ」

「わかりました！　じゃあ今度はちゃんとした実話怪談仕入れてきますね！」

「いや、いい」

「なんでですか!?」

　なんでもなにも、今回がまさにそのパターンだったじゃないか。

　どうも茜理が持ってくる相談は中間領域の物騒な案件ばかりじゃないのか、という疑いが私の中で大きくなっていた。うかつに銃を使えないのに物理的な危険があって、ある意味裏世界よりも生きた心地がしない。

　私は怖い体験をしたいわけではないのだ。

　ここではないどこか、未知の世界に行きたい。そのためなら、多少の恐怖くらいに負けてはいられない。それだけだ。

「そういや空魚ちゃん、髪伸びたな」

　小桜が今気付いたように口に出した。

「そうなんですよね。そのままでいいんじゃないかって鳥子は言ってくれたんですけど、小桜さんどう思います？」

「いいんじゃないか。空魚ちゃんの髪けっこうサラサラだし、伸ばしても似合うと思う」

　鳥子と同じことを言うんだな、と思って笑いそうになってしまった。二人に言われたらまあ間違いないだろう。

「じゃあ、ちょっと伸ばしてみます」

　そう言ったとき、茜理が私をじっと見つめていることに気付いた。

「なに？」

「あ、いや、今気付いたんですけど──センパイ、髪伸ばしたら、閏間先生にちょっと似てるかも」

「…………は？」

「雰囲気とか体格とかは全然違うんですけど。ロングで眼鏡かけて黙って立ってたら、遠目には似てくる気がしたんですよね」

「そ……そう」

　どう反応したらいいのかわからず、助け船を求めて視線を移すと、鳥子と小桜はソファの上で凍りついていた。気付いてはいけない事実に気付いてしまったとでもいうように、二人とも目を見開いて私を見つめている。

　さて──私は髪を伸ばすべきか、切るべきか。この些細ささいなはずの選択肢は、思いがけず複雑なものを孕はらんでいるようだった。








ファイル11　　　　　ささやきボイスは自己責任
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　閏間冴月うるまさつきの姿をふたたび目にしたのは、池袋のジュンク堂書店から外に出た直後だった。

　土曜日の午後。私と鳥子はジュンク堂の一階で落ち合っていた。最近は二人で池袋で待ち合わせることが多い。私は埼京線の南与野、鳥子とりこは山手線の西日暮里に住んでいるので、西武線の石神井公園にある小桜こざくらの屋敷に向かうときには、池袋を待ち合わせ場所にするのがちょうどいいのだ。

　別にそれぞれ勝手に小桜屋敷に向かえばいいはずなのだけれど、なんとなく、いつの間にか、そういう習慣ができていた。どちらから言い出したのかはよく覚えていない。たぶん鳥子の方だ。

　会計を終えてレジから戻った私を、新刊文芸の平台を見ていた鳥子が迎えた。

「お待たせ」

「何買ったの？」

「キャンプとかサバイバルの本」

　裏世界探検の次の段階に進むには、向こうで夜を越す方法を考える必要があった。裏世界の夜が危険とはいっても、暗くなる前に帰らなければならないのでは、行動範囲が限られすぎる。遠出するためには夜間の安全確保が必須で、そのためには、たとえ付け焼き刃でも、屋外でのサバイバル技術を学ばなければならない。

　幸いちょっと前にキャンプのブームがあったばかりで、参考にできそうな本がたくさん出ていた。今日は待ち合わせのついでに、その中から何冊か見繕みつくろって買ってみたのだ。

「本なんか買わなくても、私が教えてあげるのに」

　鳥子が不満そうに言った。子供のころに親御さんに教えてもらったとかで、キャンプの経験なんかはあるらしい。とはいえ……。

「習ったこと結構忘れてるって言ってたじゃない、鳥子」

「やってみれば思い出すって」

「またそうやって適当なこと……」

「適当じゃないよ！　身体が憶えてるから大丈夫だって」

「わかったわかった。実地で教えてもらうから」

　会話の合間に視線をちらちら感じるので、鳥子の方を見ると目が合った。

「何？」

「あ、ううん。なんでも」

「ふーん」

　肩に触れるくらいに伸びた髪を私が手でかき上げると、鳥子はばつが悪そうに視線を逸らした。

「やっぱり髪切ろうかなー」

「え……、どうして？」

「だめかな」

「だめってことはないけど」

「そうだね、鳥子も小桜さんも、長い方が似合うって言ってくれてたもんね」

「長い方が、ていうか、長くても似合う……と思うよ」

　視線を合わせようとしない鳥子の横顔を、私は目をすがめて睨む。なんだ、んん？　何かやましいことでもあるのか？

　実のところ、鳥子の態度の理由はわかっている。こうなったきっかけは瀬戸茜理せとあかりの一言だった。

　カラテカ曰く──髪を伸ばした私は、閏間冴月にちょっと似ている。

　そうかあ？　と自分では思う。あっちの方がずっと背が高いし、目つきも悪い。似てるのって髪が黒いってだけじゃないのか。そうだよ、閏間冴月の方が私より、ずっと人品が卑しい。一緒にしないでほしい。

　……と、冗談半分で流せればよかったのだけれど、どうもこの指摘が、鳥子と小桜にとっては想定外のクリティカルだったらしい。二人揃って私に髪を伸ばせと勧めた直後だったから、気まずさも倍増。なにしろあの二人は未だに失踪した閏間冴月への感傷から脱していないのだ。

　ちなみに前回の打ち上げは、カラテカも交えて、小桜屋敷でピザを取って行われた。さすがに直接〈サンヌキカノ〉と拳を交えた──というか一方的にボコった──ＭＶＰである茜理を追い出して打ち上げるなんて非道はできなかった。でも抜けた歯を入れ直した直後にピザを食べさせるのは、後から考えるとあまりいいチョイスではなかったかもしれない。

　ともかくそれ以来、鳥子は私に対して微妙なやましさを感じているようだ。別に私は気にしてないのに。

　本当に気にしてない。

　少し静かになった鳥子の先に立って、私は書店を出た。信号が変わるのを待っている人ごみの後ろで立ち止まる。

　絶え間なく車が行き交う大通りの中央には、中洲状に取り残された歩道の断片がある。その中洲を挟む形で、二本の横断歩道が対岸へと繫がっている。

　視線を上げた私は、ぎくりと動きを止めた。

　横断歩道の向こう岸──外国人観光客が長い列を作っているラーメン屋の前に、こちら側と同様、信号待ちの人々がたむろしている。

　その中に、また、あいつが立っていた。

　長い黒髪に眼鏡をかけた、背の高い黒衣の女──閏間冴月が。

「空魚そらを？　どうしたの？」

　私の様子がおかしいことに気付いたのか、隣の鳥子が怪訝けげんそうに訊ねる。

　私は返事ができない。鳥子が少し膝を曲げて、私と同じ高さで道の対岸に目をやった。

「何かいる？」

　そう言う鳥子の横顔を、私は窺う。異常に気付いた様子はまったくない。じゃあ、やっぱりあれは私にしか見えないのだ。

　そう思ってもう一度見直すと、閏間冴月の姿は、まるで写真を切り取ってそこに貼り付けたみたいに周囲から浮いていた。うつむいたまま静止画像のように動かない──裏世界で遭遇したときと同じだ。

　噂をすれば影が差す。怪を語れば怪至る。そんな言葉があるけれど、語ってもいないのに怪が出てくるのは反則じゃないだろうか。

　信号が青に変わり、周囲の人ごみが歩き始めた。視界が遮られて、一瞬、閏間冴月が見えなくなる。

　ふたたび向こう岸が見えたときには、黒衣の女の姿はもうなかった。

「空魚」

　鳥子が私の肩に手を掛ける。私はふうっと息をついてかぶりを振った。

「……ごめん、ぼうっとしてた」

　鳥子は眉を寄せて覗き込んできた。

「大丈夫？」

「うん、もう平気。なんでもない」

「ならいいけど」

　気遣わしげに私の腕を撫でてから、鳥子が手を放した。

　もうほとんどないことだけど、ごくたまに、今まで体験した恐怖のフラッシュバックのせいか意識が飛ぶことがある。それを鳥子も経験しているから、私の言い分を疑いはしない。

　恐れていたことが現実になってしまった。

　ヤマノケと遭遇した際、裏世界に現れた閏間冴月の影は、それ以降ふっつりと現れなくなっていた。あれで終わるわけがない、きっとまた出てくる、もしかすると表の世界にも……。そう危惧していたけど、残念ながら当たってしまったようだ。

　どうしよう──面倒なことになった。

　これからあいつにずっとつきまとわれては堪たまったもんじゃない。私にしか見えてないからまだいいけど、鳥子に隠し通すのはなかなか神経を使うし──

　なかば考えにふけりながら横断歩道を渡ろうと歩き始めた私の眼前を、車が風を巻いて走り過ぎた。

「ちょっと空魚！　危ないよ、何してるの」

「え、あれ？　信号青じゃ……!?」

　顔を上げて私は困惑した。いつの間にか信号は赤になっていた。しかも私たちがいるのは元の歩道ではなく、二つの横断歩道に挟まれた、車道の中洲だった。

「……は？　なんで私ここにいるの？」

「ねえ、ほんとに大丈夫？　空魚、自分でふらふら歩いてここで立ち止まったんだよ？　覚えてないの？」

　そう言われてようやく事態が呑み込めてきた。

　じゃあ、私は──本当に意識が飛んでいたのか。

　目の前を車が次々と走り去っていく。気付かないままもう一歩前に出ていたら、今ごろ轢かれていたところだ。

　鳥子に対するごまかしのつもりだったのに。

　駅方面への道が混み始めて、通り過ぎる車列の速度がのろくなる。風俗求人のアドトラックが私たちの前で停止した。高収入を謳うＣＭソングがトラックのスピーカーから大音量で流れている。車体一面に描かれた何人もの女性キャラクターは、全員目と口の部分が無造作に黒く塗られていた。それに気を逸らされて、背後から話しかけられるまで、私たち二人以外の誰かがいることに気付かなかった。

「あのすみません、あの！」

　うわずった声に驚いて振り返ると、四十代後半くらいの女が立っていた。

　ほつれたセーターに皺の寄ったスカート、足にはサンダル。やたら大きな黒いショルダーバッグを斜めに肩から掛けていた。髪は脂じみていて、変な刺激のあるお香の匂いを漂わせている。

　女は鳥子の方を見て、熱の籠もった口調で言った。

「て！　てっ！」

「は？」

「手、これあれですよね、あなた、写真の」

　顔を見合わせる鳥子と私。何を言われているのかわからない。

「わたし見たんですブログで、きれいだなってずっと思って、それで写真ずっと持ってるんですプリントアウトして」

　女がショルダーバッグのフラップを上げると、中身が見えた。紙のファイルが何冊も入っている。それぞれの背表紙には太いマジックで〈ありがとうございます〉〈ごめんなさい〉〈夢　ＤＲＥＡＭ〉〈！！！悪魔！！！〉といった文字が殴り書きで記されていた。女は〈ありがとうございます〉を引っ張り出して開き、中から写真を一枚取り出した。

「これ、これです。あなたですよねっ」

　私たちの前に現れた写真は、鳥子を撮ったものだった。

　電車の席に座ってスマホを見ている鳥子。その左手は剝き出しで、透けているのがよくわかる。透明な範囲はまだ指の途中まで。手袋をしていないから、時期的には八尺様との遭遇の後だろうか。

「何これ、なんで──」

　鳥子が言いかけたところに、女がまくしたてる。

「ずっと探してたんですあなた、輝きの手を持つ御方、こんなに美しい方そうそういませんから見つけるのは難しくないと思ってました、写真が山手線でしたから山手線沿いの大きな駅を毎日見回って、やっぱり引き寄せることができました、こうしてちゃんとお会いできたんですから、思いは形になるんですよね、何もかも繫がっていて」

　すっと脳が冷えた。

　私は何も言わず、女の前に割って入った。肩越しに鳥子へ声をかける。

「信号が変わったら走って」

「そら──」

「名前呼ばないで！」

　鳥子は危ういところで口をつぐんだ。こういう手合いにはいっさい個人情報を摑ませたくない。

　女は今になって私の存在に気付いたみたいに、大きく目を見開いた。

　そして私に向かって、握った左手を突きつけてきた。拳の人差し指と中指の間から、親指を突きだしたジェスチャー。

「おまえやめろ！　こっち見るな！」

　そう口走りながら左手を私の顔に向けてくる。

　私より先に、背後の鳥子が怒った声を上げた。

「何のつもり!?　やめて！」

「邪視！　邪視ですよこれは！　あああ、こんな恐ろしい目を人に向けたらだめでしょ！　こっち見るな!!」

　鳥子は単に攻撃的なハンドサインだと思って怒っているようだけど、私には女が何をしているのか理解できた。魔除けの身振りだ。見ることで災いをもたらす〈邪視〉の伝承は世界中にあって、それに抵抗するために下品なジェスチャーをするという言い伝えも広く見られる。まさか自分がその対象になるなんて……。

　どう見ても迷信に囚われた行動だけど、でもこの場合、あながち間違ってない。なにしろ私の右目は本当に人を狂わせることができるのだから。そう考えると、ちょっと面白くなってしまった。

　その思いが顔に出てしまったようで、女が眉を吊り上げて喚きだした。

「何を笑ってるの！　このいかがわしいガキ！　雌犬！　サタン！」

　効かないよぉ、とでも言って脅かしてやろうかという考えがちらりと頭をかすめたけど、やめた。こういうのを刺激したって得るものは何もない。

「行こう」

　ちょうど信号が変わったので、私は鳥子に声をかけて踵を返した。邪魔な位置に止まったままのアドトラックを回り込んで、横断歩道を走り出す。向こうから渡ってくる人ごみにわざと突っ込んでいく私たちの背後から、女の声が叫んだ。

「待って！　お待ちください！　せめてひと目、その輝くお手を──」

　最後まで聞かずに、私たちは池袋の人波に紛れた。
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「おめでとう。ファンがついたな」

　話を聞いた小桜がからかうような声を上げると、鳥子が吐き捨てるように言った。

「やめてよ……冗談でも嫌」

　鳥子は見たこともないほど顔をしかめていて、私はつい目を奪われた。いつも飄々としている鳥子が、こんなに嫌悪感を露わにするのは珍しい。

「ね、空魚！」

「えっ？　あっ、うん！」

　気が散っていたので生返事になってしまった。鳥子の胡乱うろんげな視線に舐められて、私は目をそらした。

　私と鳥子は女を振り切った後、石神井公園の小桜屋敷に来ていた。予定通りではあったものの、警戒しながら駅まで遠回りしたので遅れてしまった。おかげでもう午後も遅い。小桜の部屋はいつもカーテンが閉め切られて暗いから、あまり関係ないのだけれど。

「写真撮られたのは気付いてたのか」

　キーボードをぽちぽちやりながら小桜が訊く。

「電車の中で撮られたのは憶えてる。けっこう前だけどね。それが嫌で手袋するようになったから……。だけどそれ一回だけだと思うな」

「その一回の写真がネットに上がって、熱心なファンができたってわけだ」

「だからやめてってば！」

「せめて可愛い子だったらよかったのにな」

「そういう問題じゃないよ！」

　鳥子が大きな声を出した。

「一方的な感情押しつけられるだけで怖いのに。空魚にも酷いこと言うし、許せない」

「わかったわかった。悪かったよ」

　小桜が気のない謝罪をしてキーボードから手を離し、椅子の背もたれに寄りかかった。

「出てこないな」

「何が？」

「おまえの写真」

　小桜の見ているディスプレイの一つでブラウザが開かれている。どうやらさっきからネットを検索していたようだ。電車の中で昏倒している酔っぱらいや、変な格好をした乗客の写真が画像検索画面にずらりと表示されていた。ただ軽口を叩いていただけではなかったみたいだ。

「思いつくワードは一通り検索してみたけど、全然出てこない。その女、どうやって見つけたんだ」

「確か、ブログで見たとか言ってました」

「ブログねえ。けっこう簡単に非公開になったりするから追うのは難しそうだな……」

「そういえば──あっちの方はどうですか？」

　私が訊くと、小桜は顔をしかめた。

「さっぱりだな。名前の痕跡はあの後も見つけたが、動画そのものには相変わらずたどり着けなかった。空魚ちゃんは？」

「同じくです。いろいろ漢字当てて調べて、いくつかそれっぽいのがあったんですけど、どれもリンク先はなくなってて、キャッシュもありませんでした」

「ＹｏｕＴｕｂｅとニコ動と、あとどこだっけ。たぶんそれあたしも見たけど、全部消えてたな」

「手がかりがグーグルの検索結果に出てくるテキストの断片しかないんですけど、どれも転載っぽかったですよね」

　そこで鳥子が口を挟んできた。

「ねえ。今って、〈ウルミルナ〉の動画の話してるんだよね？」

「うん。そうだよ」

　怪談動画配信者、ウルミルナ。ここしばらく私と小桜は、この正体不明の人物の素性を探ろうとしていた。

　最初の情報は、カラテカ──後輩の瀬戸茜理──の幼なじみ、市川夏妃いちかわなつみからもたらされた。

〈サンヌキカノ〉に悩まされるようになる直前、夏妃は、〈ウルミルナ〉を名乗る人物の怪談動画を見たと言っていた。

　夏妃が怪異に巻き込まれたのは、その動画のせいだというのが私の推測だった。なぜなら彼女が視聴したのは、〈自己責任系〉と呼ばれる類の、聞いた者にも伝染する話だったからだ。具体的にどの話なのかは憶えていないということだったけれど。

「読んだら呪われる」という〈自己責任系〉は、廃墟の一室や、閉ざされていた「開かずの間」に入り込んだ若者たちが、何かに取り憑かれて死んでいくという一連の怪談だ。語り手が違うのに内容が似通っていることから、何らかの関連性があることが疑われた。共通する要素としては、犠牲者を追ってくる存在の名前（ヤマニシ、山岸、根岸など）、目へのダメージ、髪を引っ張られる描写、霊能者に相談して怒られる、などが挙げられる。

　私は、その動画が視聴者を裏世界の存在と接触させるよう仕組まれたものだったのではないかと疑った。小桜も同じ意見だった。つまり──不特定多数に怪異を伝染させる目的で、〈自己責任系〉のネットロアをばらまいている奴がいる。

　それが〈ウルミルナ〉だ。

　私たちにはこの推測が間違っていないという確信があった。

　理由は、名前だ。

　ウルミ、ルナ。

「潤み」「月」──あまりにも閏間冴月に似すぎている。最初は本人の変名かと思ったくらいだ。だけど市川夏妃の証言によれば、〈ウルミルナ〉は、セーラー服を着た高校生くらいの女子だったという。小桜も鳥子も、そんな人物に心当たりはないそうだ。

　実のところ私は二人より醒めた目で見ていて、こいつも閏間冴月が家庭教師として粉をかけた冴月ファンガールなんじゃないかと推測している。二人とも同じ疑いを抱いてはいるだろうに、口に出さないのが本当に未練がましいと思う。

　ともかく、コメントでルナ様とも呼ばれていたというこの配信者が、閏間冴月とどういう関係にあるのか、私たちは突き止める必要があった。そして故意かどうかにかかわらず、不特定多数の人間を裏世界に巻き込むのを止めなければならない。危険すぎるし、迷惑すぎる。

　──というような前提や説明は、小桜が相手だと全部省けて話が早いので、二人で会話していると、ついつい鳥子を放置してしまう。こういうとき鳥子が見せる拗ねたような顔はかわいいと思う。

　なので、私は素っ気ない返事だけして、小桜との会話を続けた。

「転載前の元動画は、スマホ向けの動画サイトで出回ってたっぽいんですよね」

「それなんだよな……。正直言うとあたしはスマホ系のサイトやアプリはよくわからん。おまえらの方が若者だから見当が付くんじゃないのか？」

「知らないです、全然」

「二年前までＪＫだったのに？」

「ああいうのは友達の多い奴が使うんですよ」

「鳥子は？」

「私は大検だもん。高校ほとんど行ってない」

「なんだよ、この部屋ぼっちしかいないのかよ」

　小桜が呆れたようにため息をつく。鳥子が首を横に振った。

「もう違うよ」

「はは。泣ける」

　鼻で笑うと、小桜が椅子を回してディスプレイに顔を戻した。

「もう一回後輩ちゃんズに聞いてみたらいいんじゃないか。おまえらより年下だし」

「気は進まないけど、それがいいですかね……」

　私はしぶしぶ答えた。茜理と夏妃はこれ以上巻き込みたくない……というか、夏妃はともかく茜理の方は、放っておくとまた別の面倒を持ち込んできそうで怖い。

「検索結果もいつ消えるかわからないから、スクショ撮っておいた方がいいな」

　小桜がブラウザの検索窓に「ウルミ　ルナ」と打ち込んで、エンターキーを押した。

　そして、その体勢のまま固まった。

「…………え」

「どうしました？」

　小桜が黙って画面を指差す。

　私と鳥子が小桜の両側から覗き込む。ブラウザには検索結果が一件だけ表示されていた。

〈潤巳るなの囁き怪談　青い目の女〉

「ねえ、これ、うるみ──って読むのかな」

「そう……だと思う、たぶん」

「空魚ちゃん、こんなのあったか？」

「私も初めて見ました」

「青い目の女って書いてるけど……」

　鳥子と小桜に揃って顔を見つめられて、私は居心地が悪くなる。

「いやまあ、ほら、人形がらみの怪談かもしれませんし？　フランス人形的な……」

「にしちゃタイミングがよすぎないか」

　確かにタイミングがよすぎる。今までどう検索しても見つからなかったものが、こうも唐突に現れるなんて。まるでこちらの動向を見計らったかのような……。

　時空のおっさんのとき、小桜屋敷に現れた三人のおばさんのことがどうしても頭をよぎる。

　求めていた情報が目の前に出てきたというのに、私たちはしばらく身動きできずに、ただ画面を見つめていた。

　検索画面から得られる情報はほとんどない。わかるのはせいぜい、リンク先のＵＲＬがＹｏｕＴｕｂｅであることくらいだ。サムネイルに表示された動画の長さは、四分三十秒。

「再生……してみましょう」

「え」

　小桜が目を丸くして私を見上げた。

「待てよ。これも自己責任系なんじゃないのか」

「間違いなくそうでしょうね」

「わかってて開くのか？　なんか来るだろ絶対！」

「何か来ても、私と鳥子なら対処できます。でしょ、鳥子」

　私が同意を求めると、鳥子はニッと笑った。

「うん。私たちプロだからね」

「いやいやいやいや」

　小桜が激しくかぶりを振った。

「頭おかしいって！　なに調子に乗ってんだよ！」

「でも開かないと何もわからないままですよ」

「いや、だからって」

「クリックしますよ。マウス貸してください」

「やだ！　やだやだやだ」

　小桜がそう叫んだかと思うと、椅子ごとゴロゴロ後ろに下がって、床に積んであった本のタワーを薙ぎ倒して止まり、ぴょんと飛び降りて廊下に逃げ出した。初めて見る素早さだった。

「小桜さん!?」

「絶対見ないからな！　ばかじゃねーの!?」

　廊下の奥から怒鳴り声が聞こえて、バタンとどこかの扉が閉まった。

「小桜には酷だよ、空魚」

「まあそうだよね」

　私は戸口から鳥子に目を戻した。

「ああは言ったけど、鳥子も離れてた方がいいと思う」

「どうして。空魚が見るなら一緒に見るよ」

「ありがと。でもコトリバコのときのこと、憶えてるでしょ」

　私がそう言うと、鳥子の表情が曇った。

　あのときは、閏間冴月の研究ノートをうっかり読んだせいでコトリバコが現れて、私と鳥子は死にかけた。閏間冴月も一緒に現れたのだけれど、これは私だけが知っている秘密。今回だって何が起きるかわからない。そのためには、リスクを分散しておいた方がいい。

「私の目なら、何か異常が起こっても感知できる。だから、鳥子は小桜さんと一緒にいてあげてよ」

「……わかった」

　不承不承という態度で、鳥子が言った。

「でも危なそうならすぐに叫んでね」

「わかってる」

「動画が四分三十秒だから……五分経って呼ばれなかったら飛んでくるからね。オーケイ？」

「オーケー」

　私がそう答えた後も、鳥子は眉根を寄せてこちらを見つめている。大丈夫だから、と言おうとしたとき、鳥子がふっと動いた。

　次の瞬間、私は鳥子に抱きしめられていた。

「へえっ!?」

　変な声を上げて固まる私。鳥子の体温、鳥子の匂い、鳥子の柔らかさとしっかりした筋肉の感触が頭いっぱいに広がる。

　何秒くらいだろうか、しばらくハグをしてから、鳥子が身体を離した。

「気をつけてね」

「わ……わかってる。大丈夫だよ」

　私は動揺したまま答えた。正直なところハグされる前の方が冷静だったのだけれど。

　心配そうな顔のまま出て行く鳥子を見送って、部屋の扉を閉めた。

　はー……びっくりした。

　いきなりああいうことをしないでほしい。どうしたらいいかわからなくなってしまう……。

　カバンからマカロフを取り出し、スライドを引いて装塡を確認する。銃を片手にデスクに屈み込んで、マウスを摑んだ。

　本当は私だって怖いけど、躊躇ためらっている時間はない。早くしないと心配した鳥子が戻ってきてしまう。

　落ち着くためにふーっと息を吐いて、私はリンクをクリックした。

　画面がＹｏｕＴｕｂｅに切り替わった。再生数は一桁。投稿者の名前は「urmrn」。動画説明欄には何も書かれていない。マカロフのグリップを両手で握って、私は動画を注視する。

　数秒間の暗闇の後、画面にセーラー服の少女が現れた。

　横長の画角。正面ややアオリのアングルで、映っているのは口元からお腹くらい。背景は──いかにも廃墟っぽい薄汚れたコンクリートの壁。右目に意識を集中して、何か異常の兆候がないか探す。画面の向こうはわからないけど、少なくとも部屋の中、ＰＣ周りには銀色の燐光は現れていない。




「こんばんは。潤巳るなです──」




　──なんだ？

　声を聞いた瞬間、ぞくぞくっと耳から首筋、背中へと、冷たい痺れが駆け下りた。背骨に沿って何かが流れ込んできたような感覚。

「初めましての方は初めまして。そうでない方は、またお会いしましたね。ふふっ」

　芝居がかったところのあまりない、素人の声に思えた。声優とか、アナウンサーとか、そういう訓練を受けたプロではないと思う。どちらかというと訥々とつとつとした喋り方だ。だけど声そのものに、とんでもない魅力があった。

「気をつけてくださいね。ここから先は、自己責任ですから。聞き終わったとき、あなたの身にも、何かが起こるかもしれません。それが嫌なら、ここで動画を止めてください」

　少女が喋るごとに、ぞくぞくが強くなっていく。まるで両方の耳のそばで囁かれているみたいだった。

　こんな声を聞くのは初めてだ。何かが耳の穴からするりと入り込んで、頭の中で渦を巻いて、そこへ吸い込まれていくように、私の意識が、きゅるきゅるっとまわって、おちて、

「いいですか？　では、改めて──潤巳るなの囁き怪談へようこそ。今日の話は、青い、めのおん、なああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
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　　　　　。。。。。。。。。。。。
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「──空魚！」

「わあ!?」

　耳元で叫ばれて私は飛び上がった。

「大丈夫？　何があったの？」

　鳥子が横に立っている。ぶるぶる頭を振って、私は訊ねた。

「……私、何してた？　何か言ってた？」

「ただ窓際に立ってただけ、だけど」

　鳥子が戸惑ったように窓の外に目をやった。

　窓の外──。どういうわけか、私はずっと締め切られていたはずの遮光カーテンを引いて、外を見ながら立ち尽くしていたようだ。手に持っていたはずのマカロフは、デスクの上に置かれていた。そんなことをした記憶はまったくない。

　外に何かがあるわけでもなかった。苔の生えた塀だけだ。オレンジ色の夕陽が、部屋の中まで射し込んでいる。

「何分経った？」

「五分。動画、どうだった？」

　言われて画面に目を戻した。

　ＹｏｕＴｕｂｅの画面には、灰色の地に、○に囲まれた「！」マークが表示されていた。つまり〈動画が見つかりません〉。

「……なくなっちゃったみたい」

　まだ呆然としたまま、私は呟いた。




「結局なんにもわからないままか」

　小桜が不満そうに言う。

「ったく、人の家であんだけ大騒ぎして……」

「大騒ぎしたのは小桜じゃん」

「うるせーばか」

　駅への帰り道。後ろを歩く鳥子と小桜のやりとりを聞き流しながら、私は考えていた。

　あの投稿者は、ちょうどいいタイミングで動画をネットにアップロードして、私が見たらすぐ、用は済んだとばかりに引っ込めたことになる。まるでこっちを監視していたみたいだ。

　本当に監視されているのか、それともあれも裏世界の〝現象〟の一側面なのか。いずれにしても、これで終わりなはずがない。動画が〈自己責任系〉のものなら、視聴した私の身にもこれから何かが起こるはずだ。

「な、泊まっていってもいいんだぞ。もう遅いし」

「全然遅くないよ。まだ七時にもなってない」

「これから暗くなるじゃん！」

　私の後ろではずっと、小桜がうわずった声で鳥子に話しかけている。私たちが帰るとき、小桜が駅までついてくるのは初めてだった。いつもだったらそっけなく、帰れ帰れ、しっしっという感じなのに、今日は怖さに耐えきれなかったらしい。

「……そんなに言うならいいけどさ、寝具の予備とかあるの？」

「ないけど、ソファで寝ればいいだろ」

「ソファに二人も寝られないよ」

「じゃあ朝まで起きてよう。あたしも寝ないし」

「空魚、どうする？」

　鳥子に訊かれて、私は振り向かないまま答える。

「小桜さん、いいんですかそれで」

「何が」

「これから動画見た私のところに何か来ると思うんですよね。一緒にいたら、小桜さんもそれに巻き込まれますよ」

「ぐっ……」

「だよねえ。小桜、怖いのはわかるけど、今日は一人で寝た方がいいと思う」

「おまえらは二人でいるからいいだろうけどさあ！」

「じゃあせっかくだし駅前でご飯でも食べましょうか。お酒も入れば、少しは小桜さんの気も紛れ──」

　そう言いかけたところで、後ろ髪を摑んでぐいっと引っ張られた。

「痛っ！　ちょっと……やめてくださいよ！」

　憤然と振り返った私を、小桜と鳥子がきょとんと見返してくる。位置は三メートルくらい後ろ。私の髪を引っ張れるような距離ではない。

　あれ？　と思った次の瞬間。二人の後ろに立っている影が目に飛び込んできた。

　閏間冴月。

　今まで身じろぎもしなかったその影が、不意に動いた。

　黒衣の腕がすっと上がり、鳥子の肩へと伸びる──。

「鳥子！」

　私は悲鳴を上げて駆け寄った。鳥子の腕をガッと取って、力任せに引っ張る。

「わっ!?」

　鳥子が前のめりに転んで、地面に手を突いた。

「いたっ、なに、どうしたの──」

　鳥子の声を、私はほとんど聞いていなかった。

　今や私は閏間冴月に触れられそうな場所に立っていた。八尺様のときを思い出す。あのときも、確かこんな状況だった。

　そろそろと視線を上げた私を、閏間冴月が見下ろしていた。爛々と輝く、青い両目──私の右目よりずっと濃い、裏世界深部に続く穴のような恐ろしい目だった。その中に落ちていきそうな感覚をおぼえて、一瞬気が遠くなった。

　そのときだった。車のブレーキ音が鳴り響いて、すぐそばに白いワゴン車が止まった。一瞬遅れてそちらを見たときにはもう、開いたスライドドアの中から二人の男が降りてきて、私の身体を摑んでいた。

「えっ……!?」

　反応できないうちに、私の身体は持ち上げられて、車の中に放り込まれていた。ゴムシートの敷かれた床に打ち付けられて息が詰まる。さらに車内にいた二人が私を押さえつけたかと思うと、頭に袋をかぶせられた。

　なんだこいつら──!?

　抵抗しようとした途端、首筋に鋭い痛みが走った。何かが刺さった、と思ううちにも、強烈な眠気が襲ってきた。身体に力が入らなくなる。抵抗どころか、目を開けてさえいられない。すぐ隣に誰かが倒れ込んできて、うっと呻く声が聞こえた。

　──鳥子……！

　ドカドカと靴が上がり込んで、車体が沈む。スライドドアが閉められて、エンジンが唸り、車が急発進した。誰かが外で叫んでいる。私の名前を呼んでいる──。

　眠気の波に覆われて、私の意識はそこで暗闇に沈んだ。
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　──空魚……空魚……。

　誰かが名前を呼んでいる。

　──目を覚まして……さあ……。

　鳥子？

　どこ？

　──あいつらを、早く……。




　──早く……燃やして……。




「はっ……」

　唐突に意識が戻った。瞼を開くと、頭にかぶせられた袋の布地が視界を遮っていた。粗い布地を通してわずかに光が射し込んでくる。

　おそらく薬のせいだろう、不自然な眠気の残滓で頭がズキズキ痛む。全身だるくて、今すぐ横になりたいくらいだ。

　身体を動かそうとしたら、手首足首でつっかえた。腕を後ろに回した状態で椅子に座らされているようだ。

「う……」

　隣で呻き声が聞こえた。鳥子も捕まったのか──。焦って声をかけようとしたとき、他にも人の気配があることに気が付いた。

「目が覚めたようです」

　男の声だった。

　後ろから足音が近付いてきて、私の頭から袋が剝ぎ取られた。

　開けた視界に、コンクリートの床と壁が映る。広くて薄暗く、窓がない。何かの工業施設の廃墟のように思えた。

　何人もの男女が私たちを遠巻きにして、こちらに視線を向けている。服装はスーツからＴシャツジーパンまでばらばら。知らない顔ばかりだ。

　──いや、違う。中の一人に見覚えがあった。

　今日の昼間、池袋で声をかけてきた、不審な女。私と目が合うと、びくっとして顔を背け、他の人間の陰に隠れた。

　鳥子は無事だろうかと横を向いて、意表を突かれた。

　数メートル離れた椅子に拘束されているのは、鳥子ではなく小桜だった。

　まだ意識がはっきりしないのか、顔をしかめて頭を振っている。

「なんだ、おまえら……誘拐されるような筋合いはないんだが」

　しゃがれた声で小桜が訊いた。

「ヤクザには見えないな。身代金目的か？　悪いがあたしの資産なんてたかが知れてるぞ。こいつもただの貧乏学生だ。近所の誰かと人違いしてないか？」

「人違いじゃないですよ、小桜さん」

　背後からの声に、背筋がぞくっとした。

　その声を、私は知っていた。柔らかく、繊細なのに、耳元で囁かれるみたいに頭の中へするすると入り込んでくる、あまりにも魅惑的な声。

　踵を鳴らして近付いてきた声の主が、私と小桜の間を通って、正面でくるりと回った。セーラー服とカーディガン姿の女子高生。髪はだいぶ長くて、三つ編みを頭の横で丸く括ってから後ろに流している。身動きできない私たちに向かって、満足げに目を細めている。顔を見るのは初めてだけど、すぐにわかった。

「……潤巳、るな」

「せいかーい」

　私に向かってぱちぱちと拍手をして、潤巳るなが言った。

「ごめんね、怖がらせちゃって。身体大丈夫？　一応、あんまり強い薬使うなって言っておいたんだけど。あ、この人たちのことは気にしないで。でもすっごい便利なんですよ。私の言うことはなんでも聞いてくれるから」

　ふふっと笑って、潤巳るなは続けた。

「あ、それでね、小桜さんには大事な用があるんです」

「なんだよ」

「冴月さまのお話、聞かせてほしいなって」

　小桜は潤巳るなの顔を見上げて、しばらく黙っていた。

「そのためにあたしを拉致ったってのか？　それを聞くためだけに？」

「だってきっと、まともに聞いても教えてくれないでしょう」
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　取り巻きの一人が、別の椅子を持ってきて置いた。潤巳るなが当たり前のように腰を下ろして、私たちに向かい合う。

「それなりに調べたの。あなたは冴月さまと一時期、ブルーワールドの研究を巡って協力していた。冴月さまが行方不明になるまで、あなたと仁科鳥子は、あの方と最も親しい間柄だった。だよね？」

「…………」

　小桜は答えようとしない。ブルーワールドというのは、こいつらなりの裏世界の呼び名だろうか。

　げんなり感の滲み出た声で、小桜が訊ねた。

「冴月のファンかよ……。おまえ高校生だよな？　いつ会った？　あいつ、どんだけ未成年に手ェ出してんだよ」

「おっ、古参マウンティングですかー？　感じ悪いよー小桜さん」

　るながからかうように言った。

「実はねー。私会ったことないんだ、冴月さまとは」

「あ？」

「正確に言うとね、聞いたことはある。でも話したことはない」

　怪訝な顔の私と小桜を前にして、るなは得々と語り始めた。

「私、中学のころから配信者やってたのね。ただそのころは、あんまりＰＶなかったんだよね。ていうかぶっちゃけ全然人気なかった。アプリ変えたりして、いろいろ試してみたりもしたんだけど、やっぱり埋もれちゃって……。もうやめようかなって思ってたとき、参考にするために他の人のＡＳＭＲ動画いくつか聞いてたの。あ、ＡＳＭＲってわかる？」

「オートーノマス・センサリー・メリディアン・レスポンス」

　小桜が即答すると、るなは目を丸くして手を叩いた。

「さっすがー！　それそれ、多分合ってる」

「……なんですかそれ」

　私がぼそぼそ訊ねると、小桜は面白くもなさそうに答えた。

「自律感覚絶頂反応──平たく言うと音フェチ動画。髪を切る音とか、タイピングの音とか、ページをめくる音とか、そういう聞いてて気持ちいいやつを収録した音源のことだ」

「そうそう、耳かきとか囁き声とか人気なんだけど……、私がそのとき巡り会ったのは、聞いたこともないような音だったんだ」

「Ｒ‐18のやつにでも手を出したのか？」

「ねえ、つまんないこと言わないで」

　るながぴしゃりと言ってから、うっとりした顔になった。

「それはね──神様の音だった」

　私と小桜は顔を見合わせる。

「今でもはっきり思い出せる。動画のタイトルは『ブルーワールド』。サムネイルは……金髪の、外国の女の人だったけど、たぶん適当なフリー素材。聞いてみたら、最初はなんの音だかわかんなかった。どこまでも続く空を、風が吹いているようにも聞こえた。海の中にどんどん潜っていくようにも思えた。不思議な音だな、なんだろうって思いながら聞いてたら……神様が現れた」

「なんだ、神様って」

「すごく大きくて、すごく怖くて、人間とは全然違うものが……音の中から浮かび上がってきたの」

「大きくて、怖くて、人間とは違うもの……？　それって……」

　私が呟くと、るなは熱心に頷いた。

「そう！　それって、神様でしょ！　ほんとびっくりしたよ。だって、ＡＳＭＲ聞いてたら、頭の中に神様が出てきたんだもん。予想もしないよね」

　それはまあ、そうだろうけど……。

「びっくりして怖くなったけど、なぜか聞くのがやめられなくて。そのまま聞き続けてたら、神様の言葉を伝える女の人が出てきたんだ。それが──」

「──冴月か？」

「そう！　冴月さま！　その瞬間、理解しちゃったんだ。私は今までこの人のために生きてきたし、これからもずっと、この人のために生きるんだって。気付いたら私はその場でひざまずいてた。冴月さまは音の中で私に触れて、贈り物をくださったんだ。それが私の〈声〉。誰にでも言うことを聞かせる、ブルーワールドのギフト。これを使って何をすればいいか、私はちゃーんとわかってるんだ」

「……その動画、まだあるのか？」

「聞いてみたくなった？　でもごめん、ないんだ。ていうか私が聞き終わって、気付いたらなくなってた。検索にも引っかからないし、ローカルにも保存されてないし、再生履歴にも残ってない。どうやってその動画にたどり着いたのかも全然憶えてない。だから、本当にあったのかって疑ったくらい。でも私の記憶にははっきり残ってるし、ちゃんと憶えてる。頭の中で再生できるくらい。きっと、動画が形を変えて〈声〉になって、私の中に入り込んだんだと思う。こういうの、啓示って言うんだよね」

　この話はいったいなんだ？　存在したことすら疑わしい動画によって脳裏に焼き付けられた音。得体の知れない「神様」。とりとめのない話の中に、唐突に現れる閏間冴月。そしてギフト──。

　低い声で小桜が訊ねる。

「それで冴月を崇拝するようになったって？」

「崇拝、そう！　私、崇拝してるの、冴月さまを。私にこの声を与えてくださった方。ブルーワールドの御使い……。実在するのはもうわかってる。どうかもう一度ひと目逢いたいと思って、私はあの方を追いかけてるの」

「どう考えても異常だろうが。イカレてるよ、おまえら全員」

「全員じゃないよ。冴月さまを崇拝してるのは、私だけ。ほかの奴らが崇めてるのは、私」

　るなが周りを見回すと、取り巻きが熱心に頷いた。薄暗いなかでも、彼らの頰が紅潮して、目が潤んでいるのが見て取れる。

　自分の眉間にすごい皺が寄るのがわかった。

　やっぱりこいつらカルトか……。

　あの〈ありがとう女〉が加わっているから察しは付いていたけど、推測が合っていても嬉しくはなかった。カルトに話は通じない。信仰対象がなんだろうと関係なく、この世でいちばん関わりたくない類の集団だ。正直言って私は、カルト信者より裏世界の化け物を相手にする方がマシだった。

　私の視線を感じたのか、くるりと私の方を向いて、潤巳るなが訊ねた。

「そうそう、それでもう一つ教えてほしいんだけど──あなたは誰？」

「知らないで誘拐したのかよ」

「本当は小桜さんと仁科さんの二人を連れてきてもらうはずだったの。そしたら知らない子が混ざっててびっくり」

「申し訳ございません!!」

　後ろから大声が聞こえて驚いた。首をねじって振り返ると、四人の男が土下座している。私と小桜を誘拐した実行犯だろうか。

「どうかお許しください、ルナ様！」

「もう一度やらせてください！　今度は絶対にルナ様を失望させません！」

　口々に叫ぶ男たち。つまらなそうにため息をついて、るなが言った。

「まーしょーがないよ、やっちゃったものは。それで……？　あなたは誰？　冴月さまとはどういう関係？」

「そいつはあたしの学生だ。冴月とは関係ない」

　私が答える前に、小桜が言った。

「学生？　大学で教えてるわけでもないのに」

「わざわざ教えを請いにあたしの家まで来るような変人なんだよ」

「ただの変人にしては、物騒なもの持ってるみたいだけど？」

　取り巻きの一人が、私のトートバッグを持ってるなのそばに来た。るながバッグを覗き込んで、ホルスターに入ったままマカロフを摘み上げた。

「あなたもブルーワールドに行ったことあるんだよね。そうでしょ？」

　何も答えないでいると、るなはマカロフから手を放した。

「ていうか、その目だよ」

　るなが椅子から立ち上がると、私の前まで来て、顔を覗き込んでくる。

「義眼とか、カラコンじゃないよね、これ。すごーい、何見たらこんな目になれるの？」

「ルナ様！　危ないです、その女の目は邪視です」

〈ありがとう女〉が後ろから叫んだ。

「じゃし？」

「災いをもたらす魔眼です。見られてはいけません、お身体に障ります」

「へえー。そうなんだ？」

　これは私への質問。そんなこと訊かれても困る。

「……知らない」

「ふーん。そんなに怖い目なら、くり抜いちゃった方がいいかもね」

　るなが言った途端、後ろに控えていた男の一人が、ナイフを手に進み出てきた。ぎょっとして逃げようとしたけど、手も足もびくともしない。ケーブルをまとめるのに使うプラスチックの結束バンドが、私を椅子に固定していた。

　噓でしょ。そんな簡単に人の目をくり抜いたりするわけが……。自分の身に起こりつつあることが信じられずに、鈍く光るナイフを凝視していると、るなが明るく笑って言った。

「ふふっ、冗談冗談！　下がってていいよ」

　るなの言葉に、男は従順に元の位置へと戻った。竦み上がった私を見下ろして、るなが微笑む。

「本当に従順な奴らなんだ。みんな私の声が大好きで、命令すればなんでもやってくれる。はっきり言わなくても、今みたいにちゃーんと私の思いを汲んで、先回りしてくれるの。止めなかったらあなたの目、今ごろなくなってたね」

　るなの手が伸びてきて、私の頰をぴたぴたと触った。

「でもそんなことしたらもったいないよね。こんなきれいな青い目……。これもブルーワールドのギフト？」

　私は一言も答えられずに、ただ浅い呼吸をしながらるなの顔を凝視しているだけだった。

「おい。そいつは関係ない。聞きたいことがあるなら私に訊け」

　小桜が言った。るなは私から手を放して、小桜に歩み寄る。

「そうだね。もともと小桜さんにインタビューしようと思ってたんだし」

　るなは小桜の背後に回って、その耳元に口を寄せた。

「じゃあ、手始めに……この片眼の青い子の名前、教えてくれる？」

「ひゃっ……」

　小桜が甲高い声を上げて肩をすぼめた。

　囁き声のはずが、離れた私にまで聞こえてくる。

　さっきまでの声だけでも魅力的だったのに、レベルが違った。明らかに何かのモードが切り替わっていた。端はたで聞いているだけでもやばいのに、これを耳元で直接聞かされたらどうなってしまうのだろう。

　小桜はがくがく震えながら、椅子の上で硬直していた。目をまん丸に見開き、首筋にはびっしりと鳥肌が立っていた。

「ア……ア……」

「ねえ。教えて。彼女の名前は？」

「か、みこし……そら……を」

「どういう字を書くの？」

「ペーパーの……かみ、に、上越の、えつ……」

　小桜が、声に屈して情報を漏らし始めた。

　ふと、周りを取り巻いている信者たちが、尋問される小桜に視線を注いでいることに気が付いた。どいつもこいつも、ひどく羨ましそうな、熱に浮かされた表情を浮かべている。めちゃめちゃに気持ち悪い、最悪の光景だった。

「紙越さんっていうんだ。よろしくね」

　るなが身体を起こすと、小桜は吊っていた糸を切られたみたいにがっくりとうなだれた。

「ちょっとだけ待っててくれる？　もう一人のお友達、仁科さんもすぐに連れてこさせるから──」

「鳥子に手を出すな!!」

　私は思わず怒鳴っていた。小桜も、るなも、驚いた顔でこちらを見ている。

「へえー。なるほどね。紙越さんは仁科さんの相方ってわけか」

　納得したように頷きながら、るなが小桜から離れて、私に近付いてくる。

　椅子の背後から両腕を肩に回されて、耳元に唇が近付く。押し殺した囁き声が言った。

「あなたからも面白い話が聞けそうだけど──」

「ひっ」

　私は竦み上がった。

　子供のころ見た地獄の絵で、溶けた金属を体中の穴から流し込まれるという刑罰に心底恐怖したのを憶えている。潤巳るなの声は、それを思い起こさせるものだった。冷たい液体金属が、耳から直接頭の中に流れ込んでくるような感覚。画面越しにスピーカーで聞いた〈囁き怪談〉とは比べものにならない、重さと圧力、ぞくぞくと痺れる感覚を備えた声だ。

　この声を聞き続けたらダメになる。完全に狂ってしまう。そう確信しながら、何もできずに聞き続けるしかない。

　るなが囁いた。

「あなたはあとで、ね。今は少し、静かにしていて」

「やっ……め……」

「しーっ……静かに。おやすみなさい、紙越、空魚さん」

　液体金属のような声が脳をひたひたにして、背骨を伝って流れ落ちていく。私は為す術なく意識を押し流されていった。
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　マットレスの上に放り出されて、はっと目を醒ました。

　慌てて身体を起こそうとした私の目の前で、扉が大きな音を立てて閉まる。錆の浮いた鉄の扉だった。外から鍵がかけられて、私は閉じこめられたことを悟った。

　頭がひどく重い。気を抜くと脳裏にあの声が甦る気がする。背骨が痺れるような、るなの声が……。

　よたよたと立ち上がって、監禁部屋を眺める。どうやっても届かない高さの天井で、蛍光灯がちらついていた。同じく高い場所に換気口がついているけど、手がかりのない壁をそこまで登ることができたとしても、金属の蓋に阻まれてどうしようもない。

　扉には目の高さに蓋のついた覗き窓がついていた。指で突いてみると、内側からも一応開いた。扉に顔を貼り付けて外を見ると、私をここに放り込んだカルト信者の姿はもう見えなかった。足音が遠ざかり、すぐに聞こえなくなる。見える範囲はごく狭い。左右の通路五メートルくらいと、向かいの壁にある鉄の扉だ。ここと同様の監禁部屋だろう。指を放すと蓋が降りて、覗き窓は閉まった。

　室内にあるのはぼろぼろのマットレスと毛布だけ。部屋の隅に洋式便器があった。一応水は流れるようだ。沖縄で泊まった「ニューヨークスタイル」のペンションを思い出す。あのときは留置場みたいだと冗談を言ったけど、まさか本当にこんな場所にぶち込まれるとは……。

　私はふーっとため息をつく。

　目を閉じてじっとしているうちに、あのころの感覚を思い出してきた。

　父と祖母の入信したカルトに追い回されていた、高校時代の雰囲気。

　怒り、苛立ち、絶対に他人の思い通りになってやらないというひりついた決意。

　フライパンを乾煎からいりしたときのような、熱く乾いた匂いを鼻の奥に感じる。

　ゆっくり息をするごとに、思考からいろいろなものが抜け落ちていく。

　不安、心配、動揺。

　ここを出たらどうするか。警察沙汰にするべきか。小桜がどんな目に遭っているか。今ごろ鳥子は大丈夫か……。

　すべてを頭から追い出す。この場を逃げ出して、生き延びるためにどうすればいいかという最優先の課題に対して、心を集中させていく。

　この感覚は久しぶりだ。もう味わうことがなければいいと思っていた。すっかり鈍ってしまっているのではないかとも。

　だけどちゃんと、ずっと、私の中で待っていたのだ。

　おかえり、私。

　ただいま、私。

　中学高校時代を通して築き上げた、対カルトモードの私が、私に向かって挨拶をしたような気がした。

　でも、このモードになったとき、私はほとんど余計なことを考えない。そのおかげで何度も危機を逃れられた。

　祖母に薬を盛られて朦朧としながらトイレの窓から脱出したときも、信者所有のマンション屋上の小屋に閉じこめられて、五階の高さから雨樋を伝って逃げたときも、犬を連れた奴らに山の中を追われたときも……。信者連中がみんな死んで解放されるまでは、けっこうな頻度で世話になった。頼りになる奴なのだ、このモードの私は。

　……考えてみると、裏世界で鳥子と一緒に何度も危険をくぐり抜けてきたのに、一度もこのモードにならなかったのはなぜだろう。命を脅かされたときにほとんど顔も出さなかったのは不思議だ……。

　私は両手で自分の頰をぴしゃりと叩いた。

　思い出はここまで。切り替える。

　監禁されたときの基本的な対処法は、監禁者と信頼関係を結ぶことだという。挨拶をする、家族や自分の話をする、食事をもらったら礼を言う。怯えた態度を見せず、自分が相手と対等な、同じ人間だという意識をことあるごとに植え付けるのだ。

　だけどそれは長期間の監禁を前提とした方法だ。今回は使えない。私が相手にしているのは、魅了の声を使い、信者を完全に掌握した、潤巳るなという第四種接触者だ。時間の経過はこちらに不利。一刻も早く脱出しなければならない。

　それに私は、相手を同じ人間だと見なすつもりがなかった。

　室内をもう一度サーチする。毛布、マットレス、便器。使えそうなものを見つけようと、私は作業に取りかかった。

　ぼろいマットレスは端がほつれている。両手の指を突っ込んで力を込めると、ビッと裂けた。力任せに外側を剝いて、中身を剝き出しにする。ぺたんこになった綿の中に、スプリングが顔を覗かせている。

　スプリングをいくつか引き抜いて、固さを調べる。マットレスの中央に近い部分はだいぶへたっていて、素手でも多少の曲げ伸ばしはできそうだ。

　便器をチェックする。便座はがたついていて、力を入れればもぎ取れそうだけど、プラスチックであまり役に立ちそうにない。汚いし。タンクの方の蓋を外そうとしたら、コーキング剤でがっちり固められていて無理だった。

　タンクの横についた、水を流すためのハンドルはどうだろう？　摑んで揺すってみると、根本がだいぶぐらぐらしている。いけそうだ。

　毛布で摑んでタンクに足をかけて、体重を掛けて思いっきり引っ張った。

　ハンドルが根本から折れて、私は床に背中から落ちた。

　痛い……。

　ともかく手の中には金属のハンドルが残り、このトイレは二度と水を流せなくなった。先に用を足しておけばよかったと思ったけど後の祭りだ。

　スプリングをハンドルに押しつけて、針金を伸ばしながら巻き付けていく。

　針金に癖が付いているから面倒な作業ではあった。便器のタンクの縁も治具として役に立った。それでも四本も巻き付け終わるころにはだいぶ手が痛くなっていた。ともかくこれで、それなりの重さのある、ごちゃっとした金属の塊ができあがった。

　武器ではない。うまく顔面に叩きつけたって、私の腕力では目くらましがいいところ。この道具の用途は別にある。

　スプリングをもう一本適当に伸ばして針金を造り、扉の覗き窓を開けた。つっかい棒になるように針金を固定して、蓋を開けっ放しにしておく。

　耳を澄ましても、何も聞こえない。

　よし。準備ができた。

　毛布を頭からかぶって、天井を見上げる。

　弱々しく輝いている蛍光灯に向かって、私は金属塊を投げつけた。

　最初は届かず、壁に当たって落ちてきた。

　真上に投げるのは難しい。なるべく壁際に寄って、再度挑戦する。

　天井に当たったり、壁に跳ね返って頭に落ちてきたり。

　何度も、何度も繰り返す。ようやく蛍光灯に当たったと思ったら、跳ね返るだけで落ちてきた。

　やっているうちに、肩と首が痛くなってくる。少し休んでほぐしてから、また試みる。

　何度も、何度も。

　マットレスの切れっ端で投石器でも作った方がよかったかと考え始めたころ、それまでのダメージが蓄積していたのか、五回目の命中で、ボンッという爆発音とともに、ついにガラスが砕けた。

　急いで顔をうつむけると、かぶった毛布の上に細かいガラス片が降り注いだ。目を開けると、部屋は真っ暗になっていた。

　ドアの覗き窓から廊下の光が一筋射し込んでいる。それ以外は暗闇だ。ガラス片を振り払い、壁際に腰を下ろした。酷使した右腕がさすがに限界だ。

　毛布をかぶって暗闇の中に座り、私は待つ。

　扉を開けさせることはできると思う。そこから先はプランの見通しが悪い。

　銃がほしいな。言っても仕方がないことだけど。

　頼むよ、私。

　まあやってみるよ、私。

　今までも咄嗟の判断で生き延びてきた。今回もきっとうまくいく。それ以外のケースは考えない、無駄だから。

　それでも一人じっと座っていると、横にどけておいた想いが頭の中を横切っていく。

　たとえば、そう……さっき抱いた疑問だ。

　どうして裏世界の探検を始めてからは、このモードにならなかったのだろう。毎回いろいろ知恵を絞ってきたし、命がけだったのに、対カルトモードのときとは明確に違った。

　唯一、時空のおっさんのとき、失踪した鳥子を追いかけた自分は少し近かったかもしれない。グリッチの中でドッペルゲンガーを前にしてもたいして動揺しなかったのは、こういう経験があったからだ。いやまあ、あのドッペルゲンガーは、このモードの私とはまた別の存在かもしれないけど。

　何が違うのだろう……。

　扉の向こうから足音が聞こえて、私は立ち上がった。

　来た。

　息を潜めていると、足音が近付いて、扉の前で止まった。覗き穴からは二人の男と、両側から支えられている小桜の頭が見えた。

「ん？」

　一人が訝しげな声を洩らした。

「どうした？」

「おい、なんでここ開いてるんだ？」

　覗き窓に顔が近付いてきて、通路の明かりが遮られる。部屋の中はさらに暗くなった。向こうからはほとんど何も見えていないはずだ。もしかすると右目だけが微かに光を跳ね返しているかもしれない。

　私は意識を右目に向けると、覗き込んできた男を正面から見つめた。

　男は動きを止めてこちらを見返しているようだった。逆光で表情は影に沈んでいる。どういう顔をしているのだろう。関係ない。私は視線を逸らさずに、男を右目で見続けた。

　そこで奇妙なことに気が付いた。男の頭部が銀色の燐光に取り巻かれている。両耳から燐光がはみ出して、ナメクジのようにうねりくねっている。

　潤巳るなの支配の力を私は見ているのだろうか。

　燐光に頭を包まれたまま、男は無言で扉の鍵を開けようとし始めた。

「おい、先にこいつを部屋へ──」

　男が手を止めて、声を上げたもう一人の方へ向き直ったかと思うと、ゴツッという鈍い音が響き渡った。

　驚きと苦痛の混ざった呻き声。それから、通路の向こうの鉄の扉に固いものが叩きつけられて、すごい音が鳴り響いた。

　やられた方が、どさっと床に倒れ込む。荒い息づかいがしばらく聞こえていたかと思うと、最初の男がこっちのドアに戻ってきた。ぶつぶつ言いながら鍵を回して、扉を開け放つ。戸口に立ちふさがる男の向こうに、扉に寄りかかって気を失っているもう一人の男が見えた。

「なんだよこれ……なんで俺、こんなこと……」

　男がふらふらと部屋に入ってくる。

「おまえのせいだな、絶対おまえの……」

　このままでは私もこいつに殴り殺される。隙を作らないと……。目をそらさずに見続けていると、頭のナメクジのような燐光がぶるぶると震え始めた。

「ううっ……」

　男が呻いて、大きくよろめいた。床にくずおれて、両手を突く。

　今だ。私はかぶっていた毛布を目くらましに投げつけて、戸口に突進した。男は何か喚きながら私を捕まえようとしたようだったけど、危ういところでかわして通路に出た。外開きの扉に両手をかけて、思いっきり叩きつける。閂かんぬきがあるのを見つけて、嵌めてやった。

　部屋の中からはむせび泣くような、引きつり笑いのような声が聞こえてくる。

　足元にうつぶせに横たわっている小桜を助け起こす。あまりに軽いので驚いた。

「小桜さん、無事ですか」

「空魚ちゃん……おまえこそ……」

「私は大丈夫。立てますか？」

「わからん。ちょっと摑まらせて」

　小桜が震える足で立ち上がり、呼吸を整えようとしている。

「こいつらに何したんだ、空魚ちゃん」

「右目で見て、狂わせました」

　私がそう答えると、小桜は信じられないという顔になった。

「空魚ちゃんさあ……」

「はい」

「なんか、いつもと違くない？」

「集中してるんで」

「あ、そう……」

　怪訝そうな目でちらちら見てくる小桜に、私は言った。

「行きますよ。早くこの場を離れましょう。ふらつくなら摑まっててください」

「わ、わかった」

　私の腕にしがみつく小桜。相当しんどそうだ。ぼんやりするのか、何度もぶるぶる頭を振っている。

「大丈夫ですか？　あの声、やばいですね」

「うん……ごめん、あたし多分、ルナ様に相当べらべら喋っちゃってるわ。空魚ちゃんのことも」

「ルナさま？」

　私が繰り返すと、小桜は目を見開いて言葉を途切れさせた。

「こりゃ本格的にやばいな……。あたしがいよいよおかしくなったら、空魚ちゃんは逃げろよ」

「はい」

　素直に頷くと、小桜は嘆息した。

「空魚ちゃんさあ、やっぱりサイコパスだよな」

　呆れ顔でかぶりを振る小桜。私はむっとして答えた。

「前から言いたかったんですけど、サイコパスってそんなに気軽に人に向けていい言葉でしたっけ。これハラスメントじゃないですか？」

「うるせー！　これがハラスメントなら空魚ちゃんがあたしにやってるのはアビューズだからな！」

「なんでですか！　今こうやって助けようとしてるのに！」

「今じゃねーよ、日頃のおこないだよ」

「わけわかんないこと言わないでください」

　私と小桜は小声でやり合いながら、カルトの建物の中を足早に歩き始めた。
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　監禁部屋は全部で四つあった。一応すべて覗いてみたけど、どれも空だったので急いでその場を離れた。

　私がここまで連行されたときは、るなの声にやられて人事不省だったから、来た道筋がわからない。小桜にも訊いてみたものの、朦朧としていたということでやっぱり当てにできなかった。判断材料は少ない。小桜が連れてこられた方には間違いなく敵がいるはずだから、仕方なく反対方向へ進むしかなかった。

　通路は床も壁もコンクリート。天井には間隔を置いて蛍光灯が配置されているだけで、窓は一つもない。

「たぶんここ地下ですよね」

「ぽいな。階段を下ったような気もする」

　小声で話したつもりの声が思いがけず反響した。私たちは顔を見合わせて息を潜める。どこか遠くから人の声が……聞こえただろうか？　確信が持てない。るなの声の残滓が鼓膜の裏にへばりついているような気がする。黙っていると、今にも耳元であの囁きが甦りそうだ。

「……どこかから上がらないと。階段を探しましょう」

　小桜が頷いた。

「まだ一人で歩けませんか？」

「悪い……」

「オーケーです。行きましょう」

　小桜を片腕にぶら下げたまま通路を進んでいくと、右への分かれ道が現れた。正面はすぐに行き止まりになっていて、二つの戸口にそれぞれ男女のトイレの表示があった。

「化粧直していくか、空魚ちゃん？」

「連れションの趣味はないって言ってませんでしたっけ」

「……それあたしが言ったんだっけ？」

「追っ手が来たら逃げ場がないですから、我慢してください。こっち行ってみましょう」

　トイレの前を右に折れると、通路はすぐに重そうな金属製の扉で行き止まりになった。レバーを動かすことで閂が抜けて、扉を開けることができるようになっているようだ。こういうのは扉ではなく、ハッチとでもいうべきだろうか。耳を当ててみたけど、金属が分厚いせいか何も聞こえない。

　ぐずぐず迷っている暇はないから、思い切ってレバーを引いてみた。ガチャンと大きな音を立てて閂が解錠される。

　金属音が通路に反響して消えていく。しばらく様子を見てから、ゆっくりとハッチを引き開けると、中は真っ暗だ。戸口の脇の壁をぺたぺた触って、スイッチらしきものを探し当てた。押し込むと電気がついて、一気に視界が明るくなった。

　眩んだ目が慣れると、目の前には短い通路、左右にふたたび覗き穴のある扉が六つ。扉の中からは身じろぎする気配が伝わってきたけど、声は上がらなかった。

　通路の先にはさらに扉が一つ。これは湿気とカビで塗料が剝がれかけている木製で、鍵穴のないドアノブがついているだけ。

「また監禁部屋か？　あたしたちが連行された場所とはずいぶん離れてるが……」

「しーっ。覗いてみます」

　手前の扉の覗き窓に隙間を空けて中を見た。中からバチンと何かを叩くような音がして、誰かがいることが明らかだったからだ。薄暗い照明に四畳半ほどの部屋が照らし出されている。目が慣れてくると、床一面にクッションパッドが貼り付けられているのがわかった。壁も同様だ。私の入れられていた部屋とはだいぶ様子が違う、と思っていたら、天井からいきなり何かが落ちてきてまともに床にぶつかった。

　人間だった。

　驚く私の目の前で、落ちてきた人間は床の上にのろのろと起き上がった。男。着ているのは薄汚れたピンクのシャツとスラックス。足は何も履いていない。男の首がねじれてこちらを向こうとする。その横顔が完全に潰れて平らだった。目も鼻孔も口も、粘土を壁に叩きつけたみたいに、平面にスリットが入っただけの造形になっていた。それなのに、まったく痛みを感じていないようだった。次の瞬間、そいつの姿がかき消すように消え、数秒後にまたバチンと音を立てて床にぶつかった。

　私はそっと覗き窓の蓋を戻した。

「どうした？」

「第四種です」

「え」

「中に第四種がいます」

　裏世界の影響によって心身に変調を来した人間──第四種接触者。私も、鳥子も、そして間違いなく潤巳るなも第四種だけど、私たちはかなり幸運な方らしいということが後になってわかった。どうやら多くの場合、裏世界との接触は人間に深刻な変異を与えるようだ。生き延びたとしても、二度ともとの生活には戻れないくらいの。

　私たちの気配を察したのか、他の扉の向こうでも物音が大きくなった。歯ぎしりのような固い音、ざらざらした長いものが擦れ合うような音……。室内のパッドで吸音されているのか、かなりくぐもってはいたけど、どれもまともな人間の立てる音ではない。ＤＳ研の病棟で見たのと同じように、ここには何体もの第四種が収容されているのだ。

「見ますか？」

　振り返って訊くと小桜はぶるぶると首を振った。

「あいつらも……犠牲者を治療しようとしてるのか？」

「わかりません。中は一応保護材が貼られてましたが」

　奥にある木の扉を開けてみると、物置になっていた。スチールラックの端に、キャンプに使うようなＬＥＤランタンが吊されている。点灯させると、金魚の餌の大袋や、植物用の肥料、車のバッテリーや鎖、軍手など、雑多な道具が照らし出された。学校にあるような縦長のロッカーの中には掃除用具が一式。モップの先端が明るい緑色の液体で染まっていた。

「こっちも行き止まりですね」

「くそ……。戻るしかないのか」

　ハッチまで引き返したとき、物音に気付いた。何人もの足音が、通路の奥から聞こえてくる。

「人が来ます」

「トイレか？」

「一人二人の足音じゃないです」

　私はハッチ内側のレバーを引いて、可能な限りそっと閉めた。続いて戸口横のスイッチを消す。これで光源はＬＥＤランタンからの光だけになった。

「隠れます。奥に行ってください。早く」

「隠れるったってどこに……」

「ロッカーしかないです。先に入ってください」

「……マジかよ」

　小桜をせき立てて、二人一緒にロッカーに入った。手を伸ばしてランタンを消灯すると、完全な暗闇が訪れた。戸を閉めるとさすがに狭い。小桜を押し潰してしまいそうだ。

「大丈夫ですか？」

「むぐぐ」

　不満げな返事が返ってきた。息はできているようなのでよしとする。物置の扉で遮られて、第四種たちの立てる音もほとんど聞こえない。窮屈な闇の中で聞こえるのは、お互いの呼吸音だけ。私もそうだけど小桜の呼吸も速い。身体が小刻みに震えている。そういえばこの人は私よりずっと怖がりなんだった。

　ハッチが開く金属音が響き渡った。複数の足音が入って来て、話し声が聞こえた。

「二番と三番を使う。鎖を持ってこい」

「はい」

「五番はいいんですか」

「五番は殺しすぎる。目的のものを手に入れたらすぐ撤収したい。皆殺しにするならいいが、今回は不適切だ」

「わかりました」

　物置の扉が引き開けられ、ロッカーの戸の細長い空気穴から光が射し込んできた。小桜が身を固くするのがわかった。声を出されてはまずい。私はとっさに小桜の頭を抱き寄せて私のお腹に押しつけた。多少の息苦しさは我慢してもらうしかない。

　物置に入ってきた奴がロッカーのすぐ外で、スチールラックに置かれた道具をかき回し始めた。鎖がジャラジャラ鳴っている。私の腕の中では小桜がますます震え始めた。落ち着かせなければ……どうすればいいんだ？　他にできることもないので、私は小桜の頭を撫でてみた。

　驚いたことに、小桜の震えはぴたりと止まった。

　こんなことで効果があるのか。半信半疑で続ける。小桜はぴくりとも動かない。もしかして窒息して死んでしまったのではと私はだんだん疑い始めた。

　物置から鎖を持った奴が出て行って、鉄の扉が開く音がした。人とも獣ともつかない声が何かを呟く。金具と鎖の触れあう音がしばらく続いた。

「行けます」

「よし。〈マルアナ〉に急ぐぞ」

　来たときより増えた足音が慌ただしく出て行き、勢いよくハッチが閉まった。

　一分ほど待ってみたが、戻ってくる様子はない。詰めていた息をふーっと吐いて、ようやく私は、ずっと小桜の頭を撫で続けていたことに気が付いた。

　手を止めて、ロッカーの戸を押し開ける。

「もう大丈夫そうですよ」

　身体を離して外に出た。物置も監房も扉が開け放たれたままで、明かりも点きっぱなしだった。

「だいぶ急いでたみたいですね、あいつら」

　返事がないので振り向くと、小桜はまだロッカーの中にいて、私を凝視していた。息苦しさを我慢していたせいか顔が真っ赤だ。

「小桜さん──」

「なんで撫でた」

「え、はい？」

「なんで撫でた今」

「いや、多少は落ち着くかなと」

　はあはあと肩で息をしている小桜。

「何か気に障りました？」

「二度と……、あたしの……、いや、くそ……ああ……」

「はい？」

「いい。なんでもない」

　小桜はぶるぶるっと頭を振って、ようやくロッカーから出てきた。いつの間にか一人で歩けるようになったようだ。なぜか私からは距離をとって、扉の開いた監房二つを胡散臭げに覗き込む。

「治療じゃないな、目的は。第四種を飼ってるんだ」

「うまく言うこと聞かせられるもんなんですかね」

「わからん。少なくともＤＳ研には、言葉が通じる患者は一人もいなかったが──」

　そのとき、鉄扉の一つがいきなり内側から叩かれた。小桜が飛び上がって私にしがみつく。

「なになになになに!?」

　扉の上に「５」とナンバリングされているのを見て、先ほど聞いた会話が脳裏に甦る。五番は殺しすぎる……そう言っていた。

「さい！　さいっ！　んなっ！　おうっ！　なああ！」

　吠えるような声が聞こえた。人間の言葉には思えなかった。ふたたび扉が叩かれる。続けてもう一度。そのたびに、蝶番と壁の接触部分が軋む。

「……もう行きましょう。こいつ、私たちに気付いてる」

　私が言うと、小桜は熱心に頷いた。

　物置からランタンだけ取って、ハッチを開けた。隙間から外を窺い、誰もいないことを確認してから通路に戻る。

　ハッチを閉めると、五番の吠え声は聞こえなくなった。

「何だったんだあれ……。空魚ちゃん見たか？」

「見てませんけど、相当やばい奴ですね」

　ランタンを掲げて小走りに通路を戻った。曲がり角で足を止める。右は例のトイレで行き止まり。左は最初に来た道だ。そちらから、また足音が聞こえてくる。今度はさっきより人数が多い。五人以上はいそうだ。

「トイレに隠れてやり過ごしましょう」

「入って来たらどうする」

「さっき見た限り、信者は男の方が多かったですよね。女子トイレならすぐには見つからないかも」

　私たちは女子トイレに駆け込んだ。意外なことに、中はそれほど汚くなかった。パステルカラーのタイルがランタンの光を跳ね返す。今まで通り過ぎてきた無造作な内装とは雲泥の差だ。個室の中に身を隠そうと、一番奥の扉を開けた。

「……なんだ？」

　小桜が意表を突かれたように呟く。

　個室の中は便器ではなく、コンクリートの階段が下へと続いていた。

「……あ！　これ、知ってる」

　思わず私は呟いていた。

「知ってるって？」

「〈地下のまる穴〉です、これ」

　訝しげな小桜に、私は説明する。

「そういうネットロアがあるんです。宗教施設のトイレの、奥の個室に地下への階段が隠されてるって」

〈地下のまる穴〉は、高校生たちが怪しい建物に忍び込んで遭遇した体験談だ。片田舎の新興宗教施設を探検しようとした少年たちは、敷地内のトイレの奥に、地下へと続く隠し階段を発見する。その先で彼らは奇妙なものを目撃するのだけれど……。

「これも裏世界の〝現象〟だと言いたいのか？」

「にしてはちょっと半端ですね。さっき第四種を連れ出した連中、〈マルアナ〉に急ぐとか言ってました。〈自己責任系〉の怪談を使っていたのと同じように、わかっててかぶせてきてるのかも。つまり、意図的に怪談の道具立てを再現してる」

「元になった話では、ここを下りていったらどうなるんだ？」

「確か、円形のゲートみたいなものがあるんです。語り手がそこをくぐると、元いた世界とは少し違う異世界に入り込んでしまう」

　小声で話し合ううちにも、トイレの外から足音が近付いてくる。

「こっちに来る……下りるしかないですね」

　小桜がしぶしぶ頷いた。私たちはランタンで足元を照らしながら階段に足を踏み入れる。

　少し下ると踊り場があって、反対方向からの下り階段が合流した。ご丁寧なことに男子トイレの方にも隠し階段があったらしい。踊り場からさらに一階分下ると、そこで階段は終わった。突き当たりには両開きの扉。そっと開けると、十五畳ほどの何もないコンクリートの部屋がオレンジ色の光に照らされていた。部屋の真ん中には、両端が壁につくくらいの巨大な鉄製の輪が設置されている。

「行き止まりだな。空魚ちゃんの目で、何か見えるか？」

　言われて右目に意識を集中すると、輪の中にシャボン玉のように透明な、銀色の薄い幕が揺れていた。

「ゲートですね。どこへ通じているかはわかりませんが」

「通れるのか」

「鳥子がいれば」

　残念だけど、このゲートはそのままでは使えない。小桜屋敷の庭に現れたものと同様、鳥子の左手のように特別な手段がなければ意味を成さないタイプだ。

　鳥子……。

　いまごろどうしているだろう。カルトの誘拐部隊がまた鳥子を拉致しに向かったはずだ。無事逃げられていたらいいけど。心の中で押さえつけていた心配が起き上がってこようとするのを、どうにか呑み下す。

　上の階で、トイレの中に足音が踏み込んできた。こちらへ来る。

　部屋の中に隠れる場所はどこにもない。小桜が私に身を寄せてきたけど、為す術なく二人並んで待っているしかない。

　右目を使えば、混乱に乗じて逃げられるだろうか。打開策を考えながら部屋中に目を走らせていると、小桜の耳からも銀色のナメクジのような燐光がわずかに漏れているのが見えた。このまま放っておけば小桜も取り込まれてしまうのかもしれない。かといって、いくら見えていても、私の手では触ることさえできないのだ。

「どうしようもないな、こりゃ」

　苦い顔で言う小桜に、私は言った。

「小桜さん、上で最初に潤巳るなと話してたとき、私をかばってくれてましたよね」

「気付いてたのか」

「そりゃ気付きますよ。──ありがとうございました」

「なんだ急に気持ち悪い」

「言えるうちに言っとかなきゃと思って」

「ま、空魚ちゃんと違って大人だからな」

　足音がドカドカと階段を下りてきて、両開きの扉が開いた。十人以上の護衛に囲まれて、るなが部屋の中に入ってきた。

「あっ、いたあ」

　私たちを指して、るなが場違いに明るい声で言った。私の右目には、その喉から、声の線が束になって私たちの方へと飛んでくるように見えた。思わず手で払おうとしたけど、感触一つ残さずすり抜けた。両方の耳にその線が入り込み、ぞくぞくする余韻が残った。

　小桜がぶるぶるっと背中を震わせてから、自嘲的に言った。

「どうせまた出くわすんだから、耳栓ぐらい用意しとけばよかったな」

「……多分効かないですよ、あれには」

　立ちすくんでいる私と小桜を、カルトの信者たちが取り囲む。手に持っているのはスタンガンや水中用の銛撃ち銃、防犯用の唐辛子スプレーなど。銃を持っているのは一人だけだった。私のマカロフだ。瞬間的に怒りが沸き上がった。それに触るな。私のだ。鳥子がくれた、私のマカロフだ。

「どこに行ったのかと思ってたら、勝手にこんなところまで。油断も隙もないなあ」

　るなが咎めるように言う。

「立ち入り禁止とは書かれてなかったけど」

「いいの、責めてるわけじゃないから。それより、あなたの脱獄方法に興味があるなあ」

　るなは私の左側へと回り込むように足を運ぶ。

「あなたたちにつけた子、すっかり錯乱してて、しばらく叫んで暴れるだけだった。私の声も聞こえないくらい。あんなの初めてだったからびっくりしたよ。怖くなっちゃった。ようやく落ち着いたところで──聞かせてもらったよ。あなた、その目で、あの子に何かしたんだね」

　私の斜め後ろで立ち止まって、るなが続けた。

「邪視だっけ？　ほんとにそうなんだね。私以外で、そんなに強力で、綺麗なギフトを持ってる子と逢ったの初めて。ね、紙越空魚ちゃんだっけ。私たち友達になれると思う」

「ならない」

「どうして？」

「カルトは嫌い」

「カルトって何？　私のやってること？　こんなの、ただのファンクラブみたいなものだよ。冴月さまを見つけたら解散しちゃっていいんだし。みんな快くいなくなってくれるよ。そうでしょ、みんな」

「はい！　そうです！」

「いなくなります！　すぐにでも！」

　部屋中の信者が口々に叫んだ。

「ね？」

「──うるさい」

　嫌悪感に食いしばった歯の間から、私は言った。

「私の望みは、今すぐ、二人揃って、ここから帰ること。鳥子に手を出したら絶対許さない。あんたのファンクラブを全員発狂させて、自分の舌を嚙みちぎらせてやる」

「…………！」

　るなが背後で息を呑んだ。

　そしてふたたび歩き出した。私の真後ろを通り過ぎて、反対側へと回り込んでくる。

「……紙越さん、素敵。かっこいいよ。ますます友達になりたくなっちゃった。そんなに怒ってくれるなら、鳥子さんにも手を出したくなっちゃう。そしたらすっごく怒るよね。そこに私の声を流し込んであげたら、紙越さんどんな顔するのかなあ……？」

　すうっと頭が冷えていく。

　オーケー。わかった。

　そっちがその気なら、今この場でやってやる。

　不用心に近付いたのが運の尽きだ。引っ摑んで密着すれば、取り巻きも銃やら何やらを使うのは躊躇うだろう。その隙に右目を使う。

　決心して、私は右側にいるるなを睨み付け、飛びかかろうと……。

「どうしたの？　怖い顔して」

　るなが微笑む。

　私の目の前で、るなは小桜を後ろから抱きかかえていた。小桜を巻き添えにしてしまう寸前で、危うく意識をずらした。

「おっと。今なんか飛んできたかな」

　るなが額に手をやって、わざとらしく頭を揺らした。

「一瞬くらっと来たよ。怖いなあ」

　小桜は私の方を見て目を見開いている。唇が震えているが、一言も発しない。

「ほんとはあなたが嫌でも関係ないの。私の声で友達になれって囁けば、それでいい。でもそれじゃあほんとの友達じゃないよね」

　無抵抗の小桜をテディベアか何かのように抱えて、るなが元いた場所へと戻ってきた。私の正面で立ち止まる。

「まー、どうしてもってなったら声を使うけど、やっぱり時間かかるからね。今はちょっと忙しいんだ──」

　そう言いかけたところで、私の後ろに目をやって、るなが声を上げた。

「おかえり～」

　釣られて振り向くと、ゲートの銀色の紗幕を抜けて、数人の男が出てくるところだった。信者のなかでも体格のいい連中で、釘打ち銃やバールで武装していた。

　一人だけ何も持っていない奴がいた。明らかに第四種だ。薄汚れたツナギの肩から上は真っ白いキノコの塊みたいになっていて、その縁に生えた睫毛のような細くてウネウネした器官が、鉄の輪の中に満たされた銀色の燐光に干渉していた。鳥子の左手と同じように、ゲートを開けることができる器官のようだ。やけに従順なのは、こいつもるなの声に調教されてしまったのかもしれない。先行部隊のリーダーらしき男が声を上げる。

「ルナ様、〈まる穴〉の向こう側クリアです」

「はーい。じゃ、行きますか。紙越さんは少し待ってて。みんな、ちゃんと見張っててよ。この子すーぐ逃げ出そうとするから」

「わかりました、ルナ様！」

「じゃ、小桜さんは一緒に行こうねー」

　小桜の手を取ってゲートの方へと歩いていくるなに、私は訊いた。

「何するつもり……」

「小桜さんの口から説明してあげて？」

　るなに促された小桜が、私の方を振り返った。

「ＤＳ研に行く気だ。こいつ、あたしからＤＳ研の情報を聞き出して、冴月のノートの存在を知った……ノートを奪って、それで冴月を呼び出す手段として使うつもりなんだ」

「そういうこと。冴月さまがどっかの研究所にいたってことまでは突き止めてたんだけど、今まで実態がわからなかったんだよね。ダークサイエンス研究所だっけ？　それだけでもびっくりなのに、そんなノートがあるなんて！　絶対手に入れなきゃならないやつじゃん。しかも……紙越さん、そのノートを読めるって話じゃない？」

　暗澹たる気分になる。何もかも筒抜けだった。小桜の尋問がやけに長かったのも納得だ。

「だからね──あなたにはどうしても友達になってもらわないと困るんだ。戻ってきたら、続きをお話ししようね」

　るなは私に笑いかけて、ゲートへと足を踏み入れた。

「待っ……」

　追いかけようとする私を信者たちが取り囲んだ。右目を使おうとする間もなく、頭からまた袋をかぶせられた。何本もの手が暴れる私を摑んで持ち上げ、どこかへ運んでいく。




　階段を上り、長い通路を歩き……。見えなくても途中までは元来た道を通っているのが明らかだったけど、そこからはわからなくなった。

　何度か曲がり、階段を何階分か上って、外に出て、また屋内に入った。

　唐突に下ろされて、椅子に座らされる。

　背もたれの後ろで私の手首を括りながら、一人が口を開いた。

「私が見張っている。お前たちは休んでいていい」

「わかりました、班長」

　何人もの足音が遠ざかり、静かになった。

　唐突に、一人残った男が言った。

「ルナ様は見張っていろとおっしゃった。しかし、不慮の事故というものがある」

　──こいつ何を言ってるんだ？

「その目の力、あまりにも危険だ──ルナ様はずいぶんと興味をお持ちだが、おまえのような化け物をルナ様に近づけるなど、あってはならないことだと私は思う」

　そこで私はようやく気付いた。

　まずい──こいつ、私を殺そうとしている。

「……私に手を出したら、叱られるよ」

「そうだな。確かにお叱りを受けることになるだろう。だが、おまえはまだルナ様にとって何者でもない。少なくとも〝友達〟ではないな。そもそもルナ様が本当にご執心なのは〈冴月さま〉だ。おまえではない」

　淡々とした口調の下に渦巻く感情が見えるようだった。こいつは嫉妬しているのだ。崇拝する潤巳るなが、ぽっと出の私に関心を示していることに。

「言い訳はいくらでもできる。おまえが邪視を向けたせいで、私が錯乱して撃ってしまった──という筋書きが、シンプルでわかりやすいだろう。おまえには前科があるからな。その目で見られてわけがわからなくなり、気が付いたら引き金を引いていた、こんなことになるなんて──とお許しを請えば、ルナ様もご納得されるはずだ」

　袋越しに、後頭部に固いものが当たった。見えなくてもわかる──銃口だ。私の、マカロフの。

「そもそもこれはルナ様のためなのだ。おまえが生きていては、ルナ様に必ず害をなす」

　ここまでずっと冷静でいようとしていた私も、さすがに動揺した。ここで撃たれて死ぬのか？　嫉妬に狂ったカルト信者の手にかかって？　鳥子に二度と会えないまま？

「……待って。落ち着いて」

　声が震えた。だめだ。ビビっていることが伝わったら、相手はさらに調子に乗る。舐められたら死ぬんだ、こういうのは。

　唇を湿らせて、私は続けた。

「冷静に考えて。潤巳るなは、私の目を必要としてる。彼女は閏間冴月の研究ノートを読ませたがってる」

　一度それをやった私から言わせれば、正気の沙汰とは思えないけど。

「だから勝手に私を殺したら、すごくがっかりするし、怒ると思う。せっかく冴月さまのノートを手に入れたのにって」

「ルナ様が落胆されるのは胸が痛むが、私が付き従っているのはルナ様であって、〈冴月さま〉ではない。〈冴月さま〉を見出されたとき、ルナ様は〝ファンクラブ〟の解散を命じられるだろう。そうなったら、私はすべてを失う」

　銃口がさらに強く押しつけられて、私は思わず早口になる。

「ふ──袋をかぶせたまま撃ったら、さっき言ってた計画とは違っちゃうんじゃないの？　私に見られて錯乱したって筋書きなら、まず袋を取らないと──」

「その手には乗らない。諦めて死ね」

　男が息を吸って、止めた。撃たれる……！　袋の中で何も見えないのに、思わず目をつぶっていた。

　銃声が鳴り響いた。

　…………。

「……え？」

　自分がまだ生きていることに気付いたとき、男が狼狽うろたえた声で言った。

「今の音は──」

　また銃声。今度は続けて聞こえた。反響しているから、建物の中だ。人の叫び声も混ざっていた。

「誰だ！」

　男が怒鳴った次の瞬間、部屋の中で、ほとんど同時に三つの音が鳴った。

　ひときわ大きな銃声。弾丸がビュッと空気を切り裂く音。そして鈍い着弾音。

　私の背後で男が呻いて、床に倒れた。

　足音が走り寄ってきて、私の前まで来た。頭から袋がむしり取られる。

　顔を上げた私が見たのは、息を切らしてこちらを凝視する、金髪の綺麗な女だった。

「鳥子……！」

「待たせてごめん、空魚」

　鳥子がそう言って、私を強く抱きしめた。汗と硝煙の匂いがした。間違いなく、生きた、本物の、鳥子だった。
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「どうして……ここに」

　まだ信じられないままに私は呟いた。都合がよすぎる……逃れられない死に直面した私の脳が、幻想を生み出したのではないだろうか。

　だけど目の前の鳥子の実在感は、そんな疑いを吹き飛ばすほど圧倒的だった。

　いつもの裏世界探検で見慣れたジャケットに、迷彩のパンツ。足元はブーツで固めている。ＡＫをスリングでぶら下げて、ホルスターにはマカロフ。

　手首の結束バンドを鳥子が切ってくれて、私は椅子から立ち上がった。振り返ると、うつぶせに倒れた男が太股を押さえて呻いている。死んではいないけど、けっこう血が出ていた。それに構わず、鳥子は厳しい顔で男の身体検査をしている。

　床に落ちていた自分のマカロフを拾って身を起こした私に、鳥子が鞘に収められたナイフを手渡してきた。

「え、何これ」

「こいつから取り上げたやつ。持ってて」

　言われるままにナイフを受け取ると、今度はペットボトルの水を渡された。喉がカラカラだったから、ありがたくいただく。一気に半分飲み干してひと息ついていると、男を見下ろしながら鳥子が訊いた。

「これ、放っておく？」

「放っておくと死んじゃう？」

　私の問いに、鳥子はかぶりを振った。

「わからない。本当に人を撃ったのは初めてだから」

　以前鳥子に訊かれたことがあった。人が撃てるか、と。少なくとも鳥子には撃つ覚悟があったみたいだ。いや……実のところ、そんなことはもう、わかっていたようなものだけれど。鳥子は今までも、彼女の目からは人間にしか見えないものを、私の言葉を信じて撃ってきたのだから。

　私にも覚悟はある。でも……。

「大丈夫？　気分悪い？」

　鳥子が心配そうに眉をひそめて覗き込んでくる。

「──ううん。なんか、鳥子の顔見たら、気が抜けちゃって」

「しっかりしてよ。まだ敵が残ってると思うから」

　頷きながらも、私は内心途方に暮れていた。

　さっきまでの私なら、躊躇せずにこいつの頭にとどめの銃弾を撃ち込んでいたと思う。だって、カルトだし、私を殺そうとした敵だし、大事な銃を奪ったし、痛いまま放っておいたら逆にかわいそうだし。

　でも、今はもうそんなことをする気にはなれなかった。鳥子の顔を見てからだ。

　魔法にかけられたみたいだった。

　敵に囲まれた中、生き延びるためにどんなことでもする苛烈な私は、鳥子に再会した途端溶けてどこかへいなくなってしまった。一人で行動していた私と、鳥子と二人になってからの私は、まるで別の人間みたいだ。

　悩んでいる場合じゃないはずなのに、なんだか困ってしまった。血を流す男を見下ろしておろおろしていたら、別の足音が近付いてきた。

　はっとして目を上げる。改めて見ると、ここは最初に私と小桜が連れ込まれたあの広い部屋だった。隅の階段から上ってくる人影に、私はマカロフの狙いをつける。

「空魚、待って。大丈夫だから」

　鳥子が私の腕に手を当てた。

　階段から姿を現したのは──ＤＳ研の汀みぎわだった。

　スーツの上着を脱いでシャツとベストの姿になり、袖をまくり上げた手にショットガンを持っている。銃口に取り付けられたワニの口みたいな器具で、小桜の持っていた銃だとわかった。伸縮式の特殊警棒を腰から下げている。私を見ると、かすかに笑って言った。

「よかった。ご無事でしたか」

「汀さんまで……」

　二人で助けに来てくれたのか。どうやってここを突き止めたのか、いやそもそもここはどこなのか──。いくつもある疑問のどれから訊けばいいか迷っているうちに、汀がそばまでやってきた。腕まくりした上腕には、びっしりとマヤ文字の入れ墨が入っている。背中には鞘に収められた大振りの鉈。こわ……。絶対カタギじゃないなこの人。

「小桜さんはどこです？」

　そう訊かれて、はっと正気付いた。そうだ！　ぼんやりしている時間はなかったんだ。遅まきながら私は言った。

「潤巳るなに連れ去られました。あいつ、ゲートを通って、ＤＳ研に行くつもりです！」

「ＤＳ研に？　何のために？」

　怪訝な顔の鳥子。答えるのに少し躊躇してしまった。

「──閏間冴月の、ノートを奪おうとしてる」

「え!?」

　彼らが裏世界の知識を持つカルトであることを手短に話すと、汀の顔が厳しくなった。

「ＤＳ研に向かった敵の人数を教えてください」

「正確な数はわからないけど、十人以上はいると思う。見た限り銃はないけど、工具とかで武装してます。第四種接触者が二人。全員、潤巳るなの声で洗脳状態。小桜さんも声にやられてます」

「まずいですね。今ＤＳ研にはほとんど誰もいない。荒らされ放題だ」

　汀が呟いて、スマホを取り出し耳に当てた。その間に鳥子が訊ねる。

「冴月のノートなんて、なんのために欲しがってるの？」

「……冴月さんを裏世界から呼び出すためにノートを使おうとしてる。潤巳るな、冴月さんを崇拝してるんだって」

「…………」

「直接会ったことはないらしいけど」

「……そうなんだ」

　私が付け加えると、鳥子はわずかにほっとしたようだった。敬愛する閏間冴月が、自分の知らないところで何人もの女の子に声をかけていたことを知るたびに鳥子が傷ついていくのを、私は何度も見てきた。鳥子への心配と、いい加減あの女に愛想を尽かしてほしいという苛立ちが混ざり合って、叫び出したくなる。

　汀がスマホを懐に戻した。

「連絡がつかない。まずいことになっているようです。ゲートの場所まで案内してもらえますか」

「それが、途中まで目隠しされてて……。こいつなら知ってるはずです」

　足元の男を指して言うと、汀が膝をついて、血を流す男に話しかけた。

「助けてほしいか？　ゲートの場所を教えれば血を止めてやる」

「黙れ……ルナ様を……裏切るわけが……」

　やっぱりだめか。潤巳るなをあれだけ強く崇拝しているんだから、命くらい捨てるだろう──と諦めかけたとき、私はふと思いついて声を上げた。

「あ！　そうだ、鳥子、左手！」

「はいはい、今度は何？」

　鳥子がすっかり慣れた様子で、左手の手袋を咥えて脱いだ。

「こいつの耳の辺りの空間、ぎゅっと摑んで」

「はいはい……うわっ!?」

　右目の視界の中で、男の頭に巻き付いた〈声〉の束が、鳥子の透明な手に摑まれて生き物のように暴れ出した。

　同時に男が悲鳴を上げた。

「何してる!?　やめろ!!」

「空魚、手の中でなんかぴちぴち跳ねてるんだけど!?」

「いいよ！　そのまま引っこ抜いて！」

「うええ……、ええいっ、このお」

　鳥子が力任せに腕を持ち上げると、男の頭から〈声〉がずるずるっと引きずり出されてきた。

　男が絶叫して白目を剝く。

「どっどっ、どうするのこれ!?」

「えーと、わかんない……握りつぶしてみて！」

「考えてから言ってよ！」

　めいっぱい身体から離してから、鳥子が左手に力を入れた。

　水でできた生き物を潰したみたいに、〈声〉が飛び散った。るなの囁き声が耳元をかすめた気がして、私は首をすくめる。

「何かされました？」

　見上げて訊ねる汀に、私は頷いた。

「今度は話が通じるかもしれません。もう一回試してみてください」

　汀が腰のポーチから液体の入った小さな円筒を取り出した。親指で弾くと先端のキャップが取れて、針が露わになる。それを白目を剝いた男の首筋に刺すと、男はヒュウッと息を吸って意識を取り戻した。

「な、何をした……何を奪った……!?」

　男の見開いた目に、次第に困惑の色が広がっていく。喪失感が目に見えるようだった。ほんの数秒のうちに男はうなだれて、一回り小さくなったようにすら思えた。

「もう一度だけ言う。ゲートの場所まで案内するなら命は助ける」

　汀の言葉に、男はあっさりと、力なく頷いた。

「ねえ、空魚……私、こいつから何を引っこ抜いたの？」

　鳥子が左手を振りながら訊ねる。少し考えてから私は答えた。

「信仰……なのかな」




　汀に止血されている間に、男は従順に道筋を吐いた。ここを出て、広場を突っ切って向かいの棟に入り、一階上がって、もう一つの階段で二階分下がる。そこから地下の通路を右、左、左と曲がって、まっすぐ突き当たりにトイレがある……。位置的にはちょうど今いる建物の地下にあたるが、ここから直接下りる手段は存在しないという。

　噓をつかれる可能性は当然考えたけど、男の話は私の体感にも合致していた。本当は道案内として連行したいものの、ＡＫで撃たれた脚はけっこうな重傷だ。止血後、汀にタイラップで拘束されている間も男は無抵抗だった。それが負傷でぐったりしているせいか、信仰を奪われたせいかは判断がつかなかった。

　ここでいつまでもぐずぐずしてはいられない。準備が整うと、私たちは急いで階段を下りた。

　機械が撤去された工場のような建物から外に出ると、三つの大きな棟がコの字型に広場を囲んでいた。広場というより空き地と言った方がいいかもしれない。砂利の敷かれた地面から草がぼうぼうに生えていて、長年放っておかれた駐車場という風情だ。

　鳥子の時計によると時刻は深夜、午前三時。静まりかえっていて、あたりは真っ暗、敷地はぐるりと木に囲まれていて、空にはくっきりと星が見えている。

「ここどこ？」

「埼玉の山の中。飯能の近く」

　飯能……西武池袋線で石神井公園からずっと西に行ったところだ。

「ここにいるって、どうしてわかったの？」

　駆け足で広場を横切りながら私は訊いた。

「空魚たちが拉致された後、汀さんに連絡したのね。事情を話したらすぐ来てくれて、相談したの。二人を攫さらった奴らは、きっとまた来るだろうって」

「どうして？」

「空魚は銃を持ったまま誘拐された。誘拐犯は、こっちが警察に駆け込まないと踏むはず。銃を脅迫材料にして接触してくるか、主のいない小桜の家に踏み込んでくると思った」

「私は最初、小桜さんをターゲットにした営利誘拐を想定していたんです。空魚さんはそれに巻き込まれたのだと。まさかカルトだとは思いませんでしたが」

「汀さんと二人で、小桜の家で待ち構えることにした。庭とか玄関にトラップを張って。思ったより早く来たから、準備が間に合わないところだった。引っかかった奴を汀さんがボコボコにして……」

「……トラップ？」

「ちょっと小桜にはあとで謝らなきゃならないかも。釘打ったり、穴開けたり、あちこち壊しちゃったから……」

「そ、それで？」

「四人いたんだけど、汀さんが全員やっつけてくれた。凄かったよ」

「出過ぎた真似を。仁科さんも手際がよくて驚きました。お母様のお仕込みがよかったのですね」

「どうだろ。早く二人を助けなきゃって焦ってたから」

「鳥子……」

　私のために、こんなに身体を張ってくれるなんて。胸を打たれながらも、私は少し悔しかった。そのときの鳥子を見たかった。私の知らない鳥子を目にしたばかりか、バディを組んで戦った汀が妬ましかった。

　いや……さすがにそれはよくないぞ、私。汀だって危険を冒して来てくれたんだから。

　頭を切り換えようとしながら、私は訊ねた。

「この場所は？　どうやってそいつらから聞き出したの？」

　カルトの信者がそう簡単に口を割るだろうか。それとも拷問か何かしたとか？

「尋問は汀さんがやってくれて、私は外に出されちゃったんだけど」

　鳥子が不満そうな顔で言った。汀が首を横に振る。

「ああいったことはお任せください。まっとうな人間がやる仕事ではありませんから」

「え……いったい何やったんですか」

　血生臭い拷問を想像して引いている私に、汀が微笑む。

「大丈夫、傷一つつけていませんよ。お風呂場とタオルをお借りして、ちょっと水遊びをしただけです。とはいえ後片付けもしないで出てきたので、私からも小桜さんには謝らなければいけませんね」

　よくわからんけど、一つだけ確実なことがある。

　やっぱりこの人はカタギじゃない。

「……その腕、凄いですね」

　両腕を埋め尽くすマヤ文字の入れ墨を見下ろして、汀は照れたように笑った。

「お恥ずかしい。若気の至りです。昔、中米の方でいろいろやっていたので」

「いろいろ？」

「当時はカスタネダが流行っていて……いや、やめましょうこの話は」

　汀の口ぶりは、なんだか黒歴史を語るときのように歯切れが悪かった。こんな状況でなければ突っ込んで訊いてみたいところだ。

　広場の反対側の建物に入る。まっすぐな通路の両側に、木の柵が設けられていた。柵の中はいくつかの囲いに区切られている。囲いの一つに上階への階段があった。

「なんだか妙な造りじゃない？」

　鳥子が訝しげに呟く。

　確かに妙だ。牛舎っぽく見えるけど、使われた形跡はない。それに、牛を入れるスペースの中にわざわざ階段なんか作るだろうか？

　不審に思いつつも、階段を駆け上がる。ガラスの嵌っていない窓が並ぶ廊下を進みながら、通りすがりの戸口を覗き込むと、男性用小便器だけがずらりと並ぶトイレ、服屋のトルソーがぽつんと放置されているキッチン、赤ペンキで壁に「助けて」と書かれた子供部屋など、どれもこれも異様な雰囲気の部屋ばかりだった。

「なんなの、ここ……人が生活してた形跡がないし、お化け屋敷みたい」

　鳥子が薄気味悪そうに言った。

「わざとこうしてるんだ。あいつら、裏世界と接触するために怪談の道具立てを使ってる」

「これは何かをモチーフにしたものですか？」

「間違いなく〈山の牧場〉だと思います」

〈山の牧場〉は有名な実話怪談だ。芸能人の実体験としてレポートされたのがきっかけで話題になった、奇妙な施設をめぐる一連の話。

　山の上に作られた、建築途中の牧場のような建物。牛は一頭もおらず、人もいない。二階に上る階段が作られていなかったり、お札がびっしり貼られた部屋があったりと、異様な雰囲気に包まれたこの場所の正体は、実在するにもかかわらずわかっていない。

　私たちが今いるこの建物には、そこからの引用とおぼしい意匠がいくつも見受けられた。奴らの目的を考えれば不思議ではない。〈怪を語れば怪至る〉──怖い話をすれば怖いものが寄ってくるというセオリーを、建築物を使って実行しているのだ。〈自己責任系〉の話を意図的にばらまいていたのもその流れで考えればしっくりくる。奴らの一連の活動はすべて、裏世界と接触する儀式のつもりなのだ。

　その最終目的が閏間冴月の召喚というのは、私にしてみれば正気かよと思ってしまうけれど、私と肩を並べて歩いているこの女にとっては笑い事ではないんだろうな。

　さっき私を殺そうとした男の気持ちが理解できてしまう。あいつは潤巳るなを崇拝しているのに、彼女の口から出るのは〈冴月さま〉のことばかり。奉仕するほどに、彼女は自分から遠ざかっていく。辛かったんじゃないかと思う。カルト信者に共感することがあるなんて思いもしなかった。

「空魚、どうかした？」

　鳥子に声をかけられて、私は顔を上げた。

「え？　どうもしないけど」

「そう？　なんだかしょんぼりしてるみたいだったから」

　鳥子は首をかしげて私に視線を向けている。

「大丈夫。ありがとう」

　私は笑って答えた。

　よく見てるなあ、まったくもう。

　別の階段を見つけて二階分下りると、地下通路があった。前方を汀、後方を鳥子がそれぞれ警戒しながら進んでいく。私は真ん中だ。

　途中から見覚えのある場所に出た。監禁部屋の中から啜り泣きが聞こえる。私たちが部屋の前を通っても、泣き声は止まなかった。

「何あれ？」

　鳥子が小声で訊ねた。

「さあ？」

　そう言うと、鳥子の物言いたげな視線が私に突き刺さった。

　何か疑われているらしい。心外だな。

　道中での信者との遭遇はなかった。私たちはトイレの隠し階段から下りて、ようやく〈まる穴〉の前に戻ってきた。

「このゲートがＤＳ研に繫がっていると？」

「奴らはそういう話をしてました」

「早く行こう。小桜を助けなきゃ」

　鳥子が急いたように言った。

「オーケー。じゃあ、鉄の輪の前まで行って」

「オーケイ」

　鳥子を先頭に、私たちは〈まる穴〉に近付いた。右目に意識を向けると、銀色の霞が目の前で揺れている。

「いいよ。輪の中の空間に触ってみて」

　鳥子が透明な左手を伸ばし、幕に触れた。

「あ、あった……これ、払っちゃっていいんだよね？」

「いい。思いっきりやって」

　鳥子は左手を大きく振った。

　パン！　と空気が鳴って、銀のヴェールが縦に裂けた。二つに分かれた幕の向こうに、薄暗い屋内駐車場が見えている。

　ひとりでに修復していく薄膜の隙間に、私たちは飛び込んでいった。
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　背後でゲートが閉じた。私たちがいるのは、ＤＳ研のあるビルの地下駐車場だ。誰もいない。駐められた高級車の間を通って、奥のエレベーターに急ぐ。

　汀が上へのボタンを押すと、チンと鳴ってドアが開いた。乗り込んでみると、操作盤のパネルがこじ開けられて、ＤＳ研のフロアへ行くための隠されたテンキーが露わになっていた。

　汀が番号を打ち込むと、エレベーターが上昇を始めた。

「セキュリティを見直さなければなりませんね」

　汀が言った。私たちはそれぞれ弾倉を確認しながら到着を待つ。

「紙越さんが見た範囲で、一番の脅威はなんでしたか」

「潤巳るなの声です。裏世界由来の、物理的実体のない触手のようなもので、聞き続けると洗脳されます。たぶん、耳を塞いでも貫通してくる」

「それ、どうするの？」

「私が見ていれば、鳥子の手で〈声〉に触れることができる。さっきやったみたいに」

　鳥子が顔をしかめた。

「またあれかあ……すっごい変な感触なんだよね。生き物みたいな。どんな外見なのか、想像しちゃってだめ」

「見てるとそこまで気持ち悪くないよ、大丈夫」

「自分で触ってから言ってよ、そういうのは」

「第四種は二人いるということでしたね。どんな奴かわかりますか？」

「一人は鳥子の手みたいに、裏世界の物質に触れる。もう一人は、私は見てない」

「それに加えて、工具で武装した人間が十名前後ですね？」

「人数も武装も推定なので、参考程度に……」

「ありがとうございます。あらかじめお伝えしておきますが、必要なら、私は撃ちます。ショックを与えてしまうこともあるかと思いますが、どうかご了承ください」

「わかりました」

「オーケイ」

　汀の言葉に、私と鳥子は頷いた。

「お二人はこうした経験はどれほど？」

「こうした経験って？」

「なんでしょう……出入り、とでもいいますか」

　出入りって。もう少し言い方がありそうなものだ。

「初めてですよこんなの」

「ママに銃の撃ち方は教わったけど、実際には私もこれが初めて」

「承知しました。私が注意を引きつけますから、お二人はなるべく身を隠して、安全に動いてください。ほかはなんとかなりますが、潤巳るなだけはお二人に対処していただかなければなりませんから」

　エレベーターが減速し、止まった。

　構えた銃の前でドアが開く。ほとんど明かりのない、暗い廊下が目の前に現れた。汀を先頭に、銃を構えてエレベーターを出る。エレベーターホールの壁には〈ラボ〉の表示。

　よく憶えている。閏間冴月の研究室があるフロアだ。

　辺りは静まりかえっていたけど、なんとなく空気がざわついている感じがした。ついさっきまで人がたくさんいたみたいな。

　ホールから通路を覗き込むと、ドアが一つだけ開いて、明かりが漏れている。

「冴月の研究室だ」

　鳥子が小声で言った。

　様子を窺いながら、開け放たれた戸口に近付く。

　きっと研究室の中は荒らされているんだろうな、という予想は外れて、室内はきれいなままだった。

　考えてみれば当然か──。潤巳るなは〈冴月さま〉を崇拝しているのだから、家捜しみたいなことをするわけがない。

　以前来たとき机の上にあったノートは、もうなかった。ＵＢアーティファクトの保管庫に収めたと、汀が確か言っていた。

　室内をクリアリングしてから、汀は戸口へ戻っていく。

「上の階ですね。行きましょう」

「……うん」

　鳥子が名残惜しそうに言った。

「どうかした？」

「……さっきね、暗い廊下に、この部屋だけ明かりが漏れてたでしょ。それを見て、あっ、冴月が帰ってきたんじゃないかって、つい思っちゃったの。それで、なんだか……」

　聞かない方がよかった。私はムッとして、我ながら不機嫌な声で鳥子を促した。

「そんなことやってる場合じゃないでしょ。いいから行こう。ほら、汀さん行っちゃうよ──」

　私は大股で歩み寄って、鳥子の手をガッと摑んだ。

「ちょっと待って──」

「いいから、早く」

　なかば強引に鳥子の手を引いて、私は研究室を出た。

　汀が私たちに頷きかけて、ふたたび廊下を歩き出す。私はその後をついて行く。摑んだ鳥子の手を離さずに。絶対に後ろを振り返らないようにしながら。

　階段に着いて、上り始めた。上の方からかすかに人の声と物音が響いてくる。一つ上の階も暗いラボで、誰もいないようだった。さらにもう一階上ると、対照的に明るいフロアに出た。

　階段から覗くと、白い廊下が続いている。第四種が収容されている、病室のフロアだ。

　床に点々と血が飛び散っている。血痕を目で追うと、壁にもたれて倒れている男と、膝をついて付き添うナースが目に入った。男は以前にも会った、スキンヘッドの医者だ。

　額に脂汗を浮かべて荒い息をついている医者は、左肩と胸に何本もの釘が刺さっていて、白衣が真っ赤に染まっていた。釘打ち銃でやられたのだ。医者とナースが私たちを見上げた。汀が唇に指を当てて静かにというジェスチャーをする。ナースが廊下の曲がり角の先を指差し、汀が頷いた。

　鳥子がスマホを取り出した。角から背面カメラだけを覗かせると、廊下の先が画面に現れる。第四種の病室が並ぶ廊下を、二人のカルト信者がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

　廊下に面した壁面は病室のガラスだらけ。ここでショットガンを撃ったら病室に被害が出るだろう。どうするのかと思ったら、汀がショットガンの先端に手を伸ばして、スプレッダーを捻った。横向きだったワニの口が斜めに変わる。安全装置を外してからショットガンを構え直し、敵の前に姿を晒した。

「止まれ！　武器を捨てなければ撃つ！」

　二人は驚愕の表情で動きを止め、ついで何事か喚きながら釘打ち銃をこちらへ向ける。

　汀が引き金を引いた。

　スプレッダーで斜め四十五度に圧縮された散弾が、両方の標的を巻き込んで命中した。二人が床に倒れ、残響が廊下に反響しながら消えていく。

　汀は、敵のところまで近づき、釘打ち銃をこちらへ蹴ってよこした。倒れた二人はまだ息があるようだったけど、抵抗する余裕はなさそうだ。結束バンドで二人を手早く拘束すると、汀は急ぎ足で戻ってきた。

「汀。残りは上だ」

　荒い息づかいの合間に、医者が言った

「保管庫に向かった。小桜ちゃんが捕まってる」

「わかってる──」

　そのときだった。階段へ続く扉からもう一人の男が現れた。その手にはショットガンが握られている。銃口が持ち上がり、こちらを向く。汀は背を向けていて、男に気付かない。

「危な──」

　私が警告するより先に、鳥子が撃った。ＡＫの弾が上腕に命中し、男の身体が衝撃で横へ振られる。ほとんど同時に男も引き金を引いていた。銃口が逸れて、私の頭のすぐ上で散弾が壁をえぐった。

　男はショットガンを取り落として倒れる。振り返った鳥子が、私の背後に穿たれた弾痕を見て血相を変えた。

「空魚！　怪我してない!?」

「だ、大丈夫！」

　私が叫び返すと、鳥子は眉をハの字にして大きく安堵の息をついた。

「はーっ……焦ったぁ」

　撃ち殺されかけた私よりも、鳥子の方が動揺しているようだったので、私はそばに寄っていって背中に手を添えた。

「平気平気。かすりもしてないから」

　背中を撫でると、筋肉のこわばりが伝わってくる。そうだ、鳥子だってこんな修羅場は初めてなんだ。銃の危険さを知っている分、私よりも緊張しているくらいかもしれない。

　確かに鳥子は射撃が巧いし、ＡＫは心強い武器だ。でも、鳥子はプロではない。山の牧場で私を助けてくれた後も、鳥子の手は震えていた。鳥子は優しい子だ。人を撃つのは怖いし、撃ち合いなんてもっと怖いに決まっている。私のためにそれを我慢してくれているのだ。私だって、それくらい気付く。

　汀が男の手からショットガンを遠ざけ、さっきと同じように拘束する。

「申し訳ありません、油断していました。お恥ずかしい」

「鳥子が見ててくれましたから大丈夫です。ね、鳥子」

　私がそう言うと、鳥子はふーっと息を吐いて頷いた。手のひらに伝わってくる緊張が少し和らぐのがわかる。

「ありがと。落ち着いた」

「うん」

「様子見てくるね」

　鳥子は私から離れると、倒した男の出てきた扉から階段を覗き込んだ。

「……続きは来ないみたい」

「了解です。行きましょう」

　歩き出そうとする汀に、医者が声をかけた。

「あいつら、何者だ？」

「第四種に率いられたカルトだ。閏間さんを崇拝している」

「くそ、だからノートの場所を訊かれたのか」

「教えたのか？」

「気が付いたら保管庫の入室コードまで全部べらべら喋ってた。わけがわからん」

「しょうがないですよ。あいつの声は、抵抗できないやつです」

　悔しがる医者に私がそう言うと、汀も続けた。

「気にしないで休んでてくれ。──あとはお願いできますか」

　後半はナースにかけた言葉だった。はっとしたようにナースが頷く。

「行こう、空魚」

「う、うん」

　鳥子が男の持っていたショットガンを拾って、当然のように私に手渡してきた。

　ナースが応急処置にかかるのを尻目に、私たち三人は階段を上った。
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　柔らかい照明が赤い絨毯を照らしている。階段前のホールに置かれたテーブルも、受付のカウンターもぴかぴかに磨かれていて、落ち着いたホテルのような雰囲気を醸し出していた。以前、小桜と一緒にＤＳ研を訪れたとき、最初に下りたフロアだ。

「いるね」

　鳥子が小声で言った。ロビーから人の気配が伝わってくる。

「ちょっと待って。これで見てみる」

　さっきの鳥子と同じ要領で、私は階段からスマホのカメラを出して覗いてみた。案の定、ロビーでは三人のカルト信者が見張っていた。下の階での銃声で、当然こちらの存在は気付かれている。しかも、三人ともライフルやショットガンで武装していた──そうだよ、日本でも猟銃は買えるんじゃないか。本来の所有条件は厳しいはずだけど、潤巳るなの声があればどうにでもできるだろう。

「来たぞ！」

　見張りの一人が大声で言った。銃口がこちらを向いたかと思うと火を噴いた。すぐそばを弾がかすめたので、泡を食って手を引っ込める。

　他の見張りも続けて発砲した。私たちが身を隠した壁の角を銃弾が削って、飾り板の破片が飛び散った。

「危ない。下がってください」

　汀に言われて、私たちは角から少し待避する。

「待ち構えられてるよ。どうしよう」

「敵はオートマチックじゃないから、汀さんと私の二人がかりなら撃ち勝てるんじゃないかな」

　鳥子が真面目な顔で言う。汀が首を横に振った。

「いや、危ないですね。お二人を銃撃に晒すわけにはいきません」

「でも、汀さんだって撃たれたくないでしょ」

「失礼ながら、仁科さんよりは身体が頑丈だと思いますから」

「それを言ったら、私の方が汀さんより的が小さいし」

　二人ともナチュラルに私を戦力として数えていない。いやまあ確かに銃はヘタクソですけども、足手まといになったみたいで嫌だ。

「ねえ、私もショットガン持ってるんだけど、これなら散弾だし私でも当たるんじゃない？」

　そう口を挟むと、鳥子は渋い顔をした。

「ショットガン、そこまで弾散らばらないよ。近距離で、あいつら遮蔽も取ってるし」

「いずれにしても、真っ向から撃ち合いになるのは得策ではないですね。煙幕でも張れたらいいんですが──」

　二人に否定されて、面白くない気分になる。

「うーん、じゃあ……隙を作れるか、ちょっとやってみてもいい？」

「何する気？」

　私は四つんばいになってもう一度角に近付き、背面カメラを突きだした。スマホを壊されたくはないので、撃ってきそうならすぐ引っ込めようと思っていたけど、相手も警戒しているのか弾は飛んでこなかった。

　一人が電話で誰かと話しているのが見える。増援に来られたら面倒だ。早めに片をつけなければ……。

　スマホの画面に映った三人に焦点を合わせて、私は右目の意識を向けた。

　最初は何事も起こらなかった。十秒くらい経つと、真ん中の男がしきりに頭を搔きむしり始めた。他の二人も落ち着きがなくなり、ぶつぶつと聞こえよがしの悪態をこぼす。舌打ちをして、唾を吐き、苛ついた顔で互いを睨み付ける。

「どうなってるの、これ？」

　私の後ろで画面を覗き込みながら、鳥子が訊いた。

「カメラ越しに目が使えるか、試してみようと思ったんだけど──」

　ついに一人が耐えきれなくなったのか、ライフルの引き金を引いた。轟音と共に、受付カウンターの木材が飛び散る。ろくに狙いも付けていない。

「出て来いやゴラァ！」

「うるせえ！　何やってんだテメエ」

「苛つかせんじゃねえよぶち殺すぞ！」

「ああ？　できるもんならやってみろよ」

　怒鳴り合いがみるみるエスカレートする。このままだとそのうちお互いに銃を向け合うんじゃないかと思い始めたとき、汀がさっと角から半身を踏み出して、ショットガンを撃った。

　一発。二発。三発。スプレッダーの散弾が確実に標的を捉えて、あっという間に三人が倒れ伏す。

　慎重に顔を出した私たちに、銃口を向ける者はもういなかった。

　硝煙漂うロビーを横切る私たちの左右に、撃たれて血を流す男たちが横たわっている。

「空魚の目……ほんとやばいね」

　鳥子が呆然とした口調で呟いた。汀も同調する。

「画面越しに影響するとは──。以前にも試されたことが？」

「や……ないです、ないです」

　そう答えつつ、私も改めて、自分の目のやばさを思い知っていた。確かにこれは、邪視と言われても仕方ないかもしれない。

「その目、持ってるのが空魚でよかったよ」

「え、なんで？」

「悪い奴の手に渡ってたら、ひどいことになってた」

　鳥子にしみじみとした口調で言われて、私は何も言えなくなる。

　せいぜい、悪い奴にならないよう気をつけよう……。

　ロビーの先へと進んでいくと、突き当たりの壁面そのものが、四メートル四方くらいの大きな扉になっていた。

　開きっぱなしの隙間から中を見ると、石造りの重厚な階段が上へと伸びている。

「ここから先がＵＢアーティファクトの保管庫です」

　そう言って先に進もうとする汀を、私は引き留めた。

「あの、汀さん。ちょっと待ってください」

「はい？」

「ここからは、私と鳥子の二人で行った方がいいと思うんです」

　汀は振り返って、眉を顰めた。

「どうしてです」

「あいつの──潤巳るなの声。さっきのお医者さんもそうでしたけど、あれを喰らったら汀さんも抵抗できません。私の目があれば声を見ることができるし、鳥子の手があればはね除けられますけど、ちょっとそれ以上のことはキャパオーバーです」

「声を聞いたら、私はどうなるんですか？」

「いま私が、目を使ってあいつらを錯乱させたでしょう。あいつはもっと具体的に、やらせたいことを命令してくるんです。汀さんに銃を向けられたら、私たちじゃどうしようもない」

　もしかすると私の目で汀さんを狂わせて、あいつの声の影響を邪魔することもできるかもしれないけど、相互作用で何が起こるか予測ができない。それに、訓練された汀の銃は、何をするより早く私を撃ち抜くだろう。

「仁科さんも同様にお考えですか？」

　汀が訊くと、鳥子は少し考えてから答えた。

「空魚に賛成。汀さんと撃ち合うことになるのは気が進まない」

「わかりました。ここで待機していますから、助けが必要ならすぐに呼んでください」

　汀は道を空けて、右の手のひらで保管庫への入口を示した。

「お二人とも、どうぞお気をつけて」

　慇懃な挨拶に送られて、私たちは保管庫への階段に足を向けた。




　銃を構えながら登っていく。階段の上には二重の分厚いハッチが設置されていて、その先は博物館の展示室のようになっていた。

　本来は厳重に閉ざされているはずのハッチは開けっ放しだった。保管庫の中央の支柱には、上へと続く螺旋階段が巻き付いている。

　壁面にはいくつものガラスケース。中にはさまざまな品が収められていた。脚が五本ある猫のぬいぐるみ、甲骨文字に見える形にヒビが入ったマリア像、拷問用としか思えない凶悪な形の工具が飛び出した十徳ナイフ……。きっとどれも裏世界との接触で得られた異常なアイテムなのだろう。

　そのうちいくつかには見覚えがあった。私たちが買い取ってもらった品だ。まだ記憶に新しい、ときどき顔が犬に変わる家族写真や、シャツ状に育った植物などが目についた。それぞれのケース下には、番号だけが記された簡素なプレート。裏世界由来の正体不明の物品を、こうやって見栄えがするように展示しているのが、心の余裕なのか、常軌を逸した侮りなのか、もう私にはわからない。裏世界探検がすっかり習慣になった私たちには、それを判断する資格はなさそうだ。

　螺旋階段を上っていくと、保管庫の第二階層に出た。

　フロア全体を使った広い展示室だった。試しに右目に意識を向けてみると、ケースの中の品が放つ銀色の燐光で、薄暗いフロアが星空のように輝いていた。いくつかは色が異なったり、まったく輝いていないものもあるようだ。興味をそそられたものの、観察している暇はないから、そのまま登り続けた。

　次の階層も保管庫だったけれど、少し様子が違った。ガラスケースは少なく、代わりに大きさも形もまちまちなプラスチックや金属のケース、木箱などが、飾り気のない棚に収められている。プレートでナンバリングされているから、容器の中にＵＢアーティファクトがあることはわかる。展示室ではなくシンプルな倉庫に近い。

　階段の近くに置かれた数少ないガラスケースの一つが割られていた。誰かが中身を奪っていったようだ。

　間違いなく潤巳るなの仕業だろう。ということは、入っていたのは閏間冴月のノートだろうか……？

　そのとき、階段の上から声がした。

「あれ、来てくれたんだ？　紙越さん」

　私の隣で、鳥子がぴくっと跳ねた。

「よくここまで来れたね。その目の力かな、すごいねー」

　鳥子が私に顔を寄せて言う。

「この声が──潤巳るな？」

　私が頷くと、鳥子は気を取り直そうとするみたいに、手のひらで顔を拭った。

「言ってた意味わかった……。この声、やばい」

「でしょ」

　私は自分の右目を指差す。

「速攻で片を付けよう。私の目と鳥子の手、両方揃ってればやれる」

「声に対処したら、その後どうすればいい？」

「その後って？」

「潤巳るな本人はどうする？」

　あ、そうか……。

「ぶん殴って、口に布でも詰めてやればいいんじゃないかな」

「バイオレンス……」

　鳥子が非難するように言った。上から声が降ってくる。

「ねえ、せっかく来たんだから早く上がってきたら。紙越さんも手伝ってよ」

　──舐めた口利きやがって……！

　私たちは目を見交わして、頷き合うと、螺旋階段を上っていった。
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　階段を上りきると、保管庫の最上層に出た。

　下とは違ってここは壁際にラベルの貼られた箱が積み重ねられていて、キャビネットはファイルであふれかえっている。奥に大きな格子状の天窓があって、その下に観葉植物の鉢植えに囲まれたデスクが置かれていた。イメージとしては大学の研究室が一番近い。

　そのデスクに尻を乗せた潤巳るなが、私たちに手を振った。そばで小桜が回転椅子に座って、手に持ったものにぼんやりと目を落としている。

　るなの足元には二つ、異常なシルエットが横たわっていた。一人は私が目撃した、茸の塊を思わせる肥大した頭部を持った第四種。もう一人は爬虫類のように這いつくばっていて、手足の指先が箒みたいに細かく分かれて広がっていた。頭部はグロテスクに小さく縮んで、梅干しのように皺が寄ったこぶし大の塊になっていた。

　デスクの向こうでファイルを読んでいた女が立ち上がり、私の方を見て叫んだ。

「サタン！　蛇め！　何しに来た！　おまえの居るべきところへ去れ！」

「ええ……噓でしょ」

　鳥子が信じられないというようにかぶりを振った。

〈ありがとう女〉だ。こいつも一緒に来ていたのか。

「ルナ様、こいつは危険すぎます。なぜ放置されるのですか。慢心もたいがいにしてください」

「放置してたわけじゃないよ。だって、下にみんないたもんね？　あの子たち全員やっつけちゃったの？　凄くない？」

　私は返事をせずに、ショットガンをるなに向けた。

「おっとっと」

「小桜さんを返せ」

「ねえ落ち着いて？　そんなの撃ったら、小桜さんにも当たるでしょ。できないことで脅すのはやめて」

「これならどう？」

　鳥子がＡＫで狙いをつけて言った。

「私は外さないよ」

「ああ、あなたが仁科さんかあ。聞いてた通り、ほんとに美人さんだ。あなたには聞きたいことがいろいろあるんだよ。銃を下ろして、──お話ししよう？」

　右目の視界に動きがあった。るなの口元から銀色の流線が伸びて、私と鳥子の頭部に向かって滑らかに迫ってくる。

「鳥子、払って！」

　私が声を上げると、鳥子が左手で目の前の空中をさっと薙いだ。目の前まで迫っていた〈声〉が弾かれて、うねりながら戻っていく。るなが目を瞬いた。

「あれ？　何かした？」

「あんたの声は効かない──全部見えてるから」

「へえ……？」

　私の方は言ってやったという気持ちだったのだけれど、るなはあまりピンと来ていない様子だった。

　考えてみたら、るなは私のような目を持っていないから当然かもしれない。自分の声が「形」を持っているだなんて、普通考えたこともないだろう。

「ルナ様、仁科様の手です──あの輝きの手が、ルナ様のお声を邪魔しているのでは」

　後ろから口を挟んだのは〈ありがとう女〉だった。

「おそらくその女の邪視が、お声の働きを捉えているのです。目と手を同時に相手してはいけません！」

　使う言葉はいちいちカルト臭くて気持ち悪いけど、よく観察していて侮れない。

「ふーん、ギフト的にも相方同士ってことなんだね」

　るなが鳥子に向かって言った。

「仁科さん、あなたも冴月さまを追いかけてるって聞いたよ。私と同じ立場じゃない。仲良くできると思うんだけど」

「ふざけないで」

「ふざけてないよ。仁科さんが羨ましい。冴月さまと一緒の時間を過ごして、ブルーワールドを旅して……。私、嫉妬してるんだよ。本当なら今すぐ私の声で絡め取って、あなたの知ってる冴月さまを、絞りかすになるまで聞き出したい。実際そうするつもりだった」

　それまでのなれなれしい声色が急に醒めて、煮えたぎった感情が垣間見えた気がした。それを感じ取ったのは私だけではなかったようだ。ＡＫのトリガーガードにかかった鳥子の指先がぴくりと跳ねた。

　るながふたたび微笑みを浮かべる。

「でも──仁科さんが私と同じように冴月さまを追い求めているのなら、手を組むこともできるんじゃない？　同じギフテッド同士、協力できることもきっと多い」

　机の上に手を伸ばして、黒革の表紙のノートを取り上げた。

「冴月さまのノート──私には読めないけど、そこの紙越さんに協力してもらえばきっと……」

「冴月のノートから手を離して」

　鳥子の声は冷え切っていた。裏世界の浜辺で、半グレに対して警告したときの声と同じくらいだ。

　今にも撃つのではないかと思いながら見守っていると、るなが笑みを崩さないままノートから手を離した。後ろの〈ありがとう女〉がそれを丁重に受け取る。

「私はいいんだよ。本当言うと、紙越さんの目を借りなくても、読めるかもしれないから」

「どういうこと？」

　るなは〈ありがとう女〉を指差した。

「こいつが研究してくれたんだ。たぶん、ブルーワールドの中に入れば、このノートの文字は読めるようになるって」

　机の上には何冊ものファイルが開かれていて、本のコピーや手書きのルーズリーフ、写真や図表が散乱していた。〈ありがとう女〉のカバンの中身だろうか。

「私はそこへ行く方法を知らないけど、あなたたちは知ってるんだよね。小桜さんの家にもゲートがあるんでしょ？　そこから向こう側へ行けば、ノートが読める。そうすれば、冴月さまを喚ぶことができる」

「そんな頭のおかしい女の言うことなんか──」

　私が鼻で笑って言いかけた言葉を、るなが鋭く遮った。

「私のお母さんをバカにしないで！」

　──お母さん？

　改めて〈ありがとう女〉を見ると、確かに面影が似ている……。母親に自分を〈ルナ様〉と呼ばせて、召使いのように侍はべらせているのに、悪く言われると怒るのか。

「いいからノートを返して。早く！」

　るなの言葉に耳を貸す様子もなく、鳥子が切りつけるように言った。るなが眉根を寄せて答える。

「返せってどういうこと？　これ、あなたのもの？　違うよね。冴月さまのものだよね。さっきから人のことを泥棒みたいに言ってくれてるけど、仁科さん、あなたこそ他人のものを私物化しようとしてるんじゃない？　銃なんか突きつけて、強盗じゃない、それ」

「うるさい。冴月のことを何も知らないくせに」

「仁科さんは自分が冴月さまにとって特別だったと思いたがってるみたいだけど、そうじゃないですよね。小桜さんから聞いてますよ。冴月さまがあなた以外にも、何人もの女の子に目をかけていたことを。確かに仁科さんは、姿を消す前の冴月さまと一緒にいた、最後の目撃者かもしれない。でも仁科さんの知らないところで、冴月さまが何をしていたか、想像したことあります？」

「うるさい……！」

「怒っちゃいました？　でもそうでしょ？　小桜さんも、紙越さんも、あなたが気の毒だから口にはしないけど、みんなわかってる。認めたくないだけで、あなただって本当はわかってるはず。あなたは冴月さまに捨てられたの。冴月さまに相応しくなかったから。そうじゃなかったら、一緒に連れて行ってもらえたはずでしょう？」

　口調だけは哀れむように、るながそっと言い添えた。

「かわいそうに」

　鳥子はもう何も言わなかった。いつになく荒っぽい動作で銃を下ろしたと思ったら、拳を固めて、るなに向かって大股で歩いていく。

　まずい。完全に頭に血が昇っている。

「鳥子！　近付いちゃだめ！」

　私の制止は間に合わなかった。

　るなの足元に控えていた二体の第四種が、がばっと身を起こすと、鳥子に向かって飛びかかった。鳥子の膝から下に、箒のような四肢を持つ第四種の、無数の指が絡みつく。

「放せ！」

　鳥子がＡＫのストックで殴りつける。鈍い打撃音に混じって、指が折れるボキッという音が聞こえた。哀れっぽい悲鳴を洩らしつつ、指を離そうとしない。

　そこへ巨頭の第四種がよたよたと駆け寄ってくる。天窓から射し込む月の光が、肥大した頭部を縁取る、睫毛のような細い突起を輝かせていた。

　私はとっさにショットガンを向けた。

　……だめだ、撃てない。鳥子に当たる。もっと近付かないと。

　私はショットガンをその場に捨てて、マカロフを抜きながら鳥子に駆け寄る。

　無数の指が鳥子の右腕を捉えた。ＡＫが落ちて床に転がる。のしかかるように迫る巨頭の第四種。

「こ、の……」

　鳥子は透明な左手を、迫る巨頭に押しつけた。

　甲高い吠え声が響き渡った。

　目鼻立ちも定かではない巨頭の顔面に、銀色の手形が生じていた。水たまりのように輝くその手形は、明らかに第四種に対して苦痛をもたらしているように見えた。

　よろめいて後退する巨頭。それで効果に気付いたのか、鳥子は自分を摑んでいる指の群れを左手でさっと撫でた。足元から苦痛の叫びが沸き上がって、無数の指がいっせいに床に落ちた。多指の第四種は縮み上がって、肉でできたモップのように這いずって鳥子から逃げようとする。

　息を荒らげながら、鳥子がるなに向き直ったとき。

「へええ、すごいのね、その手──」

　るながもたれかかっていた机からふわりと離れて、鳥子の胸にしなだれかかった。不意を打たれたのか、鳥子の動きが止まる。るなの囁き声が聞こえた。

「しーっ。落ち着いて、仁科さん。身体から、力を抜いて──」

　後ろから見ていた私には、るなの〈声〉が生き物のような動きで鳥子の首筋を這い上がって、素早く耳の中に入っていく様子が見えた。

　鳥子の膝がかくりと曲がって、身体が傾く。

　頭に血が昇ったのは、今度は私の方だった。

「鳥子！」

　倒れそうになる鳥子を後ろから抱き留める。鳥子の身体越しに見えた、るなのにやけた顔に、私は片手でマカロフを突きつけた。

「ルナ様！」

〈ありがとう女〉が悲鳴を上げる。るなは薄ら笑いを浮かべたままだ。

「どうするんですか？　撃っちゃいます？」

「ただの脅しだと思ってるの？」

「それ自分から言うんですか。語るに落ちるってやつですよ。ていうか私を殺すつもりだったらとっくに撃ってると思うんですよね。仁科さんもわざわざ銃を下ろして殴りに来たし、やさしいなあ、二人とも」

　るなが突きつけられた銃身を握ってどけようとする。私は譲らなかった。るなが苛立ったように言う。

「もう、あんまり邪魔しないでくれません？　紙越さんは、冴月さまに関係ないでしょう？　いいですよ、仁科さんも小桜さんも、いったん返しますから。私は早く冴月さまにお逢いしたいだけです」

　私の胸元で、〈声〉の影響から立ち直ろうともがきながら、鳥子が叫ぶ。

「だめ、空魚、だめ！　渡さないで……冴月のノート！」

　どういうわけか、るなの舐めた態度より、鳥子の必死さの方がはるかに疳に障った。思わず私は大声を上げていた。

「どいつもこいつも冴月冴月って……いい加減にしてよ！　いなくなった人をいつまで引きずるの!?　あいつもう人間じゃなくなってるって！　化け物だよあんなの！　鳥子の知ってるその人は、もう帰ってこないんだよ！」

　私の爆発が意外だったのか、るなも鳥子も一瞬静かになった。

　そのとき、別の声がぽつりと呟くのが聞こえた。

「……さつき」

　小桜だった。

「さつ、き……」

　椅子にちょこんと座った小桜が、膝の上に乗せた手の中に、何か光るものがある。

　見覚えのある品だった。一辺が五センチくらいの、鏡面で形成された立方体。

　くねくねを倒したときに発見した鏡石だ。

「小桜さん……それ？」

　小桜が座ったまま私を見上げて、呆けたような表情のまま指を開いた。広げた両手の上の鏡石に、ひとりでに視線が吸い寄せられる。鏡面に映し出された部屋の中に、私たちの姿はない。

　いや……。

　違う。誰かいる。

　暗がりに佇む人影が、一つ──。

「空魚？」

〈声〉の影響が薄れたのか、鳥子がもがきながらも自分の足で床に立つ。それにもほとんど気付かないまま、私は鏡石に見入っていた。

「空魚、どうしたの」

「──誰か」

「え？」

「誰か──映ってる」

　私たち以外の誰かが、鏡石に……？

　半信半疑で目を凝らすうち、唐突にそれが何者かわかった。

　私は悲鳴を上げそうになった。

　鏡石の表面に映っていたのは、閏間冴月の立ち姿だったのだ。

　とっさに振り返る。

　いつの間にか、いた──すぐ後ろに。

「さつきが……来た」

　小桜がまた呟いた。

「空魚……？」

　鳥子が私の視線を追った。暗い保管庫の光景を見つめてから、私の顔に目を戻す。

「……冴月がいるの？　ここに？」

「いない！　違う！」

　私の否定は早すぎたし、必死すぎた。

「……見えてるんだね」

　鳥子が囁くように言った。

　表情を取り繕うことができなかった。冷たい破滅の感覚に喉元まで浸かりながら、声も出せずに、私はふるふると首を横に振る。

「見えてる。そうでしょ」

　どうしよう。

　どうしようどうしようどうしよう。

　ばれちゃった。

　いつかばれるんじゃないかとは思ってた。

　でも大丈夫だろうって。

　ごまかしきれるって思ってたのに。

　私が恐れていた一言を、ついに鳥子が口にした。




「もしかして、空魚──今まで、ずっと、見えてた？」




　ちがう。ちがう。

　つこうとした噓が、どうしても口から出て来なかった。

　溺れたみたいに苦しくて、犬みたいに浅い息しかできない。

　腑に落ちたように、鳥子が低い声で言った。

「やっぱり、そうなんだね」

　やっぱり？

「前から不思議ではあったんだ。空魚、ときどきいきなり険しい顔になって、私には見えないものを睨み付けてたから」

　うそ。

「今まではっきりとはわからなかったけど」

　顔には出さないつもりで。

「空魚がそこまで強烈に反応する相手って、そうそういないよね」

　疑われてないはずだと思って。

「私にはわからないって思ってた？」

「あ、う」

「思ってたんだね」

　私に向けられる声はむしろ落ち着いていた。それが逆に怖かった。

　鳥子の顔が見られない。

　いつもそばにいる鳥子の顔が。

　いつまでも見ていたいくらい綺麗なはずの、鳥子の顔が。

「冴月さまが……いるの？」

　るなが背後で言った。

「ねえ！　そこにいるの？　冴月さまが──」

　うるさい、それどころじゃない、引っ込んでろ、とすら思えないほどに、私は追い詰められていた。状況が完全に許容量を超えていて、もう何も考えられなかった。

「いない！　いない！　いないってば！」

　だだをこねる子供みたいに私は叫んだ。

　下を向いた視界に、ブーツの足が入って来た。

　犬のような呼吸しかできないまま、私は視線を上げていった。

　閏間冴月が、その青い両目で、はっきりと私を見下ろしていた。

　気が付くと、私はその場に尻餅をついていた。

　腰が抜けたまま逃れようとして、机に背中が当たった。

　閏間冴月とは──あるいはその姿をした何かとは、これまで何度も対峙してきたはずだった。そのたびに私は、恐怖に立ち向かってきた。懸命に頭を使って、あるときは銃を撃ち、あるときは右目を使い、あるときは無視を貫き──。なのに今は、何もできる気がしない。何も思い浮かばない。

　隠し事が鳥子にばれた瞬間、私を支えていたものが崩れ落ちてしまったようだった。

　閏間冴月は、深い海を泳ぐ巨大な生物を思わせるゆっくりとした動きで身体を動かして、私から小桜に視線を移した。レースのついた袖に覆われた長い腕が伸びて、小桜の手のひらの鏡石を摑み上げる。

「あ……」

　切ない声を漏らす小桜の前で、閏間冴月が鏡石を持ち上げた。

　私以外には、冴月の姿は見えていない。ひとりでに宙に浮かぶ鏡石を、全員の目が追っていた。

　閏間冴月の顔の前に達すると、鏡石が角を支点に、コマのように回り始めた。青く輝く両目が、その鏡面に映っている。回転速度が次第に増すにつれて、青い光が室内を照らし出すほどに強くなった。

「──さつき」

　小桜が呟いた次の瞬間、光が弾けた。

　雷が落ちたみたいな音がして、ウルトラブルーの閃光がすべてを覆い尽くした。




　衝撃から醒めて、そろそろと目を開けると、そこは一面の草原だった。暗い空の下、丈の高い草がざわざわと風にそよいでいる。

　裏世界だ。

　表世界と時間が同じだとするなら、いまは朝の四時過ぎ。地平線がぼうっと紫に染まっているのは、夜明けが訪れようとしているのだろうか。

　その草原に、閏間冴月が立っている。

　鳥子が、るなが、小桜までもが息を呑んだ。〈ありがとう女〉がヒッと怯えた声を上げて、その場にへたり込んだ。二人の第四種が、不明瞭な呻きとともに草の上に伏せた。

　私だけじゃない。全員の目に、はっきり姿が見えている。

「冴月！」

　最初に叫んだのは鳥子だった。

「やっと……やっと逢えた……！」

　鳥子が草を踏みしだいて冴月に駆け寄る。

　だめ──そんなことしちゃだめだよ、鳥子。

　こんなときなのに、私の言葉は喉につかえて一言も出てこない。

　鳥子がついに、閏間冴月のもとにたどり着き、すがりついた。

　閏間冴月はまったく反応しない。

「ねえ！　私だよ！　わかる？　鳥子だよ！」

　鳥子は半泣きになっていた。そのことに私はショックを受ける。

　閏間冴月の前では、鳥子もこんな風に弱さをさらけ出すのか。

「迎えに来たよ、冴月……！」

　手袋のない左手が、黒い女の手を取る。鳥子の肩が一瞬、緊張に震えるのがわかった。

　そこで初めて反応があった。青い両目が鳥子を捉える。巨大な猛禽のように、閏間冴月が鳥子の方へ顔を近づけた。

　ああ。だめだ。鳥子が。

　鳥子が、連れて行かれてしまう。

　絶望に凍り付いている私の肩が、そのときいきなり摑まれた。

「しっかりしろ、空魚ちゃん」

　小桜が私の肩を鷲摑みにして立っていた。ようやく正気を取り戻したのか、目の焦点が合っている。

「小桜……さん」

「だめだ、あれは、冴月じゃない──あたしの知ってる冴月じゃない！」

　血を吐くようにそう言うと、小桜の身体ががくっと崩れた。とっさに受け止める私を押しのけるように、力なく腕を動かして、小桜は続けた。

「動け……早く！　捕まえろ！　鳥子が行っちゃうぞ!!」

　小桜の叫びが、私の背中を押した。もがきながら立ち上がり、もつれる足を動かす。タックルするみたいに後ろから鳥子の腰に抱きついて、勢い余って二人とも地面に転がった。

「ああっ!?」

　閏間冴月と繫いでいた手が離れると、鳥子が悲鳴のような声を上げた。

「空魚、ちょっと──」

「行かないで」

　鳥子の抗議を聞きたくなくて、私は言った。

「私のこと怒ってもいい。嫌ってもいい。でも行かないで。ついて行っちゃだめ。絶対だめ。だめ。行かないで行かないで行かないで──」

　何を言っても説得できる気がしなくて、私はひたすらそう繰り返した。鳥子に口を挟ませたくなかった。放して、行かせて、と言わせたくなかった。

　鳥子は途方に暮れたような顔で私を見返している。繰り返すうちに自分が何を口にしているのかわからなくなってきた。今私はどんな顔をしているんだろう。泣いているのか、怒っているのか、それとも……。

　草の上でもみ合う私たちを、閏間冴月が無表情に見下ろしている。

　その顔が、ふと横に向けられた。

　視線の先には、潤巳るながいた。

「冴月さま。ようやくお逢いできましたね」

　鳥子と同じようなことを言う。その声が震えているのは、緊張というよりも、崇拝対象を目の前にしたことへの歓喜のようだった。

「あなたの啓示を受けて以来、何年もこの日を待っていました。あなたの使徒、るなです」

　黒い女は何も言わずに、るなを見下ろしている。熱に浮かされたような表情で、るなが続ける。

「るなはあなたのしもべです。私を連れて行ってください──ブルーワールドの彼方へ。他の誰でもない、るなを！　誰よりもあなたを愛する私を選んでください！」

　私と同様、いつしか鳥子も動くのをやめて、向かい合うるなと閏間冴月を見つめていた。何がどうとは言えないのに、緊張がどんどん高まっている感じがした。今にも取り返しのつかないことが起こりそうな。見続けるのも、目をそらすのも怖いような。

　それを感じているのかどうか、るなは舌をもつれさせながらなおも続けた。

「証あかしが必要ですか？　私が選ばれた者であることの、ギフテッドであることの証が……。冴月さまと共にある資格が、私にはあります！　あなたの下された恩寵を……〈声〉を、お聞きください」

　るなが深く息を吸う。今にもその喉から〈声〉が放たれようとした、そのときだった。

「ルナ様、いけません」

　意外なことに、口を挟んだのは〈ありがとう女〉だった。

　それまで腰を抜かして震えていたのに、あからさまに怯えながらも、るなの方へ這うようにして近付いていく。

「逃げてください、わからないのですか。これは邪視です……！　あまりにも……禍々しい……こんな……」

　眩い光源に近付くみたいに、冴月に対して手をかざし、顔を背けながら、〈ありがとう女〉が距離を詰めていく。

　るなが振り返って、苛立ちを隠さず叫んだ。

「何やってんの、バカ女！　邪魔しないで！　下がりなさい！」

〈ありがとう女〉は、命令に従わなかった。

「サタンめ……けがらわしい雌犬め……わたしの娘を……たぶらかすな」

　お経みたいにそう唱えながら、〈ありがとう女〉がるなの前に出る。その手の中には冴月のノートがあった。

「逃げて。これはだめだから。どうしようもないから。わたしももう、どうしようもない、おわり、だけど」

　ぶつぶつと呟く〈ありがとう女〉。

「何のつもりだよ！　バカ女──いまさら母親面してんじゃねーよ！」

　るなの罵声に応じることなく、〈ありがとう女〉がノートを開いて読み上げ始めた。その口から出た言葉は、私にはこう聞こえた。

「小さい門があって入れる悪魔呼んだりしとん人ひとりようやく通れる扉を懐中電灯をつけたり消したりつけたり消したりグルグルグルグル──」

　呪文？　いや、もっと支離滅裂な……。

「ＡとＢとＣとＤとグズグズになって便器便器と並んで人が来た近づいて来とる気味の悪い話し声にさっき呼んだからね。呼んだからもう大丈夫、目を開くと──」

　切れ目なく続いていた異言が、不意に途絶えた。

　気が付くと、〈ありがとう女〉の背後にいくつもの人影が立っていた。

　長い白髪に王冠のようなものをかぶったしわくちゃの老人たちが四人、無表情に〈ありがとう女〉を見下ろしている。

「何、あれ」

　鳥子が呟いた。

　私はそれが何者かおぼろげに理解していた。正確には、その出どころに見当がついた。ネットロア〈地下のまる穴〉に登場する、正体不明の老人の描写によく似ている。

　ノートを読み上げることで〈ありがとう女〉の背後に現れた、王冠の老人たち──構図的には、まるで召喚したモンスターを閏間冴月にけしかけようとしているように見えなくもない。

　だけど──そんな便利な使い方ができるような、そんな生やさしいものなのだろうか、あのノートは？

　私の懸念は、次の瞬間裏付けられた。

　それまで無表情だった四人の老人が、きゅうっと目を細めた。口の端が吊り上がっていく。歯茎を剝き出しにしたその笑みは、見たこともないほどの悪意に満ちていた。

　振り返った〈ありがとう女〉が、怯んだように身を引くのを、老人たちはおぞましい笑顔のまま見守っている。

　閏間冴月と老人たちに挟まれて逃げ場を失った〈ありがとう女〉の顔に、絶望の色が浮かぶ。

「逃げて……」

　るなの方を向いてもう一度言うと、〈ありがとう女〉は、震える両手で拳を作って、閏間冴月に突きつけた。

　人差し指と中指の間から、親指を出したハンドサイン。邪視の害を退ける、魔除けのシンボル──。

　何の効果もなかった。

　閏間冴月の両腕が持ち上がったかと思うと、〈ありがとう女〉の顔をひたりと挟んだ。その親指が眼窩にずぶずぶと埋まっていく。

〈ありがとう女〉が絶叫した。溢れた血が頰を伝って、足元の草むらを濡らす。

「お母さん──!!」

　るなが叫んだ。

「冴月さま──やめてください！　どうして!?」

　老人たちがしわくちゃの喉をのけぞらせてげらげらと笑い声を上げる。〈ありがとう女〉が目を潰されて悲鳴を上げる様がおかしくてたまらないとでもいうように、身をよじらせて笑い続けるその姿が、紙屑のようにくしゃくしゃになって、虚空に消えていく。

　ごぼごぼと血の泡立つ音を最後に、悲鳴が止んだ。

　閏間冴月が摑んでいた手を放すと、るなの母親は力なく倒れた。

「冴月……さま……」

　呆然と見上げる潤巳るなの顔に、閏間冴月の血に濡れた手がかかった。

　ものすごい悲鳴が上がった。まるで生きたまま皮を剝がれているみたいな苦痛と恐怖に満ちた叫び声に、私も鳥子も思わず耳を覆った。

「助け……て……」

　るなの喉から放たれた〈声〉は、絡み合う有刺鉄線のように乱れて見えた。その先には、いまだに地面に伏せたままの二人の第四種がいた。〈声〉が第四種にぐるぐると巻き付いて、その体内に潜り込む。第四種が呻きながら身を起こした。たくさんの指を持つ方は、るなに向かって四つんばいで這い寄り、もう一方は膨れ上がった頭部で空中を撫で回し始めた。

〈声〉はすぐに、喉に液体が絡む湿った音に取って代わられた。閏間冴月が手を放すと、るなはぐらぐらと頭を揺らしてその場に立ち尽くす。私たちに背を向けたままで、どんな顔をしているのかわからない。

　多指の第四種が、るなの足元にたどり着いた。その指が冴月の靴を探り当て、絡みつき、踝くるぶしからふくらはぎへと這い上がろうとしたときだった。第四種の背中が膨れ上がったかと思うと、無数の手と指が爆発的な勢いで飛び出してきた。身体の他の部分は地面に沿って広がっていく。人体を素材にした木がいきなり生えたみたいだった。苦痛に身悶えるように痙攣しながら肉の木は高く成長し、あっという間に末端から黒く変色して萎しなび始めた。地面に落ちてぱらぱら音を立てるのは、朽ちた指から落ちた爪だ。

　巨頭の第四種の方は、ぶんぶん身体を振り回している。その頭が、何もなかった空中にぶつかって、銀色の波紋が生じた。頭の外周の繊毛が蠢いて、その波紋を繫げていくと、やがて空中にゲートが形作られ始めた。暗い保管庫の光景が、銀色の燐光の向こうに垣間見える。

「鳥子──逃げよう！」

　私が言うと、鳥子がはっとしたように見返してきた。この期に及んで抵抗したら、もうぶん殴ってでも……と覚悟と拳を固めていると、鳥子は唇を嚙んで、首を縦に振った。

「小桜さん！」

　振り返ると、小桜は顔を覆って地面に突っ伏していた。

「大丈夫ですか!?」

「やだ……もうやだ……早くここから出して……」

　力ない呻き声が返ってきた。恐怖耐性が低い小桜にとって、この状況は地獄そのものだろう。

　私と鳥子は互いに支え合って立ち上がった。

　おぞましい肉の木の下に立つ冴月の前に、るなはまだ立ち尽くしたままだ。

「るな！　生きてる？」

　ためらいながらも私は呼びかけた。るなが緩慢な動きで振り返る。その顔を見て、私は息を呑んだ。

　るなの口は見たこともないくらい大きく開いていた。下顎がだらんと落ちて、舌が垂れ下がっている。白目を剝いて涎を垂らすその顔は、完全に正気を失っていた。

　両腕を前に突き出して、ゾンビのような動きで、るなが私たちの方によろめき歩いてくる。背後に立つ閏間冴月から、少しでも遠ざかろうとするみたいに。

　私と鳥子は顔を見合わせた。相談しなくても、一瞬で同じことを考えたのがわかった。

　るなを助けなければ。

　十分前までの自分なら、たいして迷わず見捨てたかもしれない。だって、冷静に考えればこいつは敵だ。私にとってはカルトの親玉、鳥子にとっては──いや、それは考えないことにしても、とにかくむかつく要素が多すぎる。

　それでも、見捨てていくことができなかった。

　私の気を変えさせたのは、〈ありがとう女〉だった。閏間冴月に母親をやられたときのるなの叫びを聞いてしまっては、もう──。

　私と鳥子は、るなの両腕を思い切って摑んで、ぐいと引いた。顎が外れるほど口を開いたヤバい顔のままではあったけれど、るなが私たちの方へ倒れ込んでくる。

　肩越しに振り返る。るなの従順な下僕、巨頭の第四種が開いたゲートは、もう充分通れるくらいに広がっていた。

「空魚、小桜お願い！」

「わかった！　先行って！」

　るなを鳥子に任せて、私は小桜のもとへ駆け寄った。

「逃げます！　立って！」

「むり」

「……オーケー、じゃあ、摑まってください」

　私がそう言うと、小桜がぎゅっとしがみついてきた。首に手を回されたので、そのまま両手で抱えて立ち上がる。期せずしてお姫様抱っこの形になった。なにしろサイズが小学生だから私の筋力でもぎりぎり行ける。さすがに優雅にとはいかなかったけど、がに股でよたよた歩いて、一気にゲートに飛び込んだ。

　中間領域がほぼない直通のゲートで助かった。世界の狭間を二、三歩歩けば、表世界に帰還できる。

「空魚、早く！」

　表世界の側から、鳥子が私を呼ぶ。急いで駆け寄ろうとしたときだった。後頭部に激痛が走って、私はのけぞった。

　こちらを見る鳥子が、驚愕の表情で固まっている。胸元から顔を上げた小桜も、私の肩越しに後ろを見て同じ表情になった。

「冴月……」

　鳥子の洩らした一言で状況が摑めた。

　私の後ろ髪を、冴月の手が摑んでいるのだ。

　結べるほどに伸びた私の髪。

　鳥子も小桜も気に入った、私の後ろ髪。

　伸ばすほどに、閏間冴月に似てくるという、私の──。

「鳥子、パス！」

　私が叫ぶと、鳥子は我に返ったように目を瞬いた。抱えていた小桜の腕をふりほどいて、その小さな身体を鳥子に向かって放り投げる。

「ひゃあっ」

　小桜が悲鳴を上げながら短い放物線を描き、すんでのところで鳥子に受け止められた。

　その間に私は、カルトの男から奪い取ったナイフを鞘から抜いた。

　後頭部に手を回して、髪の束に刃を入れる。

　切れ味のいいナイフだった。

　ざく、ざく、ざくっと、三回切りつけると、ふっと頭が解放された。勢い余って倒れ込んだ私を、鳥子と小桜が引っ摑んで裏世界から引きずり出してくれた。

　振り返った私は、縮小しつつあるゲートの向こうでこちらを見つめる閏間冴月と目が合った。私たちの恩人になった巨頭の第四種は、何をされたのか三日月みたいにひしゃげて、口か鼻か判然としない孔から黒っぽい体液を垂れ流しながら痙攣していた。

　閏間冴月の唇が動いたので私は答える。

「だめです、だってあかかったんです、そのひは」

　また閏間冴月が喋る。私は激しく首を横に振った。

「だめですやくそくしてないですわたし、きりはなしたらいきられないし、つのがはえたかおがながれてくるじゃないですか、そしたらさいばんですよね」

「空魚？」

「いつかはおわりがくるのかわかりませんけどでもひととしてゆるされないですよね、ゆるしちゃいけないからわたし」

「空魚！　何言ってるの、空魚！」

「もえておこつになってしまったらかならずわたしもいきますから──」

　閏間冴月と会話していた私は、唐突に頰を張られて一瞬意識が途絶えた。気が付くと鳥子が私の肩を摑んで、顔を覗き込んでいる。

「……鳥子？　なんで叩いたの……？」

　呆然と訊きながらも、徐々に正気が戻ってきた。

　いま私は、何を口走ってたんだ？　会話している最中は、完全に意味が通っていた気がしていたのに。

　鳥子の肩越しに、ゲートが縮小していくのが目に入った。青く輝く邪視の両目が見えなくなり、空間の穴が完全に閉じる。

　鳥子も振り返って、ゲートのあった場所に目を向けた。

　閏間冴月がふたたびゲートを開いて追ってくるのではないかと緊張したまま一分ほどが経ち、ひとまずその気配はなさそうだと思えてようやく、ずっと詰めていた息を吐くことができた。

　よろけて机に手をついた。卓上には、〈ありがとう女〉のファイルが残されたままだ。閏間冴月のノートも、鏡石も、どこにも見あたらなかった。

　天窓から浅い角度で射し込む朝日が、壁の上の方を白く照らしている。床の近くはまだ影が濃い。私は机に寄りかかって、そのままずるずると座り込んだ。

　足元には潤巳るなが倒れている。ひどい有様ではあるものの、息はあるようだ。顔があんまりなのを気にしたのか、鳥子がアウターを脱いでかけてやっている。それからスマホを取り出して、汀に医者かナースの手配を頼み始めた。

　それをぼんやりと聞いていたら、小桜が私の左にぺたんと座った。

「あたしを助けにきてくれたんだな、空魚ちゃん」

「そういうことになりますね」

「私もだからね、小桜」

　電話を終えた鳥子が口を挟む。小桜がかぶりを振った。

「二人とも、あたしのことはどうでもいいんだろうなって思ってたよ」

「ううん。もう違うよ」

「……まあ、もう放っておけませんよね」

「もうってなんだよバカ。泣けてくるわ」

　小桜が力なく笑う。

「空魚、その、髪……」

　鳥子が私の頭に手を伸ばし、乱れた髪を撫でつける。

「元の長さに戻っただけだよ」

　私がそう言うと、鳥子は何か納得したみたいに頷いた。

　そういえば、一連の〈自己責任系〉の怪談では、呪いから逃れるために髪を短く切るという描写が共通する要素として挙げられていた。知らず知らずのうちに怪談の文脈に沿った行動をしてしまっていたことに気付いて、なんだか落ち着かない気分になる。

「あーあ。あたしも髪切ろうかな……」

　小桜がぼやくように言った。意図を図りかねて戸惑っていると、小桜は首を回してごりごりいわせてから深いため息をついた。

「もう限界だ。ちょっと……空魚ちゃん、膝貸してくれ……」

　言い終わらないうちに、小桜が私の太股に頭を載せて目を閉じた。その身体から力が抜けて、ぐったりするのがわかる。

「小桜さん……？」

　心配になって呼びかける私の耳に、深い呼吸の音が聞こえてきた。これは気を失ったのか、寝落ちしたのか……。いずれにしても救命措置が必要というわけではなさそうなので、私はまた机に背中を預けた。

　小桜とは私を挟んで反対側に、鳥子が腰を下ろした。

　会話が途切れて、しばらく沈黙が続く。

　先に口を開いたのは私だった。

「冴月さんのこと黙ってたの、怒らないんだね」

　答えはなかった。

「怒ってても、謝るつもりないけど。絶対おかしいよ、あんな奴について行くなんて」

「…………」

　鳥子は黙ったままだ。「あんな奴」呼ばわりにも反応しない。

　思いつくままに私は続けた。

「逃げようって言ったとき、素直に一緒に来てくれてよかったよ。でも、とか行かせて、とか言われたら、私鳥子のことぶん殴ってやろうと思った」

「私を？　空魚が？」

　鳥子が気の抜けたような笑い声を上げた。

「おかしい？」

「ちょっとね」

「本気だったよ」

「うん。わかってる」

　本当かな。

「今までも私けっこう鳥子のことひっぱたいてるからね。コトリバコで死にかけたときなんか、相当ベシベシやった気がする」

「私もそうだよ。そもそもこの左手も、くねくねにやられてる空魚をビンタしたからこうなったんだし。さっき空魚がまた変なこと言い出したときも、つい手が出ちゃった」

　なぜか張り合うように鳥子が言う。

「鳥子けっこう暴力的だよね。ＤＶ体質？」

「そんなことないよ……。それはひどくない？」

　鳥子が心外そうに口を尖らせたので、それ以上追及するのはやめておくことにした。

「──鳥子があいつの手を取ったとき、もうだめかと思った」

　私が言うと、鳥子が顔を上げてこちらを見た。

「鳥子がずっと逢いたかった人に逢えて。私が噓をついてたのもばれて。もう終わりだ、私は愛想を尽かされるんだって……」

「そんなことないよ、空魚。そんなことない」

　鳥子が首を横に振った。

「冴月のことはもちろん大事だけど、空魚だってとっくに、私の大事な人になってる。共犯者、なんでしょ。もう少し私のこと、信用してくれてもいいよ」

　思いがけない言葉だった。胸の奥がじんわりと暖かくなった気がした。

「でも──いいの？　だって私……」

「冷たかったの」

　鳥子がぽつりと言った。

「何が？」

「冴月の手を握った、あのとき──」

　透明な左手をさすりながら鳥子が言った。

「手が冷たくて……すごく冷たくて。血が通ってる感じが全然しなくて。最後に逢ったときは、そうじゃなかったのに」

　自分の言葉に戸惑っているみたいに、つっかえつっかえ、鳥子は続けた。

「本当はね、最初は怒ってたの。だけど、空魚が連れていかれそうになってるの見たら、全部吹っ飛んじゃった。空魚まで私のそばからいなくなったらって考えただけで、もう頭がおかしくなりそうで……。それで私、こ……怖くなって」

　口ごもる鳥子の前に、私は自分の手を差し出した。

「私はどう？──冷たい？」

　鳥子は私の目を見てから、手に視線を落とした。

　そして両方の手で、私の手をそっと握った。

「あったかい」

　かすれた声でそう言って、鳥子は私の手を口元に引き寄せた。

　人差し指の付け根の、骨の出っ張った部分に、鳥子の唇が触れた。

「ありがと、空魚──大好きだよ」

　目を閉じて鳥子が呟くと、唇の隙間から漏れる息の孕んだ熱が、手の甲と指の隙間を流れ下った。腕の神経を伝わってくるその感覚が、痺れるほどに甘かった。
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■ファイル９　ヤマノケハイ

「ヤマノケ」についての報告は、２ちゃんねる掲示板のオカルト超常現象板「死ぬ程洒落にならない怖い話を集めてみない？　157」スレッド（同名のスレッドが二つある）の167～169で語られた（二〇〇七／二／五）。続くスレ住人との質疑応答（～189）において、報告者は遭遇した場所を「宮城と山形の県境」としている。

　その後、ヤマノケのバックグラウンドについて民俗学的な考察を加える者、「ヤマノケ」「ヤマノカイ」などと呼ばれる存在についての地元の言い伝えがあると語る者なども現れたが、そのほとんどが曖昧な言及にとどまっている。




■ファイル10　サンヌキさんとカラテカさん

「サンヌキカノ」は「不可解な体験、謎な話～ｅｎｉｇｍａ～Ｐａｒｔ49」スレッドの665（二〇〇九／一／一六）で報告された。庭に現れた猿に似た生き物に、「テレパシーっぽい感覚で」『サンヌキカノ（？）というのが来るから、来たらこれを見せろ。自分で取ったと言えば向こうもくれるから、後は庭に埋めてしまえ』と言われて、歯（おそらく人間の奥歯）を置いて行かれた、という体験談である。

　二日後の一／一八～二〇に、同スレ728～788で、その続きが語られた。サンヌキカノを名乗る老婆が現れ、新たな歯をもらったので埋めた……という話で、歯の写真もアップロードされた。

　さらに一／二一に812で、サンヌキカノから身を守るという護符の写真がアップロードされた。スレ住人の反応からすると、これは一連の報告が「釣り」だったことを示唆するものだったようだ。

　ところが、アップローダーから消えているため、この画像はもう見られない。そのため、もはや「釣り宣言」自体の存在が確認できなくなっている。

　語りが月日をまたいで進行するネットロアでは、途中からまったくの別人が最初の報告者に成り代わることがしばしばある。こうした場合、最初の報告者が戻ってきて偽者を指摘しない限り発覚しない。指摘したとしても、「おまえこそ偽者だ」と言い返されたら、身の証を立てるのは難しい。「サンヌキカノ」のケースでも、最初の665と二日後の728以降が同一人物だとは限らない（ＩＤも異なる）。

　本シリーズでは、はっきり作り話だと宣言された話はモチーフとして取り扱わないことにしている。スレでの経緯を鑑みるに、「サンヌキカノ」は実話怪談としてはかなりグレーではあったが、完全にフィクションとは言い切れないと判断した。

　また、二巻の参考文献でも挙げた我妻俊樹『ＦＫＢ怪幽録　奇々耳草紙』（竹書房文庫、二〇一五）に、「ザンヌキ」という話が収録されている。これまたザンヌキという人物についての意味のわからない噂を耳にして災いが降りかかるという体験談である。出てくる単語だけでなく、おおまかなパターンがなんとなく似通っているというところに薄気味の悪さを感じたため、併せて引用させていただいた。




■ファイル11　ささやきボイスは自己責任

　２ちゃんねるオカルト板において、読めば感染するという「自己責任系」怪談は、まず「死ぬほど洒落にならない恐い話を集めてみない？」スレ（ナンバリングされていないが、初代スレが拡大したため立てられた実質パート２）の379（二〇〇〇／一〇／二七）で語られた。ところがこの話は、スレ住人の妨害、偽者の出現によって頓挫する。既にこの話を知っているという住人が、類似性が多用された参加型の怖い話であるという「ネタバレ」をするのだが、その暴露自体が要領を得ないものであり、元々どこで語られていたのかもはっきりしなかった。

　さらにその二年後、「死ぬ程洒落にならない話を集めてみない？　ＰＡＲＴ13」の504～572で、一九九七年の「廃棄直前Ｑ８のＢＢＳログ」から発見したという、よく似た話が語られた。以降、「自己責任系」「ヤマニシ系」などと称される、内容的に共通要素を持つ一連の話が断続的に投稿されている。

　関連する話が多いため、詳しくは有志による『「自己責任」考察サイト（仮）』（http://www.geocities.jp/zikosekininkei/）を参照されたい……と言いたいが、問題がある。右に挙げたＵＲＬを見てほしい。geocities である。二〇一九／三／三一をもってサービス終了が予告されているＹａｈｏｏ！ジオシティーズのサイトなのだ。別ドメインに移行しない限り、本書が出て数ヶ月後にはこのまとめサイトは消える運命にある。実際、この考察サイトからリンクされている「したらばＢＢＳ」の考察スレはもはや跡形もなく、そこで行われていたであろうやりとりは失われてしまった。

「地下のまる穴」は、「怖い話投稿：ホラーテラー」に投稿された（二〇〇九／一〇／二〇）。作中、〈ありがとう女〉の話す異言はこの話から引用した上でシャッフルしたものである。

「山の牧場」に関しては『新耳袋　現代百物語　第四夜』（木原浩勝／中山市朗、角川文庫、二〇〇三）に収録されている一連のレポートを参考にしている。ラジオや雑誌などでも何度も取り上げられた非常に有名な実話怪談であり、ご存じの方も多いだろう。なお、中山市朗『怪談狩り　禍々しい家』（角川ホラー文庫、二〇一七）に、非常に詳細な後日談が収録されている。




　毎度のことながら、直接的、間接的に影響を受けたネットロア・実話怪談の報告者の皆様に対して感謝する。

　また、自己責任系の項でも少し触れたが、ネットロア分類・考察系のサイト管理者、およびそこへの参加者についても書いておきたい。すぐに散逸し、ソースが不明になりがちなネットロアのログや周辺の議論を集積するこうした（いい意味での）まとめサイトは、ネットにおける怪談文化の中で重要な意味を持ってきた。サービスの終了などによってこれらの場所が次々と失われていくのは大きな損失である。さまざまなネットロアを元のスレッドから切り取り、タイトルをつけるという編集作業をおこなってきたのは各まとめ・考察サイトの管理者だったし、ネットロア同士の関連性を見いだしてきたのはサイトの参加者や元スレの住人だった。こうした場がいつかなくなるのはしかたがないが、どれだけシーンに影響を与えてきたかは無視するべきではない。

　いつも楽しく怖がらせてくれて、ありがとうございます。本書がささやかな恩返しになればと願っています。
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